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© 2013 ZIH Corp.   このマニュアルおよびラベル ・ プ リ ンタおよびアクセサ リ内の
ソフ ト ウェアおよびファームウェアの著作権は、 ZIH Corp. が所有しています。 この
マニュアルまたはラベル・プ リ ンタ内のソフ ト ウェアおよびファームウェアを不正に
複製する と、1 年以内の禁固刑または 10,000 ドル以下の罰金が課せられるこ とがあ り
ます (17U.S.C.506)。 著作権に違反した場合、 民事責任に問われる場合があ り ます。

この製品には、 ZPL®、 ZPL II®、 および ZebraLink™ の各プログラム、 Element Energy
Equalizer® 回路、E3®、および Monotype Imaging フォン トが使用されています。Software
© ZIH Corp. All rights reserved worldwide.

ZD500 シ リーズ、 ZD500R、 ZebraLink およびすべての製品名と製品番号は商標であ
り、 Zebra、 Zebra のロゴ、 ZPL、 ZPL II、 Element Energy Equalizer 回路、 および E3 回
路は ZIH Corp. の登録商標です。 All rights reserved worldwide.

その他すべてのブランド名、 製品名、 または商標は、 それぞれの所有者に属します。 

商標と著作権情報の詳細については、 Zebra Web サイ トに記載されている 「著作権」
を参照して ください。 

www.zebra.com/copyright

所有権の宣言  このマニュアルには、 Zebra Technologies Corporation およびその子会社
( 「Zebra Technologies」 ) が専有する情報が含まれています。 このマニュアルは、 本書
に記載の機器を操作および保守する当事者への情報手提供とその当事者の限定使用
のみを目的と しています。 これらの専有情報は、Zebra Technologies の書面による許可
なく、 他の任意の目的のために、 使用したり、 複製したり、 他者に開示してはなり ま
せん。

製品の改善  製品を継続的に改善していく こ とは、 Zebra Technologies のポ リ シーで
す。 すべての仕様や設計は、 通知なしに変更される場合があ り ます。

責任の放棄  Zebra Technologies では、公開されているエンジニア リ ング仕様およびマ
ニュアルにエラーが含まれないよ うに万全の対策を講じており ますが、エラーは発生
します。 Zebra Technologies は、そのよ うなエラーを補正し、そのエラーから生じる責
任は放棄する権利を有しています。

責任の制限  いかなる場合においても、 Zebra Technologies、 またはその製品 ( ハード
ウェアおよびソフ ト ウェアを含む ) の作成、 製造、 または配布にかかわる他の関係者
は、 上記製品の使用、 使用の結果、 また使用不能から生じるあらゆる損害 ( 業務利益
の損失、業務の中断、 または業務情報の損失を含む派生的損害を含むがそれに限定さ
れない ) に対し、 Zebra Technologies は、 上記の損害の可能性を通知されていても、一
切責任を負いません。管轄区域によっては、付随的または派生的損害の除外または制
限を認めていない場合があ り ます。そのため、上記の制限または除外がお客様に適用
されないこ とがあ り ます。

www.zebra.com/copyrights
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法令順守に関するステート メン ト

FCC 準拠声明 (USA)

当該デバイスは Part 15 の規則に準拠しています。 以下の 2 つの条件を前提と して動
作します。

1. 当該デバイスは、 有害な干渉を引き起こしてはならず、 かつ、

2. 当該デバイスは、 予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、 すべての
干渉を受け入れなければならない。

この機器は、 FCC 規則第 15 条に従った、 ク ラス  B デジタル ・デバイスの制限に準拠
しているこ とが、検査によ り確認されています。 これらの制限は、機器を居住環境内
で操作した場合に、有害な干渉に対して妥当な保護を提供する目的で、設定されてい
るものです。 この機器は、無線周波数エネルギーを生成および使用し、 それらを放射
する可能性があ り ます。 したがって、製品のマニュアルに従って設置および使用しな
かった場合、無線通信に有害な干渉を引き起こすこ とがあ り ます。 ただし、特定の設
置において干渉が発生しないという保証はあ り ません。この機器が無線またはテレビ
の受信に有害な干渉を引き起こす場合は、 次の対策を講じるこ とをお勧めします。

• 受信アンテナの向きまたは場所を変えます。

• 機器と受信機の距離を開けます。

• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセン トに機器を接続します。

• ご不明点がある場合は、 販売業者、 または経験豊富な RF サービス技術者にご相
談ください。 

重要 • 

1. 無線の取り付けは、 アンテナから最低 20 cm 離れて行なってください。

2. 無線は、 別の無線と同じ場所に取り付けたり、 併用したり しないでください。

3. ホス ト ・ システムには、 認定モジュールが使用されているこ とを示すラベルを付
けてください。 たとえば、 次のよ う なラベルを付けます : 
「FCC ID:I28MD-EXLAN11N 、 IC ID:3798B-EXLAN11N」。

4. この無線は屋内専用です ( 周波数域 : 5150 ～ 5250MHz)。

Zebra Technologies によ り明示的に承認されていない変更や改造を行う と、装置を操作
する権限を失う可能性があるので、注意してください。仕様に準拠するため、 このプ
リ ンタには完全に遮蔽された通信ケーブルを使用する必要があ り ます。

メキシコ  — NOM-121-SCT1-2009

Este equipo ha sido diseñado para operar con las antenas que enseguida se enlistan y para una
ganancia máxima de antena de [x] dB.El uso con este equipo de antenas no incluidas en esta
lista o que tengan una ganancia mayor que [x] dB quedan prohibidas.La impedancia requerida
de la antena es de [y] ohms.

auden - p/n 220370-09

• ゲイン = 2.4 GHz で 2.77 dBi

• ゲイン = 5 GHz で 2.69 ～ 3.19 dBi

• インピーダンス  = 50 オーム
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カナダの DOC 準拠に関する声明 

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. ( このク ラス  B デジタル
装置は、 カナダの ICES-003 に準拠しています。 )

カナダ産業省 (IC) による警告

Le présent appareil est conforme aux CNR d’Industrie Canada applicables aux appareils radio
exempts de licence.L’exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes :(1) l’appareil ne
doit pas produire de brouillage, et (2) l’utilisateur de l’appareil doit accepter tout brouillage
radioélectrique subi, même si le brouillage est susceptible d’en compromettre le
fonctionnement.

当該デバイスは、 カナダ産業省ライセンス適用免除 RSS 標準に適合しています。 以
下の 2 つの条件を前提と して動作します。1) 当該デバイスによって有害な干渉が発生
するこ とはない。 2) 当該デバイスは、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も
含め、 すべての干渉を受け入れなければならない。 

ブラジル - Anatel からの警告

Este equipamento opera em caráter secundário, isto é, não tem direito a proteção contra
interferência prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e não pode causar interferência a
sistemas operando em caráter primário.

“Este produto está homologado pela ANATEL, de acordo com os procedimentos
regulamentados pela Resolução 242/2000, e atende aos requisitos técnicos aplicados”

Para maiores informações, consulte o site da ANATEL www.anatel.gov.br

本機器の動作は、 二次的な特性を持っています。 つま り、 同種類のステーシ ョ ンで
あったと しても、被害を及ぼすよ うな干渉から保護される権利はなく、一次的な動作
特性を持つシステムに干渉を引き起こすこ と もあ り ません。

Este produto utiliza internamente o modulo de RF M6E- micro numero de homologação pela
ANATEL 3059-13-8108 e o modulo WYSBMVGXB numero de homologação pela ANATEL
3825-13-9965

Este equipamento opera em caráter secundário, isto é, não tem direito a proteção contra
interferência prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e não pode causar interferência a
sistemas operando em caráter primário.
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日本の制限周波数
5.725 ～ 5.825 GHz の場合、 この周波数帯は日本で使用できません。
For 5.725 - 5.825 GHz, this frequency band will not be available in Japan.

台湾の制限周波数
5.15-5.25 GHz, 該頻段將在臺灣不可用。
For 5.15 - 5.25 GHz, this frequency band will not be available in Taiwan.

準拠に関する声明 ( 韓国語 )

이 기기는 가정용 (B 급 ) 전자파 적합기기 로서 주로 가정에서 사용하는 것을 목적으로 
하며 , 모든 지역에서 사용할 수 있습니다 .
The equipment is for home use (Class B) and has acquired electromagnetic conformity 
registration, so it can be used not only in residential area but other areas as well.

This radio device is not allowed to be used for human safety since it has possibility of radio 
interference during operation.

欧州の法規制情報

注 • 当該デバイスの制限的使用を課している  EU 加盟国には 「X」 マークが付されて
います。 また、 当該デバイスは EFTA 全加盟国 (CH、 IS、 LI、 NO) で使用が承認さ
れています。
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NCC
經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公司、商號或使用者均不得擅自變
更頻率、加大功率或變更原設計之特性及功能。低功率射頻電機之使用不得影響飛
航安全及干擾合法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改善至無干擾時方
得繼續使用。前項合法通信，指依電信法規定作業之無線電通信。低功率射頻電機
須忍受合法通信或工業、科學及醫療用電波輻射性電機設備之干擾。

低電力無線周波デバイスの管理規定に従い、 企業、 事業体、 またはユーザーは、 NCC
の許可がない限り、 認証済の低出力無線周波数デバイスについては、 周波数の変更、
出力電力の増加、本来の設計特性や動作機能の改変は行えません。低出力無線周波数
デバイスは、航空機の安全に影響を与えるこ と、合法的な通信に干渉するこ とがない
ものと します。干渉が生じた場合は、状況が改善し干渉がなくなるまで、当該サービ
スを一時停止するものと します。合法的な通信とは、電気通信法に準拠する無線通信
をいいます。

低出力無線周波数デバイスは、 合法的な通信および工業、 科学、 および医学 (ISM) で
使用する電波機器からの干渉を許容する必要があ り ます。
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WLAN 無線仕様

802.11 b 

• 2.4 GHz

• DSSS (DBPSK、 DQPSK、 および CCK)

• RF 電力 63 mW (ZebraNet n プリ ン ト ・ サーバ )

802.11 g

• 2.4 GHz

• OFDM (BPSK と  QPSK を使用する  16QAM および 64QAM)

• RF 電力 63 mW (ZebraNet n プリ ン ト ・ サーバ )

802.11 n

• 2.4 GHz

• OFDM (BPSK と  QPSK を使用する  16QAM および 64QAM)

• RF 電力 63 mW (ZebraNet n プリ ン ト ・ サーバ )

802.11 a/n

• 5.15 ～ 5.25 GHz、 5.25 ～ 5.35 GHz、 5.47 ～ 5.725 GHz、 5.725 ～ 5.825 GHz

• OFDM (BPSK と  QPSK を使用する  16QAM および 64QAM)

• RF 電力 50 mW (ZebraNet n プリ ン ト ・ サーバ )

Bluetooth 2.1 + EDR

• 2.4 GHz

• FHSS

• RF 電力 0.4 mW

RFID 無線仕様

• 902 ～ 928 MHz ( 米国 )、 865 - 868 MHz ( 欧州 )

• ISO-18000 - 6B、 ISO 18000-6C

• RF 電力 <30 dBm ERP
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環境管理

文書の表記規則

この製品は地方自治体の廃棄物処理に従って処分してください。これはリサイクル可
能製品ですので、 その地区の基準に従って リサイクルを行ってください。 

詳細につきましては、 下記の当社 Web サイ ト をご覧ください。 

Web アドレス ：   www.zebra.com/environment

表 1 • 文書の表記規則

代替色

このガイ ドをオンラインで表示している場合に、 相互参照またはハイパーリンク
を示す青いテキスト をク リ ッ クすると、 このガイ ドの別のセクシ ョ ンに、 または
インターネッ トの Web サイ トに直接ジャンプします。

コマンド ・ ラインの例、 ファイル名、 ディ レク ト リ

コマンド ・ラインの例、ファイル名、ディ レク ト リはすべて Typewriter style
(Courier) mono-spaced フォン トで表示されます。 例 :

/bin ディ レク ト リに含まれるインス トール後のスク リプ トにアクセスする
には、 ZTools と入力します。

/root ディ レク ト リにある Zebra <バージ ョ ン番号 >.tar ファイルを
開きます。

アイコンと忠告の言葉

次のアイコンと忠告の言葉は、 特定のテキスト部分にユーザーの注意を喚起する
ために使用します。

注意 • 静電気放電の危険があることを警告します。

注意 • 電気シ ョ ックを受ける危険があることを警告します。

注意 • 過剰な熱によって火傷を負う危険があることを警告します。

注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を回避しなかった場合、 身
体を負傷させる危険があることを警告します。

( 絵記号なし ) 
注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を回避しなかった場合、
ハードウェアに損傷を及ぼす危険があることを警告します。

重要 • タスクの完了に不可欠な情報を提供します。

注 •  本文の要点を強調または補足する客観的または建設的な情報を示します。

ツール • タスクを完了するために必要なツールを示します。

http://www.zebra.com/environment
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1
はじめに

このセクシ ョ ンでは、 新しい Zebra® ZD500 Series™ デスク ト ップ ・ サーマル ・ ラ
ベル ・ プ リ ンタを紹介します。 こ こでは、 製品ボッ クスの内容とプリ ンタ機能の
概要について説明します。 また、 プ リ ンタの開閉方法と ト ラブルが発生したと き
の報告の仕方について解説します。

このプ リ ンタは、 ホス ト ・ コ ンピ ュータに接続される と、 ラベル、 レシー ト、
フォーム、 およびタグを印刷する完全なシステムと して機能します。

このユーザー ・ ガイ ドは、 プ リ ンタを日常的に操作する上で必要となる情報を網
羅しています。 

ZD500 Series™ サーマル ・ プリンタ

Zebra® ZD500 Series™ モデルは、 内部 UHF RFID エンコーダー ・ オプシ ョ ンなど
最も広範な機能とオプシ ョ ンを備えたデスク ト ップ ・ サーマル ・ ラベル ・ プ リ ン
タです。 

• 203 dpi (1 インチあたりのド ッ ト数による印刷密度) バージ ョ ンのプリ ンタは、
最高 6 ips (1 秒あたりのインチ数 ) の速度で熱転写およびダイレク ト ・ サーマ
ル印刷を行います。 

• 300 dpi バージ ョ ンのプリ ンタは、 最高 4 ips の速度で熱転写およびダイレク
ト ・ サーマル印刷を行います。 

• これらのプリ ンタは、 ZPL™ Zebra プリ ンタ ・ プログラ ミ ング言語と、 各種の
インターフェイスや機能オプシ ョ ンに対応しています。
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ZD500 Series™ プリンタの機能 :

• インス トールを簡単に行え、 通常はプレ ミ アム ・ プ リ ンタにしか見られない
ダイレク ト ・ アクセス機能コン ト ロールを備えたユーザー ・ ディ スプレイお
よびコン ト ロール ・ パネルが用意されています。

• 用紙セッ トが簡単な OpenAccess™ 設計です。

• カラー ・ コードによる操作方法と用紙ガイ ドを提供します。

• Zebra™ Global Printing Solution – Microsoft Windows のキーボード ・ エンコー
ディング ( および ANSI)、 ユニコード  UTF-8 および UTF 16 ( ユニコード変換
フォーマッ ト )、 XML、 ASCII ( レガシー ・ プログラムおよびシステムで使用
される  7 ビッ ト と  8 ビッ ト )、 基本的なシングル / ダブル ・ バイ ト ・ フォン ト
のエンコーディング、JIS および Shift-JIS ( 日本工業規格 )、16 進エンコーディ
ング、およびカスタム文字マッピング (DAT テーブルの作成、 フォン ト ・ リ ン
キング、 および文字再配置 ) をサポート します。

• OpenType および TrueType フォン トのオンザフライのスケーリ ングおよびイ
ンポート機能、 Unicode、 常駐スケーラブル ・ フォン ト 、 および選択した常駐
ビッ トマップ ・ フォン ト を備えています。

• XML 対応の印刷 - バー ・ コード ・ ラベル印刷に XML 通信が可能で、 ライセ
ンス料金およびプ リ ン ト ・ サーバー ・ ハード ウェアが不要になるので、 カス
タマイズおよびプログラ ミ ング ・ コス ト を低く抑えられます。

• 可動式センサー : 全幅可動式黒マークまたは切れ込みセンサーと、複数中央位
置透過式 ( ラベル ・ ギャ ップ / ウェブ ) センサーを備えています。

• フォーム、 フォン ト 、 およびグラフ ィ ッ クスを保存するためのユーザー ・ ア
クセス可能なフラ ッシュ ・ メモ リ を 56 MB 搭載しています。 

• USB 2.0、シ リ アル RS-232、および双方向パラレル・ポート を装備しています。

• 内部 ZebraNet10/100 Print Server — 10Base-T、 100Base-TX、 およびファス ト ・
イーサネッ ト  10/100 自動スイ ッチング ・ ネッ ト ワークをサポート します。

• RTC ( リ アル ・ タイム ・ ク ロ ッ ク ) が搭載されています。

• ユーザーが印字ヘッ ド ・ メ ンテナンス報告機能を有効にしてカスタマイズで
きます。
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ZD500 Series™ プリンタ ・ オプシ ョ ン :

• 内部 UHF RFID エンコーダ ( 詳細については 『RFID プログラ ミ ング ・ ガイ ド
3』 を参照して ください )

• ラベル ・ディ スペンス  ( オペレータ用のライナーの剥離およびラベルの表示 )

• 汎用用紙カッ ター

• Wi-Fi (802.11a/b/g/n)

• Bluetooth 3.0

• プリ ロード された Swiss 721 Latin 1 フォン ト  (EU 圏のプリ ンタの場合 )。 フォ
ン トはダウンロードで入手できます。

• 中国語 ( 簡体字と繁体字 )、 日本語、 韓国語の大型の文字セッ ト用のプリ ンタ
設定オプシ ョ ンを含むアジア系言語をサポート しています。 中国で販売され
るプ リ ンタには簡体字中国語 SimSum フォン トがプ リ インス トールされてい
ます。

• Zebra® ZBI 2.0™ (Zebra BASIC Interpreter) プログラ ミ ング言語。 ZBI を使用す
る と、 PC やネッ ト ワークにまったく接続せずに、 プロセスを自動化できるカ
スタム ・ プ リ ンタ操作を作成し、 周辺機器 ( スキャナ、 スケール、 キーボー
ド、 Zebra® ZKDU™ など ) を使用できます。

このプ リ ンタは、 ホス ト ・ コ ンピ ュータに接続される と、 ラベル、 レシー ト、
フォーム、 およびタグを印刷する完全なシステムと して機能します。 プ リ ンタ設
定の多くは、 プ リ ンタのド ラ イバまたはラベル設定ソフ ト ウェアでも制御できま
す。 詳細はド ライバまたはソフ ト ウェアのマニュアルを参照してください。

ラベル・フォーマッ トの作成は、お手元のプログラ ミ ング・ガイ ド、またはフ リー
のラベルおよびフォーム ・デザイン ・ ソフ ト ウェアである  ZebraDesigner™ などの
ラベル ・デザイン用のアプリ ケーシ ョ ンを参照してください。

プ リ ンタには、 無料の Link-OS ソフ ト ウェア ・ アプ リ ケーシ ョ ンと ド ラ イバの完
全なスイートが含まれ、 プ リ ンタ設定、 ラベルとレシートの設計と印刷、 プ リ ン
タ ・ ステータスの取得、 グラフ ィ ッ クス とフォン トのインポート、 プログラ ミ ン
グ・コマンドの送信、ファームウェアの更新、ファ イルのダウンロードが可能です。 

ZebraNet™ Bridge を使用して、 プ リ ンタ設定を複製し、 グラフ ィ ッ クス、 ファ イ
ル、 フォン ト 、 およびファームウェア ( 更新 ) を 1 つ以上の Zebra® Ethernet プリ
ンタ と ローカルに接続されたプリ ンタに送信します。
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製品ボックスの内容

後でプリ ンタを輸送した り保管する必要がある場合のために、 カート ンとすべて
の梱包資材を保管しておいてください。 梱包を解いたら、 部品がすべて揃ってい
るかを確認してください。 本書に記載の指示どおりに操作できるよ う、 下記の手
順に従ってプリ ンタを点検し、 プ リ ンタ部品に精通してください。

電源コード
ロケールや地域によって異なります

マニュアルと
ソフ トウェア

電源

供給装置

USB ケーブル

プリンタ

リボンの巻芯

内径 76.2 mm (3 インチ )
用紙ロール ・ アダプタ
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プリンタの開梱と点検

プリ ンタを受け取ったら、 すぐに梱包を解き、 輸送中に損傷していないかど うか
点検してください。

• 梱包材はすべて保管しておきます。

• すべての外装表面を調べ、 損傷がないこ とを確認します。

• プリ ンタを開梱し、用紙セッ ト部のコンポーネン トに損傷がないか確認し
ます。

点検を行って、 輸送中に発生した損傷が見つかった場合 :

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出します。 Zebra Technologies
Corporation は、輸送中に発生したプリ ンタの損傷に対しては一切責任を負
いません。 また、 この損傷の修理は、Zebra Technologies Corporation の補償
ポ リシーの対象外です。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管しておきます。

• 最寄の正規 Zebra® 販売代理店にお知らせください。
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プリンタの機能

図 1 には、外部の機能が示され、図 2 には、プ リ ンタの用紙コンパート メン ト内
の機能が示されています。 プ リ ンタ ・ モデルおよびインス トール済みオプシ ョ ン
によって、 プ リ ンタの外観は多少異なる場合があ り ます。

図 1 • プリンタの機能

インターフェイス ・
コネクタ

コン ト ロール ・ パネル

ラッチ解除

ボタン

ラッチ解除

ボタン

DC 電源
コンセン ト

電源
スイッチ

折り畳み用紙供給
スロッ ト
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図 2 • プリンタの機能 ( 続き )

ラベル剥離
センサー

剥離バー

プラテン
・ ローラー

印字ヘッ ド

可動式
黒マーク
センサー

リボン ・ ト レーラ ・ センサー
( 閉じた状態では見えない )

ロール ・ ホルダー
と用紙ガイド

ヘッ ドアップ ・ センサー
( 内側 )

ピンチ ・
ローラー

ディスペンサ ・ ドア 
( 開いた状態 )

巻き取りスピンドル

サプライ ・ スピンドル

リボン ・ ロール ・ ホルダー

ディスペンサ ・ オプシ ョ ン

ウェブ 
( ギャップ )
センサー

用紙ガイド
停止位置調整

RFID アンテナ
( 内側 )
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図 3 • プリンタ機能 - カッ ター ・ オプシ ョ ン

用紙カッ ター
( オプシ ョ ン )
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コン ト ロール ・ パネル

コン ト ロール ・ パネルには、 プ リ ンタの動作状態が示されるため、 このパネルで
基本的なプリ ンタ動作を制御できます。

12

6 5811 9 7

1

2

3

4

図 4 • ZD500 Series™ コン ト ロール ・パネル

10

1 STATUS ( ステータス ) ランプ プリ ンタの現在の状態を表示します。 詳細については、
10 ページの表 1 を参照してください。

2 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押すと、 プ リ ンタの動作が開始または停止します。

3 FEED ( フ ィード ) ボタンは、 押すたびにプリ ンタによって空白のラベルが 1 つフ ィード さ
れます。

4 プリ ンタの一時停止時に CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押すと、 印刷ジ ョブがキャンセ
ルされます。

5 RIGHT ARROW ( 右方向 ) ボタン ( メニュー ・ システムでのみ有効 )。 メ イン ・ メニュー
では右へナビゲート し、 サブメニューでは前の項目にナビゲート します。

6 DOWN ARROW ( 下方向 ) ボタン。 パラ メータ値を変更します。 通常は、 値を減らした
り、 選択肢をスクロールするのに使用します。

7 SELECT ( 選択 ) () ボタン。 以下のよ うに動作します。

• ホーム画面上では、  を押すと、 メニュー ・ システムに入り ます。

• メニュー ・ システム内では、  を押すと、 表示された値が確定します。

8 UP ARROW ( 上方向ボタン ) を押すと、 パラ メータの値が変わり ます。 通常は、 値を増や
した り、 選択肢をスクロールするのに使用します。

9 LEFT ARROW ( 左方向 ) ボタン ( メニュー ・ システムでのみ有効 )。 メ イン ・ メニューで
は左へナビゲート し、 サブメニューでは次の項目にナビゲート します

10 RIGHT OPTION ( 右オプシ ョ ン ) 
ボタン

これらのボタンを押すと、 そのボタンの真上のディ ス
プレイ内に表示されたアクシ ョ ンまたはコマンドが実
行されます。11 LEFT OPTION ( 左オプシ ョ ン ) ボ

タン 

12 ディ スプレイには、 プ リ ンタの動作状態が表示され、 こ こでメニュー ・ システムをナビ
ゲートできます。
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??

表 1 • プリンタ状態インジケータ ・ ランプ

STATUS ( ステータス ) ランプが緑色点灯

プリンタが使用可能です。

STATUS ( ステータス ) ランプが琥珀色点灯

このインジケータ・ランプの点灯は、次のいずれかを示しています。

• プリンタは準備できていません。

• 印字ヘッドの温度が高すぎます。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、 ひどい火傷を引き起こす危険がありま
す。 印字ヘッ ドが冷却するまで時間をおいて ください。

STATUS ( ステータス ) ランプが琥珀色点滅

このインジケータ・ランプの点滅は、次のいずれかを示しています。

• 印字ヘッドの温度が低すぎます。

STATUS ( ステータス ) ランプが赤色点灯

このインジケータ・ランプの点灯は、次のいずれかを示しています。

• 用紙切れです。 

• リボンがなくなりました。

• 印字ヘッドが開いています。

• カッターの誤動作です。

プリンタに何らかの問題が発生していて、ユーザーが介入しないと続行で
きません。

STATUS ( ステータス ) ランプが赤色点滅

このインジケータ・ランプの点滅は、次のいずれかを示しています。

• プリンタは、印字ヘッド・タイプを正しく識別できません。

• メイン・ロジック・ボード (MLB) の温度が高すぎます。

• 印字ヘッドの温度が極端に高すぎます。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、 ひどい火傷を引き起こす危険がありま
す。 印字ヘッ ドが冷却するまで時間をおいて ください。

プリンタに何らかの問題が発生していて、ユーザーが介入しないと続行で
きません。

STATUS l( ステータス ) ランプが琥珀色に点滅した後、琥珀色 / 緑色が交互に変
わる

このステータス・ランプの状態は、プリンタが強制ダウンロード・モード
になっていることを表します。

強制ダウンロード・モードは、新しいファームウェアをプリンタにダウン
ロードする場合に使用されます。このモードは、トレーニングを受けた担
当者だけが使用してください。
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コン ト ロール ・ パネルのディスプレイ ・ メニューおよびス
テータス ・ アイコン

図 5 • 一般的なホーム ・ メニュー

エラー
カバーのロックが解除されています

リボンがあります
用紙があります

データ
イーサネッ ト

Bluetooth
信号強度

WiFi

前のメニューのショート カッ ト

言語メニュー
設定メニュー

センサー ・ メニュー
ツール ・ メニュー
ポート ・ メニュー

ネッ トワーク ・ メニュー

Bluetooth メニュー

RFID メニュー
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プリンタのコン ト ロール ・ パネル ・ ディスプレイ

このプリ ンタのコン ト ロール ・ パネルにはディ スプレイがあ り ます。 このディ ス
プレイでは、 プ リ ンタのステータスを表示した り、 稼働パラ メータを変更した り
できます。 このセクシ ョ ンでは、 プ リ ンタのメニュー ・ システムをナビゲート し
てメニュー項目の値を変更する方法を学びます。

プ リ ンタで電源投入シーケンスが完了する と、 アイ ドル表示に移り ます ( 図 6)。
プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている場合、 プ リ ンタは表示情報とプリ ン
タの IP アドレスを順次示します。

図 6 • アイドル表示

1 プリ ンタの現在の状態

2 61 ページのツール ・ メニュー の 「IDLE DISPLAY ( アイ ドル表示 )」
で設定した情報。

ホーム ・ メニューのシ ョート カッ ト

プリンタ ・ レディ

V74.19.1Z

1

2
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プリ ンタの稼働パラ メータは、いくつかのユーザー・ メニューにま とめられます。
これらのユーザー・ メニューには、プ リ ンタのホーム ・ メニュー ( 図 7) からアク
セスできます。プ リ ンタ設定の変更の詳細については、 55 ページのプリ ンタ設定
を参照してください。

図 7 • ホーム ・ メニュー

56 ページの設定メニュー を参
照してください。

75 ページの言語メニュー を参
照してください。

61 ページのツール ・ メニュー 
を参照してください。

78 ページのセンサー ・ メ
ニュー を参照してください。

67 ページのネッ ト ワーク ・ メ
ニュー を参照してください。

79 ページのポート ・ メニュー 
を参照してください。

71 ページの RFID メニュー 参
照してください。

81 ページの BLUETOOTH メ
ニュー 参照してください。

終了してアイ ドル表示 ( 図 6) 
に戻り ます。

設定
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メニュー画面のナビゲート

表 2 に、 コン ト ロール ・パネル ・ディ スプレイの画面からのナビゲート を示しま
す。

表 2 • ナビゲート

アイ ドル表示

アイ ドル表示 (12 ページの図 6) から、 プ リ ンタのホーム ・
メニュー (13 ページの図 7) に進むには、 「LEFT SELECT ( 左選
択 )」 ボタンを押します。

ホーム ・ メニュー

ホーム ・ メニューでアイコン
からアイコンへ移動するには、
「ARROW ( 方向 )」 を押しま
す。 

アイコンを選択する と、 その
画像は反転して強調表示され
ます。

強調表示されたメニュー ・ ア
イコンを選択してメニューに
入るには、 「SELECT ( 選択 )」
() ボタンを押します。

ホーム ・ メニューを終了して
アイ ドル表示に戻るには、
「LEFT SELECT ( 左選択 )」 ボ
タンを押します。 

注 • ホーム ・ メニューで 15 秒間なにも操作しないと、 プリンタは自動的にアイドル表示に戻り
ます。

「SETTINGS ( 設定 )」
メニュー アイコン

強調され選択できる 「SETTINGS ( 設
定 )」 メニュー アイコン
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ユーザー ・ メニュー

ホーム ・ メニューに戻るには、 「LEFT SELECT 
( 左選択 )」 ボタンを押します。 

▼ と  ▲ は、 値の変更が可能であるこ とを示し
ます。 値の変更を行う と、 すべて即座に保存さ
れます。

「UP ARROW ( 上方向 )」 ボタンまたは
「DOWN ARROW ( 下方向 )」 ボタンを押して有
効値をスクロールします。

ユーザー ・ メニューの項目をスクロールするに
は、 「LEFT ARROW ( 左方向 )」 または
「RIGHT ARROW ( 右方向 )」 のボタンを押し
ます。

ディ スプレイの右下隅に、 使用可能な操作が表
示されます。 

表示された操作を実行するには、 「SELECT ( 選
択 )」 () ボタンを押すか、 「SELECT ( 選択 )」
ボタンを押します。

注 • ユーザー ・ メニューで 15 秒間なにも操作しないと、 プリンタは自動的にホーム ・ メニュー
に戻ります。

表 2 • ナビゲート

XXXXXXX

XXX
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コン ト ロール ・ パネルのメニュー ・ マップ

Printer Ready 
( )

V74.xx.xxZ

Darkness

Print Speed

Media Type

Print Width

Print Mode

Tear Off

Reprint Mode

Power Up Action

Head Close Action

Tools Menu

Left Position
X 

Label Length Max

Language

ZBI Enabled?
ZBI 

Run ZBI Program
ZBI 

Stop ZBI Program
ZBI 

Parity

Baud Rate

Data Bits

Host Handshake

WLAN IP Protocol
WLAN IP 

ESSID

WLAN MAC Address
WLAN MAC 

WLAN Port
WLAN 

WLAN Gateway
WLAN 

WLAN Subnet Mask
WLAN 

WLAN IP Address
WLAN IP 

Print Information

Sensors Menu

ZPL Mode
ZPL 

Command Character

Control Character

Delimiter Char

ZPL Override
ZPL 

LCD Backlight
LCD

LCD Contrast
LCD

Idle Display

Manual Calibration

Take Label

Sensor Type

Network Menu

Settings Menu

Print Information

RFID Menu
RFID 

Ports Menu

Language

RFID Void Count
RFID 

Manual Calibration

RFID Test
RFID 

RFID Program Position
RFID 

RFID Read Power
RFID 

RFID Write Power
RFID 

RFID Status
RFID 

RFID Read Data
RFID 

RFID Valid Count
RFID 

Language Menu

Settings Menu

Min Security Mode
 

Discovery

Connected

BT Spec Version
BT 

Mode

Bluetooth Address
Bluetooth 

Diagnostic Mode

Wired IP Protocol
 IP 

Wired MAC Address
 MAC 

Wired Port

Wired Gateway

Wired Subnet Mask

Wired IP Address
 IP 

Channel

Signa

Parallel Mode

Primary Network

Print Method

Load Defaults

Label Sensor

Print Information

Active Print Server

Reset Network

Load Defaults

Label Top
Y 

RFID Calibrate
RFID 

WML Version
WML 

WLAN

WLAN
         

Language (Menu) BluetoothPorts Sensors DIFRNetwork 
( )

Tools 
( )

Settings 
( )

Bluetooth Menu
Bluetooth 

IP Port
IP 

IP Alternate Port
IP 
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2
設定

このセクシ ョ ンでは、 初めてプリ ンタを設定し、 操作する場合に役立つ情報を提
供します。

基本的なプリンタ設定 ( 概要 )

設定プロセスは、 ハード ウェア設定とホス ト ・ システム ( ソフ ト ウェア / ド ラ イ
バ ) 設定の 2 つの段階に分けられます。

• 電源に接続でき、 ケーブルまたは無線オプシ ョ ン通信でアクセスできる安全
な場所にプリ ンタを配置します。

• アース付きの AC 電源にプリ ンタを接続します。

• プリ ンタに合った用紙を選択し準備します。

• 用紙をセッ ト します。

• 熱転写用紙を使用する場合は、 熱転写リボンをセッ ト します。

• プリ ンタの電源をオンにします。 「設定レポート 」 を印刷して、 プ リ ンタの基
本動作を確認します。

• プリ ンタの電源をオフにします。

• プ リ ンタ との通信方法を、 USB、 シ リ アル、 またはパラレル ・ ポート を通じ
たローカル接続、 イーサネッ ト を介したローカル ・ ネッ ト ワーク  (LAN)、 Wi-
Fi (802.11 a/b/g/n WLAN) と  Bluetooth 3.0 をサポート したプ リ ンタの無線オプ
シ ョ ンを使用した方法から選択します。

• プ リ ンタをネッ ト ワークまたはホス ト ・ システムに接続し、 必要に応じて印
刷システム・ホス ト /ネッ ト ワークに通信できるよ うにプリ ンタを設定します。

ローカル (ケーブル) 接続を使用したサポート対象の Windows オペレーティング・
システム ( 最も一般的 ) の場合 :

• ユーザーの CD から、システムの Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ を実行
します。

• 「Install New Printer ( プリ ンタの新規インス トール )」 をク リ ッ ク して、 インス
トール・ウ ィザードを実行します。「Install Printer ( プリ ンタのインス トール )」
を選択し、 ZDesigner プリ ンタの リ ス トから  ZD500R を選択します。
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• PC に接続したポート  (USB、 シ リ アル、 またはパラレル ) を選択します。

• プ リ ンタの電源をオンにして、 インターフェイスのタイプに合わせてプ リ ン
タ通信を設定します。

• Windows ド ラ イバ 「テス ト ・ プ リ ン ト 」 を印刷して、 Windows での動作を確
認します。
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プリンタの設置場所の選択

最適な印刷操作を行うには、 プ リ ンタ と用紙にとって温度が適切で清潔かつ安全
な場所が必要です。 

以下の条件を満たすプリ ンタの位置を選択します。

• 設置面 : プリ ンタの設置面はプリ ンタを保持するのに十分な広さ と強度がある
しっかり した平らな面であるこ と。

• スペース : プリ ンタを設置する場所は、 十分な換気が可能で、 プリ ンタを開いた
り  ( 用紙の取り扱いおよびク リーニング )、プ リ ンタのコンポーネン トおよびコネ
クタを容易に取り扱えるだけのスペースがあるこ と。 適切な換気と冷却が行われ
るよ うに、 プ リ ンタの周囲には空間を設けてください。

• 電源 : プリ ンタはコードの抜き差しを容易に行える場所にある電源コンセン トの
近くであるこ と。

• データ通信インターフェイス : プリ ンタは WLAN または Bluetooth 無線 ( 該当す
る場合 ) の範囲内または他のコネクタがデータ・ソース  ( 通常はコンピュータ ) に
アクセスできる許容可能な範囲内にあるこ と。

データ ・ ケーブルは、 電源コードまたはコンジッ ト 、 蛍光灯、 変圧器、 電子レン
ジ、 モーター、 他の電気ノ イズおよび電波障害の発生源と同じ場所または近くに
配線しないでください。 これらの電波障害の発生源は、 通信、 ホス ト ・ システム
操作、 およびプリ ンタ機能に干渉する可能性があ り ます。

• 動作条件 : ご使用のプリ ンタは、 倉庫や生産現場を含め、 幅広い環境および電気
条件で動作するよ うに設計されています。表 4 に、プリ ンタ動作時の温度および
相対湿度の要件を示します。

注意 • プリンタの基部の下や周囲には詰め物やクッシ ョ ンなどの材料を置かないで く
ださい。それによって空気の流れが遮断され、プリンタが過熱するおそれがあります。

表 3 • 動作時の温度および湿度

モード 温度 相対湿度

熱転写 5 ～ 40°C (41 ～ 104°F) 20 ～ 85% ( 結露なし )

ダイレク ト ・ サーマル 0 ～ 40°C (32 ～ 104°F)

表 4 • 非動作時および保管時の温度および湿度

モード 温度 相対湿度

両方 -40 ～ 60 ℃ (–40 ～ 140°F) 5 ～ 85% ( 結露なし )
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電源の取り付け

1. プリ ンタの電源スイ ッチがオフの位置 ( 下がっている ) にあるこ とを確かめてく
ださい。

2. AC 電源コードを電源装置に差し込みます。

3. AC 電源コードのも う一方の端を、 適切な AC 電源のコンセン トに差し込みます。
注 :AC コンセン トから電源が入る と、 アクティブ電源ランプがオンになり ます。

4. 電源装置の電源コネクタを、 プ リ ンタの電源コンセン トに挿入します。

重要 • プリ ンタを設置する際は、 必要に応じて電源コードを扱いやすいよ うに設置
してください。プ リ ンタに電流が流れないよ うに、電源コードは電源供給装置や AC
電源のソケッ トから離しておいてください。

注意 • 水に濡れる恐れのあるエリアでは、 絶対にプリンタと電源供給装置を稼動しないで
ください。 重大な身体傷害を起こす恐れがあります！

電源
コネクタ

電源スイッチ

プラグの形は国に
よって異なります

アクテ ィブ電源ランプ

電源コンセン ト

AC 
電源
コード

プリンタ

電源
供給装置

IEC 60320
C-13 

注 • 必ず、 三極プラグと  IEC 60320-C13 コネクタを備えた適切な電源コードを使用し
てください。 これらの電源コードには、本製品を使用する国の認証マークが付いてい
なければなり ません。
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用紙の準備と取り扱い

正しい用紙 ( Zebra™ 純正サプラ イ製品など ) と正しいプ リ ン タ  (Zebra ZD500
Series™ プリ ンタ ) を使用するだけでく、 用紙を慎重に取り扱い保管するこ とが
印字品質にとって重要です。 用紙が汚れた場合、 印字ヘッ ドまたはプリ ンタに損
傷を与えたり劣化を招くだけでなく、 画像の印刷に瑕疵 ( 空白、 筋、 変色、 接着
性の低下など ) が生じる可能性があ り ます。

製造、梱包、取り扱い、および保管中には、用紙の露出した部分が取り扱いによっ
て汚れたり、 保管の際にほこ りが溜まっていたりするこ とがあ り ます。 このよ う
な汚れを防止するには、 ロール状または積み重ねた用紙の外側の部分を取り除く
こ とをお勧めします。 これによ り、 用紙をロールに保持するために使用されるラ
ベルやテープから汚れや粘着物が取り除かれ、 プ リ ンタや印字ヘッ ドに移るこ と
はなくな り ます。

用紙の保管に関するヒン ト

• 清潔で乾燥した冷暗所に保管します。 

• 感熱用紙は、 熱に反応するよ うに化学的に処理されています。 直射日光や熱
源は用紙を 「感光」 させる可能性があ り ます。 

• 化学製品や洗浄製品と一緒に用紙を保管しないでください。

• プ リ ンタに取り付けて使用する と きまで、 用紙は保護用包装から取り出さな
いでください。 

• 多くの用紙タイプと ラベルの接着剤は、 「保管期限」 または有効期限があ り ま
す。必ず、最も古く有効な ( 期限切れでない ) 用紙から先に使用してください。



設定
プリンタ ・ メニューおよびレポートでの表示言語の設定

22

P1062653-072 改訂 A ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/3/3

プリンタ ・ メニューおよびレポートでの表示言語の設定

プリ ンタでは、 メニュー表示、 日時形式、 および設定レポートで多言語をサポー
ト しています。 

言語の設定に使用する主な方法がコン ト ロール ・ パネル ・ メニューです。 プ リ ン
タの電源がオンになり、 「Ready ( 準備完了 9」 状態になったら、 以下の手順を使
用して、 プ リ ンタの言語を設定してください。

1. メニューの 「Home ( ホーム )」 ( ) ボタンを押します。

2. 「LANGUAGE ( 言語 )」 ( ) メニュー・ボタンにナビゲート し、「Select ( 選択 )」 ()
ボタンを押します。

3. 「Up ( 上 )」() および「Down ( 下 )」() のナビゲーシ ョ ン矢印を使用して言語を
参照します。

4. プリ ンタの操作に使用する言語が見つかったら参照を停止します。 表示される言
語が選択した言語になり ます。

用紙印字方式の設定

プリ ンタ ・ コン ト ロール・パネルを使用して、プ リ ンタの印字方式を設定します。
完全な手順については、 56 ページの設定メニュー の 「PRINT METHOD ( 印字方
式 )」 を参照して ください。

ZD500 Series™ プリ ンタは、 ダイレク ト ・ サーマル ( 熱に反応する用紙を使用し
て印刷する感熱用紙方式 ) または熱転写 ( リ ボンを使用して用紙に熱転写印刷を
行う熱転写印刷方式 ) で印刷するよ うに設計されています。 

ダイレク ト ・ サーマルと熱転写のそれぞれの設定では、 同じ濃度および印刷速度
設定で同様の視覚的濃度および印字品質を確保するよ うに濃度コン ト ロール特性
が最適化されています。



23設定

ロール紙のセッ ト

2014/3/3 ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1062653-072 改訂 A

ロール紙のセッ ト
このセクシ ョ ンの説明に従って、デフォルトで設定されている切り取りモードおよび
ギャ ップ / ウェブ用紙検知で、 ロール紙をセッ ト します。 このモードは、 ほとんどの
全幅黒マーク  ( 黒ライン ) 用紙にも機能します。

他の一般的な用紙と設定違いについては、 以下のいずれかを参照してください。

• 98 ページの可動式黒マーク ・ センサーの使用

• 102 ページの折り畳み用紙の印刷

• 111 ページのカッ ター ・ オプシ ョ ン

• 108 ページのラベル・ディ スペンサ ・オプシ ョ ン ( この手順を使用して用紙を
セッ ト した後 )。

用紙をセッ トする手順 :

1. プリ ンタを開きます。解除ラ ッチ・レバーをプリ ンタの前面方向に引っ張り ます。

2. 用紙ロール・ホルダーを開きます。用紙ガイ ドを空いている方の手で引いて開き、
用紙ロールをロール ・ ホルダーに載せたらガイ ドから手を離します。 ロール紙が
プラテン ( ド ラ イブ ) ・ ローラーを通る と き、 印刷される面が上向きになるよ う
に用紙ロールの向きを定めます。
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3. 可動式黒マーク ・ センサーが中央のデフォルトの位置に揃っているこ とを確認し
ます。これは用紙検知の標準操作位置です。センサーがデフォルトのラベル・ウェ
ブ ( ギャ ップ ) 検知領域からずれる と、 プ リ ンタは、 黒マークおよびダイカッ ト
切り込み用紙しか検出しません。

可動式
黒マーク ・ センサー

中心からずれた
黒マーク検知のみ

デフォルト  - ウェブ ( ギャップ ) 検知
標準操作位置
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4. 用紙を引っ張って、 プリ ンタの前面から出るよ うにします。 ロールがスムーズに
回転するこ とを確認します。 ロールが用紙セッ ト部の底で動かない状態になって
いてはなり ません。 用紙の印刷面が上を向いているこ とを確認してください。

 

5. 用紙を両側の用紙ガイ ドの下に押し込みます。

6. プリ ンタを閉じます。 カバーがカチッ と閉まるまで押し下げます。

用紙の 「マニュアル ・ キャ リブレート 」 を行って、 プ リ ンタのセンサーと ラベル
長設定を正し く動作するよ うに調整する必要があ り ます。 82 ページのマニュア
ル ・ キャ リブレート  - 用紙を参照してください。 RFID 用紙を使用している場合、
RFID キャ リブレート手順を実行します。 詳細は、 71 ページの RFID メニュー の
「RFID CALIBRATE (RFID キャ リブレート )」 を参照して ください。

用紙ガイドの下
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転写リボンの装着

熱転写リボンには数種類あ り、用途に応じて色を変えるこ と もできます。純正 Zebra®

転写リボンは、お手元のプリ ンタ と  Zebra ブランドの用紙で使用するために特別に設
計されています。Zebra® プリ ンタでの使用を承認されていない Zebra ブランド以外の
用紙やリボンを使用する と、 プ リ ンタや印刷ヘッ ドを損傷する場合があ り ます。 

• 最適な印刷結果が得られるよ う、用紙と リボンは適合するタイプにして ください。

• 印刷ヘッ ドの摩耗を防ぐため、必ず用紙よ り幅の広いリボンを使用してください。 

• ダイレク トサーマル印刷の場合は、 プリ ンタに リボンを装着しないでください。 

以下の手順を実行する前に、 リボンの包装紙を取り、のりの付いた先端部分をロール
から剥がして、 リボン装着の準備をします。

切れ込み

のりの付いた先端

右側
( プリンタとロール )

重要 • 初期モデルのデスク ト ップ ・ プ リ ンタの リボン巻芯は絶対に使用しないでくだ
さい。 旧式のリボン巻芯は、 巻芯の片側だけに切れ込みがあるタイプで、 これらの旧
式の巻芯は大きすぎるため、 巻き取り スプールが巻き付いてしま う原因になり ます。

注 • 切れ込みが損傷した ( 丸くなったり、 すり減ったり、 潰れたり した ) 巻芯は、 絶
対に使用しないでください。巻芯をスピンドルにロ ッ クするには、巻芯の切れ込みの
かどは、 垂直な四角でなければなり ません。 さ もないと、 巻芯がス リ ップして、 リボ
ンにしわが寄ったり、 リボンの終端検出がう ま くいかないなど、間欠的な障害が発生
します。
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1. プリ ンタが開いている状態で、新しいリボン･ロールをプリ ンタの下側のリボン ・
サプライ ・ スピンドルにセッ ト します。

溝がサプライ ・ ハブの左側と合わさ り固定されるまで、 ロールを回転させます。

2. 空のリボン巻芯をプリ ンタの巻き取り スピンドルに載せます。 溝が巻き取りハブ
の左側に合わさって固定するまで、 リボン巻芯を回転させます。

最初のリボン巻き取り芯は、 包装箱の中にあ り ます。 次からは、 空になった巻芯
を使って次のリボン ・ ロールを巻き取ってください。
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3. 熱転写リボンのリーダーをロールから引き出し、リーダーののりの付いた先端を、
巻き取り スピンドルの空の巻芯に貼り付けます。 リボンがリボン芯の中心にく る
よ うにします。 
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4. サプライ ・ スピンドルの左にあるつまみをプリ ンタの後部に向かって回し、 リボ
ンが印字ヘッ ドの上でしっかり と引っ張られている状態にします。

5. 用紙がセッ ト され印刷可能であるこ とを確認してから、 プ リ ンタ ・ カバーを閉じ
ます。 

6. フ ィード・ボタンを押し、用紙が少なく と も 10 cm (4 インチ ) 以上送り込まれるよ
うにして、 リボンにたるみやしわがなく、 リボンがスピンドル上で正しい位置に
く るよ うにします。 

7. 印刷モード設定をダイレク ト ・ サーマル印刷から熱転写に変更して、 熱転写用紙用
にプリンタの温度プロファイルを設定します。 これはプリンタ ・ ド ライバ、 アプリ
ケーショ ン・ソフ ト ウェア、またはプリンタ・プログラ ミ ング・コマンドで行えます。

• ZPL プログラ ミ ングでプリ ンタ操作を制御する場合は、 メディア ・ タイプに
関する  ZPL II コマンド  (^MT) を参照して ください ( 『ZPL プログラ ミ ング ・
ガイ ド』 の指示に従ってください )。

8. ダイレク ト ･サーマル印刷から熱転写印刷へのモード変更を確認するには、 30 ペー
ジの設定レポートのプリ ン ト アウ ト を使用したテス ト印刷 で設定ラベルを印刷し
ます。 プ リ ンタの設定ステータス･ラベルで、 ‘PRINT METHOD ( 印刷方法 )’ が
‘THERMAL-TRANS （サーマルから転写へ） ’ となっているはずです。

これで、 プ リ ンタの印刷準備は完了です。

用紙の 「マニュアル ・ キャ リブレート 」 を行って、 プ リ ンタのセンサーと ラベル
長設定を正し く動作するよ うに調整する必要があ り ます。 82 ページのマニュア
ル ・ キャ リブレート  - 用紙 を参照してください。 RFID 用紙を使用している場合、
RFID キャ リブレート手順を実行します。 詳細は、 71 ページの RFID メニュー の
「RFID キャ リブレート 」 を参照してください。
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設定レポートのプリン トアウト を使用したテスト印刷

プリ ンタをコンピュータに接続する前に、プリ ンタが正常に作動しているこ とを確か
めます。 これは設定ステータス ・ レポート を印刷するこ とで確認できます。

1. 用紙が正常にセッ ト されて、 プ リ ンタの ト ップ ・ カバーが閉じているこ とを確か
めてください。

2. 「CANCEL ( キャンセル )」 ボタンを押しながら、 プ リ ンタの電源スイ ッチをオン
(I) にします。

3. 「CANCEL ( キャンセル )」 ボタンを押し続け、 プリ ンタのステータス ・ ランプが
初めて緑色に変わったら離します。

4. プリ ンタのディ スプレイに「PRINTER READY (ﾌﾟﾘﾝﾀ_ﾚﾃﾞｨ)」と表示されてから  2、
3 秒後に、 プリ ンタおよびネッ ト ワーク設定レポート  ( 下図 ) が印刷されます。 

これらのレポート を印刷できず、 このマニュアルに従ってプリ ンタのインス トー
ルを確認した場合は、 ユーザー ・ ガイ ドの ト ラブルシューティング ・ セクシ ョ ン
か Zebra Web サイ ト を参照してください。
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コンピュータへのプリンタの接続

プ リ ンタは、 さまざまなインターフェイス ・ オプシ ョ ンおよび設定をサポート しま
す。 次のオプシ ョ ンと設定があ り ます :USB ( ユニバーサル ・ シ リ アル ・ バス ) イン
ターフェイス、 RS232 シ リ アル、 パラレル (IEEE 1284.4)、 10/100 有線インターネッ
ト、およびオプシ ョ ンの内部ワイヤレス ・ イーサネッ ト  (WiFi) および Bluetooth 無線。

Windows® プリンタ ・ ド ライバのプリインストール 

Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティのインス トールは、 プリ ンタに電源を投入する
前に行ってください ( プリ ンタの接続先は、 Zebra ド ラ イバ対応の Windows オペレー
ティング・システムを実行する  PC です )。Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティから、
プ リ ンタの電源投入を促すプロンプ トが表示されます。引き続き指示に従って、プリ
ンタのインス トールを完了させます。

Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティは、 これらのインターフェイスのインス トール
を支援するこ とを目的と しています。これらの物理的な各プリ ンタ通信インターフェ
イスの配線と固有のパラ メータについて、電源投入の前と直後に行う設定セッ ト アッ
プの選択に役立つよ うに、以降のページで説明します。Zebra セッ ト アップ・ユーティ
リ ティの設定ウ ィザードでは、適切な時にプリ ンタの電源を投入して、プリ ンタのイ
ンス トールを完了するよ うに指示されます。

イーサネッ ト  ( ネッ ト ワーク ) および Bluetooth インターフェイスのインス トールの
詳細については、 次の資料を参照してください。

• ZebraNet® 有線プリ ン ト ・サーバおよびワイヤレス ・プ リ ン ト ・サーバ・ユー
ザー / ガイ ド

インターフェイス ・ ケーブルの要件

データ ・ ケーブルは、完全シールド構造になっていて、金属または金属化されたコネ
クタ ・シェルが付いていなければなり ません。シールド されたケーブルおよびコネク
タには、 電気ノ イズの輻射および受信を防止する必要があ り ます。

ケーブルの電気ノ イズのピッ クアップを最小限にするには :

• ケーブルをできるだけ短くするこ と  (1.83m (6 フ ィート ) 推奨 )。

• データ ・ ケーブルと電源コードをきつく束ねないこ と。

• データ ・ ケーブルを電源ワイヤのコンジッ トに結び付けない。

.

注意 • インターフェイス ・ ケーブルを取り付けるときは、 電源スイッチをオフにして く だ
さい。 通信ケーブルの接続または切断を行う ときは、 その前に電源コードが電源装置とプ
リンタ後部の電源コンセン トに挿入されている必要があります。

重要 • このプ リ ンタは、 完全にシールド されたデータ ・ ケーブルを使用するこ とに
よ り、 FCC の 「規則と規制」 パート  15 ク ラス  B 装置に準拠しています。 シールド
されていないケーブルを使用する と、Class B の限度を超える輻射ノ イズが放出され
るおそれがあ り ます。
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USB インターフェイス

USB （ユニバーサル・ シ リ アル ・バス） （バージ ョ ン 2.0 準拠） は、 既存の PC ハード
ウェアと互換性のある高速インターフェイスを提供します。 USB の 「プラグ ・ アン
ド ・プレイ」 設計によ り、 インス トールが簡単です。複数のプリ ンタが、単一の USB
ポート / ハブを共有するこ とができます。

USB ケーブル ( プリ ンタに付属しない ) を使用する と きは、 ケーブルまたはケー
ブル・パッケージに USB 2.0 への準拠を保証する 「Certified USB™」 のマーク  ( 下
図参照 ) が付いているこ とを確認してください。

.

パラレル ・ インターフェイス

必要なケーブルは、 一端に 25 ピン 「D」 タ イプ (DB-25P) オス ・ コネク タ、 も う
一端に Centronics が装着されていなければなり ません (IEEE 1284 A-B パラレル ・
インターフェイス仕様 )。 

USB ケーブル

パラレル ・ ケーブル



33設定

コンピュータへのプリンタの接続

2014/3/3 ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1062653-072 改訂 A

シリアル ・ インターフェイス

プリ ンタは DTE 通信にヌル・モデム ( ク ロスオーバー)・ケーブルを使用します。ケー
ブルには、 一端に 9 ピン 「D」 タ イプ (DB-9P) のオス ・ コネク タが装着されている必
要があ り ます。 このコネクタをプリ ンタ背面の対応するシ リ アル・ポート  (DB-9S) に
差し込みます。 信号インターフェイス ・ ケーブルのも う一端は、 ホス ト ・ コンピュー
タのシ リ アル ・ ポート に接続します。 ピン配列については、 付録 A を参照して くだ
さい。 

信頼できる通信を行うには、プリ ンタ とホス ト  ( 通常はコンピュータ ) 間のシ リアル・
ポート通信の設定を一致させる必要があ り ます。 ビッ ト / 秒 ( ボー ・ レート ) と フ
ロー ・ コン ト ロールが、 変更される最も一般的な設定です。 

プリ ンタ とホス ト ・コンピュータの間のシ リ アル通信は、以下の方法で設定できます。

• プリ ンタのコン ト ロール・パネル「PORTS ( ポート )」 メニューを使用した方法

• ZPL プログラ ミ ング ・ コマンド  ^SC

• デフォルト ・ プ リ ンタ設定によるプリ ンタの再設定

シ リ アル通信設定の工場デフォルトは 9600 ボー、 8 ビッ ト ・ ワード長、 パリ ティな
し、 1 ス ト ップ ・ ビッ ト 、 および XON/XOFF (Windows ベースのホス ト ・ システムに
おける 「ソフ ト ウェア」 データ ・ フロー ・ コン ト ロール ) です。

締める

シリアル ・ ケーブル
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有線 ( イーサネッ ト ) インターフェイス

プリ ンタには、 CAT-5 以上の UTP RJ45 イーサネッ ト ・ ケーブルが必要です。

プ リ ンタにはネッ ト ワーク ・ プ リ ン ト ・ サーバが内蔵されています。 互換性のある
イーサネッ ト ・ベースのネッ ト ワークで実行されるよ うにプリ ンタを設定する詳細に
ついては、 『ZebraNet® 有線プリ ン ト ・ サーバおよびワイヤレス ・プ リ ン ト ・ サーバ ・
ユーザー ・ ガイ ド』 を参照して ください。 プ リ ンタは、 LAN ( ローカル ・ エ リ ア ・
ネッ ト ワーク ) または WAN ( ワイ ド ・エ リ ア ・ネッ ト ワーク ) 上で稼動するよ うに設
定して ください。 プ リ ンタに搭載されたプ リ ン ト ・ サーバには、 プ リ ンタのプ リ ン
ト ・ サーバ Web ページからアクセスできます。

ネッ トワーク ・ アクセス用の IP アドレスの割り当て   イーサネッ ト ・ネッ ト ワーク
上のすべてのデバイスに、 ネッ ト ワーク  IP ( インターネッ ト ・ プロ ト コル ) アド
レスが必要です。プ リ ンタの IP アドレスは、印刷およびプリ ンタ設定でプリ ンタ
にアクセスするために必要です。 IP アドレスを割り当てるには、 次の 4 つの方法
があ り ます。

• DHCP ( 動的ホス ト構成プロ ト コル ) - デフォルト設定

• ZebraNet Bridge 

• プリ ンタのコン ト ロール・パネル 「NETWORK ( ネッ ト ワーク )」 メニューを使用
した方法 

• Telnet

• Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティ  (ZebraDesigner Windows プリ ンタ ・ ド ラ
イバを含む )

パーソナル ・ ネッ トワーク用の DHCP  プリ ンタは、 エンドユーザーが簡単にイン
ス トールできるよ うに、デフォルトで DHCP を使用して LAN または WAN 上で動
作するよ うに設定されています。 これは主にパーソナル ・ ネッ ト ワークで使用す
るためのものです。 プ リ ンタの電源がオンになるごとに、 ネッ ト ワークから自動
的に新しいネッ ト ワーク  IP アドレスが与えられます。Windows プリ ンタ ・ ド ラ イ
バは静的 IP アド レスを使用してプ リ ンタに接続します。 プ リ ンタの初期インス
トール後に、割り当てられている  IP アドレスが変更した場合、プ リ ンタにアクセ
スするには、プ リ ンタ ・ ド ラ イバに設定されている  IP アドレスを変更する必要が
あ り ます。

管理ネッ トワーク   構造化されたネッ ト ワーク  (LAN または WAN) でプ リ ンタを
使用するには、ネッ ト ワーク管理者がプリ ンタに静的 IP アドレス と、ネッ ト ワー
クで正し く動作するために必要なその他の設定を割り当てる必要があ り ます。

プリンタの IP アドレスの確認  プリ ンタのコン ト ロール・パネルを使用して、プ リ
ンタ内のイーサネッ ト設定にアクセスします。 

1. メニューの 「Home ( ホーム )」 ( ) ボタンを押します。

2. 「NETWORK ( ネッ ト ワーク )」 ( ) メニュー・ボタンにナビゲート し、「Select ( 選
択 )」 () ボタンを押します。
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3. 「UP ( 上 )」 () および 「Down ( 下 )」 () のナビゲーシ ョ ン矢印を使用して
「WIRED IP ADDRESS ( 有線 IP アドレス )」 設定を参照します。 割り当てられた
IP アドレスを確認するこ と も、 IP アドレスを設定するこ と もできます。プリ ンタ
のデフォル トのアド レス  ( すべて 0) は有効なアド レスではあ り ません。 ネッ ト
ワーク管理者のサポート を受けながら、 この 「NETWORK ( ネッ ト ワーク )」 メ
ニュー・ブランチですべての「WIRED ( 有線 )」ネッ ト ワーク設定を設定できます。

イーサネッ ト ・ ステータス / アクティ ビテ ィ ・ インジケータ

プリン ト ・ サーバ - デフォルトのユーザー ID およびパスワード

プリ ンタのプ リ ン ト ・ サーバにアクセスする場合、 またはプリ ンタに Wi-Fi オプ
シ ョ ンがある場合、 一部の機能では、 デフォルトのユーザー ID または デフォル
トのパスワードが必要になり ます。 工場デフォルト値は、 以下のとおりです。

• ユーザー ID:admin 
• パスワード :1234 

イーサネッ ト ・ ケーブル (RJ45 コネクタ )

LED ステータス 説明

どちら もオフ イーサネッ ト ・ リ ンクの検出はなし

緑色 100 Mbps リ ンクを検出

緑色と琥珀色で点滅 100 Mbps リ ンク と イーサネッ ト ・ アクティ ビティを検出

琥珀色 10 Mbps リ ンクを検出

琥珀色と緑色で点滅 10 Mbps リ ンク と イーサネッ ト ・ アクティ ビティを検出

緑色の LED 琥珀色の LED
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ZebraNet® 内部ワイヤレス ・ プリン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ン

このセクシ ョ ンでは、 ZebraNet 内部ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ン
の操作に関する基本設定を取り上げます。 詳細については、 『ZebraNet 有線プ リ
ン ト ・ サーバおよびワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照
して ください。

プ リ ンタをワイヤレス用に設定するには、 以下の方法があ り ます。 ただし、 この
基本ガイ ドでは、 最初のオプシ ョ ン ( 接続ウ ィザード ) のみを説明します。

• 接続ウ ィザードの使用 - ZPL スク リプ ト を作成するウ ィザードです。 このユー
ティ リ ティの最後の画面で、 コマンドをプ リ ンタに直接送信するか、 ZPL スク リ
プ ト をファイルに保存するか選択できます。保存した ZPL ファ イルには、以下の
用途があ り ます。

• ファイルは、使用可能などの接続方法 ( シ リ アル、パラレル、 USB、 または有
線プリ ン ト ・ サーバ ) でもプリ ンタに送信できます。

• ネッ ト ワーク設定を工場デフォルトに戻した後、 ファ イルをプ リ ンタに再送
できます。

• 同じネッ ト ワーク設定を使用する複数のプリ ンタに、 ファ イルを送信できま
す。

• ZPL スク リプ トの使用 - ユーザーが直接、 ZPL スク リプ ト を作成します。 ^WX コ
マンドを使用して、 セキュ リ ティ ・ タイプの基本パラ メータを設定します。 コマ
ンドは、任意の接続方法 ( シ リ アル、パラレル、USB、 または有線プリ ン ト ・サー
バ ) で送信できます。 このオプシ ョ ンの詳細については、 『ZPL プログラ ミ ング ・
ガイ ド』 を参照してください。

• Set/Get/Do (SGD) コマンド  - これらのコマンドは、 ユーザーがプリ ンタに送信し
ます。 まず、 wlan.security で、 ワイヤレス ・ セキュ リティ ・ タイプを設定し
てください。選択するセキュ リティ ・ タイプによっては、他の SGD コマンドで他
のパラ メータを指定する必要があ り ます。 これらのコマンドは、 任意の接続方法
( シ リ アル、 パラレル、 USB、 または有線プリ ン ト ・ サーバ ) で送信できます。 こ
のオプシ ョ ンの詳細については、『ZPL プログラ ミ ング ・ガイ ド』 を参照してくだ
さい。

重要 • ワイヤレス無線オプシ ョ ンを使用した通信用にプリ ンタを設定するには、 ま
ず、 ワイヤレス ・ オプシ ョ ン ・ ボードをプリ ンタに設置する必要があ り ます。 
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接続ウィザードを使用した設定

プリ ンタのユーザー CD または http://www.zebra.com/software から、ZebraNet Bridge
Enterprise ユーティ リ ティ を入手できます。プ リ ンタを正し く使用できるよ うに設
定するには、 ZebraNet Bridge Enterprise バージ ョ ン 1.2.5 以上が必要です。

接続ウ ィザードは、ZebraNet Bridge Enterprise に含まれています。 このウ ィザード
を使用する と、自動的に適切な ZPL スク リプ トが生成されるので、プ リ ンタのワ
イヤレス操作の設定が容易になり ます。 ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバを初めて
インス トールする場合や、 ネッ ト ワーク ・ オプシ ョ ンを工場出荷時のデフォルト
に戻した場合は、 このユーティ リ ティ を使用してください。

接続ウィザードを使用するには、 次の手順を実行します。

1. ZebraNet Bridge Enterprise をコンピュータにインス トールします ( インス トールし
ていない場合 )。 

このプログラムは、 プリ ンタ付属のユーザー CD から入手するか、
http://www.zebra.com/software からダウンロードできます。

2. ZebraNet Bridge Enterprise プログラムを起動します。

シ リ アル番号の入力を促されたら、 「Cancel ( キャンセル )」 をク リ ッ ク します。
接続ウ ィザードは、 引き続き使用できます。

3. メニュー・バーから、「Tools ( ツール )」 > 「Connectivity Wizard ( 接続ウィザード )」の
順に選択します。

「Connectivity Wizard ( 接続ウィザード )」 が開きます。

注 • 接続ウ ィザードでセッ ト アップできるプ リ ン ト ・ サーバは、 一度につき  1 つだ
けです。 複数のプリ ン ト ・ サーバ ( 有線、 無線 ) を設定するには、 プリ ン ト ・ サー
バごとに 1 回ずつ、 ウ ィザードを実行する必要があ り ます。

http://www.zebra.com/software
http://www.zebra.com/software
http://www.zebra.com/software
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4. ポートの選択リ ス トから、 プ リ ンタを接続するポート を選択します。 

• ファ イルをプ リ ンタに送信せずに保存する場合は、 任意のポート を選択でき
ます。

• ファイルを選択する場合は、ファ イルを保存場所を参照するよ う促されます。

• シ リ アル ・ ポート を選択した場合は、 ポート選択リ ス トの下にシ リ アル設定
情報が表示されます。 プ リ ンタの設定に適合するよ うにシ リ アル通信設定を
変更します ( 必要に応じて )。

5. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

設定するプリ ン ト ・ サーバ ・デバイスの選択を促されます。 

注 • ポートが、 他のデバイスで使用されている と、 ド ロ ップダウン ・ リ ス ト
に表示されません。
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6. 「Wireless ( ワイヤレス）」 を選択して、 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

使用するプリ ンタのタイプを選択するよ うに促されます。

7. 使用するプリ ンタのタイプを選択し、 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

ワイヤレス  IP 情報の入力を促されます。
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8. DHCP ( 動的 ) オプシ ョ ンまたは静的 IP オプシ ョ ンをオンにします。

9. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

「Wireless Settings ( ワイヤレス設定 )」 ウ ィンド ウが開きます。

10. ESSID を入力します。

使用するワイヤレス IP オプシ ョ ン 必要な手順

DHCP a. DHCP を選択し、「Next ( 次へ )」をク リ ッ
ク します。

b. 手順 9 に進みます。

静的 a. 「Static ( 静的 )」 を選択します。

IP 設定フ ィールドが有効になり ます。

a. ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバの IP ア
ドレス、デフォルト ・ゲート ウェイ、お
よびサブネッ ト ・ マスクを入力します。
正しい値にネッ ト ワーク管理者に正し
い値を問い合わせてください。

b. 手順 9 に進みます。

重要 • ESSID とパス ・ フレーズを使用する場合は、 これらの手順の前に、 それら
をアクセス ・ ポイン トで設定しておく必要があ り ます。
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11. ド ロ ップダウン ・ リ ス トから、 「Security Mode ( セキュ リティ ・ モード )」 を選択
します。

選択 … 操作

なし 手順 12 に進みます。

WEP 40 ビッ ト
WEP 128 ビッ ト

a. ウ ィンド ウ内の 「WEP Options (WEP オプシ ョ ン）」 セ
クシ ョ ンで、 以下の値を入力します。

• 認証タイプ

• WEP インデッ クス

• 暗号キー ・ ス ト レージ

• WEP キー

b. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して、 手順 12 に進みます。

EAP-TLS
EAP-TTLS
EAP-FAST
WPA-EAP-TLS

必要に応じて、ウ ィンド ウの「EAP (EAP)」セクシ ョ ンで、

a. オプシ ョ ンの秘密キーを入力します。

b. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して、 手順 12 に進みます。

PEAP
LEAP
WPA-EAP-TTLS
WPA-PEAP
WPA-LEAP

ウ ィンド ウの 「General Security ( セキュリテ ィ全般 )」 セ
クシ ョ ンで、

a. セキュ リ テ ィ ・ ユーザー名とパスワードを入力しま
す。

b. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して、 手順 12 に進みます。

WPA-PSK ウ ィンド ウの 「WPA (WPA)」 セクシ ョ ンで、

a. PSK タイプを選択します。

b. PSK 名を入力します。

c. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して、 手順 12 に進みます。

WPA-EAP-FAST a. ウ ィンド ウの「General Security ( セキュリテ ィ全般 )」セ
クシ ョ ンで、 セキュ リ テ ィ ・ ユーザー名とパスワー
ドを入力します。

b. 必要に応じて、 ウ ィンド ウの 「EAP (EAP)」 セクシ ョ
ンで、 オプシ ョ ンの秘密キーを入力します。

c. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して、 手順 12 に進みます。

KERBEROS a. ウ ィンド ウ内の 「Kerberos Settings (Kerberos 設定）」セ
クシ ョ ンで、 以下の値を入力します。

• Kerberos ユーザー

• Kerberos パスワード

• Kerberos 領域

• Kerberos KDC

b. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して、 手順 12 に進みます。

c.KERBEROS は、 内蔵ワイヤレス ・ プラス ・
プ リ ン ト ・ サーバまたは無線カード ではサ
ポート されていません。
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12. 「Wireless Settings (ワイヤレス設定 )」ウ ィンド ウの「Advanced Options (詳細オプシ ョ

ン )」 をク リ ッ ク します。 手順 12

「Advanced Wireless Settings ( 詳細ワイヤレス設定 )」 ウ ィンド ウが開きます。

13. 「Advanced Wireless Settings ( 詳細ワイヤレス設定 )」 ウ ィンド ウの設定を確認しま
す。 必要に応じて設定を変更し、 続いて 「OK ( 実行 )」 をク リ ッ ク します。

「Wireless Settings ( ワイヤレス設定 )」 ウ ィンド ウに戻り ます。
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14. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

ワイヤレス ・ セッ ト アップ ・ ウ ィザードでの選択に基づいて、 適切な ZPL コマ
ンドが生成され、 確認のために表示されます。 

選択 … 続いて、 次のようなダイアログ ・ ボックスが表示されます。

テーブルト ップ /
デスク ト ップ

ポータブル
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15. スク リプ ト をただちに送信するか、 後で使用するために保存するか決定します。

16. プリ ンタのコン ト ロール ・ パネルでワイヤレス ・ ステータスを確認し、 ワイヤレ
ス接続向けにプリ ンタが設定されているこ とを確認します。LCD 表示のテキス ト
または記号 ( 表 5 と表 6 を参照 ) があるプリ ンタ。 

スクリプ トの処理 結果

スク リプ ト を、 この手順
の始めに選択したポート
からプ リ ン タへ送信し、
セッ ト アップを完了しま
す。

a. 選択したポート を介して、プ リ ンタがコンピュー
タに接続しているこ とを確認します。

注 • シ リ アル接続では、 シ リ アル ・ ヌル ・ モ
デム ・ ケーブルを使用します。

b. 電源が未投入の場合は、 プ リ ンタ電源をオン  (I)
にします。

c. 「Review and Send ZPL for Wireless (ワイヤレス用の

ZPL の確認と送信 )」 ウィンドウで、「Finish ( 完了 )」
をク リ ックします。

ZPL スク リプ トが、 選択されたポートからプ リ
ンタへ送信されます。 「Wireless Setup Wizard ( ワ
イヤレス ・ セッ トアップ ・ ウィザード )」 の画面が
閉じます。

d. プリ ンタの電源をオフ  (O) にしてから、オン (I) に
戻します。

後で使用するか、 他のプ
リ ン タで使用するため、
ZPL スク リプ ト をファ イ
ルに保存します。

注 • ZPL スク リプ ト ・ ファ イルを、 同じ設定
を使用する複数のプ リ ンタに送信できます。
または、 工場出荷時のデフォルト値に戻され
たネッ ト ワーク設定を持つプ リ ンタにこの
ファ イルを送信できます。 このため、 ワイヤ
レス ・ セッ ト アップ ・ ウ ィザードを複数回使
用する必要がなくな り ます。

a. 「Review and Send ZPL for Wireless (ワイヤレス用の

ZPL の確認と送信 )」 ウ ィンド ウで、右ク リ ッ ク し、
「Copy ( コピー )」 を選択します。 

b. テキス ト ・エディ タ  ( ノートパッ ドなど ) を開き、
スク リプ ト を貼り付けます。

c. スク リプ ト を保存します。

d. 接続ウ ィザード内で、「Cancel ( キャンセル )」 をク
リ ッ ク し、 この時点ではスク リプ ト を送信せずに
ウ ィザードを終了します。

e. 電源が未投入の場合は、 プ リ ンタ電源をオン  (I)
にします。

f. 選択した接続を介して、ZPL ファ イルをプリ ンタ
に送信します。
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LCD リンク ・ ステータスとワイヤレス ・ シグナル ・ インジケータ

このセクシ ョ ンは、 HC100 プリ ンタ以外のプリ ンタ とプ リ ン ト ・ エンジンに該
当します。

• リ ンク ・ ステータス ・ インジケータ  ( 表 5)
ワイヤレス ・ ステータス ・ インジケータは LCD の右上にあって、 プ リ ンタ
のネッ ト ワーク状況がリ アルタイムで表示されます。

• ワイヤレス ・ シグナル ・ インジケータ  ( 表 6)
ワイヤレス ・ シグナル ・ インジケータは LCD の右上にあって、 信号の強度
と品質がリアルタイムで表示されます。

表 5 • リンク ・ ステータス ・ インジケータ

ステータス ・ インジケータ 意味

ワイヤレス無線は WLAN に関連付けられています。

ワイヤレス無線は WLAN に関連付けられていません。プリ ンタのワ
イヤレス設定が WLAN のワイヤレス設定と適合する こ と を確認し
ます。

ワイヤレス無線は WLAN に関連付けられ、 認証されています。

空白 • プリ ンタが、 有線プリ ン ト ・ サーバをチェッ ク しています。

• プリ ンタが、 有線プリ ン ト ・ サーバを実行しています。

• ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ボードが設置されていないか、
正し く設置されていません。

表 6 • ワイヤレス ・ シグナル ・ インジケータ

ワイヤレス ・ シグナル ・
インジケータ

説明

これらのバーは、 ワイヤレス ・シグナルの相対的な強度を示します。
多くのバーが表示されるほど、 プ リ ンタ とネッ ト ワーク間の接続が
強くなっています。

プ リ ンタが信号強度を表示しても、 コンピュータからプ リ ンタに通
信できない場合は、 プ リ ンタを他の位置に移動して、 信号の強度や
品質の改善を図ってください。 プ リ ンタがアクセスポイン トに関連
付けられているが、 認証されていない可能性もあ り ます。
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Bluetooth オプシ ョ ン設定

Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティでは、プリ ンタ との Bluetooth ワイヤレス接続を
すばやく簡単に設定できます。 

1. デスク ト ップで、Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ ・アイコンをダブルク リ ッ
ク して開きます。

2. プリ ンタからコンピュータに USB ケーブルを接続します。

3. 最初の ZSU 画面で、ウ ィンド ウに表示されたプリ ンタをハイライ ト し、「Configure
Printer Connectivity ( プリンタ接続の設定 )」 をク リ ッ ク します。

4. 「Connectivity Type ( 接続タイプ )」 画面で 「Bluetooth」 を選択し、「Next ( 次へ )」 ボタ
ンをク リ ッ ク します。

5. 「Bluetooth Settings (Bluetooth 設定 )」画面で、「Enabled ( 有効 )」 にチェッ ク ・マーク
を入れて Bluetooth 機能を有効にします。

6. 「Friendly Name ( 親しみやすい名前 )」テキス ト ・フ ィールドで、デバイスの Bluetooth
名を設定します。 この名前は、 デバイスの検出中に表示され、 マスター ・デバイ
スはこの名前でプリ ンタにラベルを付けます。

7. 「Discoverable ( 検出可能 )」 を 「On ( オン )」 または 「Off ( オフ )」 にするこ とによ り、
マスター ・デバイスがペア リ ングする新しいデバイスを検索している と きにデバ
イスを表示するかど うかを設定します。

8. 「Authentication ( 認証 )」を ?On (??)? に設定します。( 注 : この設定は、Link-OS には存
在しませんが、 ZSU で PIN を入力する場合はオンにする必要があ り ます。プリ ン
タでの実際の認証設定は、 「Advanced Settings ( 詳細設定 )」 メニューの 「Security
Mode ( セキュリテ ィ ・ モード )」 で設定されます )。
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9. 「Authentication PIN ( 認証 PIN)」 フ ィールドに設定される値は、 マスター ・デバイ
スの Bluetooth バージ ョ ンに応じて変わり ます。 マスターで Bluetooth (BT) 2.0 ま
たはそれ以前を使用している場合は、このフ ィールドに数値を入力してください。
ペア リ ングを確認するため、 マスター ・デバイスでも同じ値を入力するよ うに求
められます。 PIN ペア リ ングのためには、 「Advanced Settings ( 詳細設定 )」 でセ
キュ リティ ・ モード  2 または 3 を選択する必要もあ り ます。

10. マスター ・デバイスで Bluetooth (BT) 2.1 またはそれ以降を使用している場合は、
この設定は無効です。 Bluetooth (BT) 2.1 またはそれ以降では、 PIN を使用する必
要がないセキュア ・ シンプル ・ペア リ ング (SSP) を使用しています。 

11. 「Advanced Settings ( 詳細設定 )」 ボタンをク リ ッ クすると、 「Advanced Bluetooth
Settings ( 詳細 Bluetooth 設定 )」 ウ ィンドウが表示されます。「Advanced Settings ( 詳
細設定 )」 の詳細については、 『有線プリ ン ト ・ サーバおよびワイヤレス ・ プ リ ン
ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照してください。

12. 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク してプリ ンタの設定を続けます。 

13. プリ ンタを正し く設定するための SGD コマンドが表示されます。「Next ( 次へ )」を
ク リ ッ ク して、 「Send Data ( データの送信 )」 画面に進みます。

14. 「Send Data ( データの送信 )」画面で、即座にコマンドを送信するプリ ンタをク リ ッ
クするこ と も、 「File ( ファイル )」 ボタンをク リ ッ ク して、 後から  1 台以上のプリ
ンタに送信できるよ うに、 コマンドをコンピュータ上のファイルに保存するこ と
もできます。

15. コマンドをプリ ンタに送信するには、「Finish ( 完了 )」ボタンをク リ ッ ク します。プ
リ ンタは更新され、 再起動します。 これで、 USB インターフェイスをプリ ンタか
ら外せます。

16. Bluetooth ペア リ ング処理を完了するには、 マスター ・デバイス上で Bluetooth デ
バイス検出を有効にし、 マスター ・デバイスに示される指示に従ってください。
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Windows XP® SP2 マスター ・ デバイスへの接続

このプロセスでは、 Windows XP SP2 ( 以上 ) でのプリ ンタのインス トールについて取
り上げます。 

1. Windows の 「Start ( スタート )」 メニューから  「Printers and Faxes ( プリンタと
FAX)」 ウ ィ ン ド ウを開きます。 「Add Printer ( プリンタの追加 )」 をク リ ッ ク して
ウ ィザードを開始します。 「プ リ ンタの追加ウ ィザードの開始」 ウ ィ ン ド ウが表
示されたら 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク して続行します。

2. 「このコンピュータに接続されているローカル プリンタ」 ラジオ ・ ボタンと 「プ
ラグ アンド  プレイ対応プリンタを自動的に検出してインス トールする」 チェ ッ
クボッ クスを選択 ( チェッ ク ) した状態で、 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。 .

3. プリ ンタは検出されません。 1 台以上の新しいプリ ンタが検出された場合は、 こ
れらのプリ ンタは選択せず、 「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

4. 「Create a new port ( 新しいポートの作成 )」 ラジオ・ボタンを選択し、関連したプ
ルダウン・メニューから「Bluetooth Printer Port ( プリンタポート )」を選択します。

5. 新しい 「Bluetooth Printer Port ( プリンタポート )」 ウ ィンド ウで、 リ ス ト内の
Bluetooth デバイスからお使いのプリ ンタを選択します。 これには数分かかる場合
があ り ます。 「接続」 ボタンをク リ ッ ク します。

6. 「Install Printer Software ( プリンタ  ソフ トウェアのインストール )」 ウ ィンド ウが
開きます。 「Manufacture ( 製造元 )」 と して 「ZDesigner」 を選択して、 サポート
対象の Zebra プリ ンタ ・ モデルを選択し、 「Printers ( プリンタ )」 の選択肢からお
使いのプリ ンタ・モデルを選択します。「Next ( 次へ )」をク リ ッ ク して続行します。

7. 「Keep the existing drivers ( 既存のドライバを保持する )」 を選択して、「Next ( 次
へ )」 をク リ ッ ク します。 

8. プリ ンタに名前を付けて、必要に応じてデフォルトのプ リ ンタ設定を選択します。
「Next ( 次へ )」 をク リ ッ ク します。

9. テス ト ・ページを印刷する場合は、 「Yes ( はい ) 」 と答えます。「Next ( 次へ )」 を
ク リ ッ ク して続行します。 

10. 「Completing the Add Printer Wizard ( プリンタ追加のウィザードの完了 )」 ウ ィン
ド ウで 「Finish ( 完了 )」 をク リ ッ クする と、 Bluetooth プリ ンタのインス トールが
完了し、 Windows テス ト印刷ページ ( 最小限の Windows ロゴ ) が出力されます。 
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Windows Vista® SP2 または Windows 7® のマスター ・ デバイスへの
接続

Windows Vista (SP2 以降 ) および Windows 7 での Bluetooth のインス トールは XP での
インス トールと異なり ます。

• Windows Vista: 「Start ( スタート )」 ボタン、 「Control Panel ( コン ト ロール
パネル )」、「Hardware and Sound ( ハードウェアとサウンド )」、「Printers ( プ
リンタ )」、「Add Printer ( プリンタの追加 )」の順にク リ ッ ク して、「Add Printer
( プリンタの追加 )」 ウ ィザードを開きます。

• Windows 7: 「Start ( スタート )」 ボタンをク リ ッ ク し、 「Start ( スタート )」
メニューから 「Devices and Printers ( デバイスとプリンター )」 をク リ ッ ク
して 「Devices and Printers ( デバイスとプリンター )」 を開きます。

• ホス ト  PC 内の Microsoft 以外の一部の Bluetooth ドングルや内蔵 Bluetooth
デバイスでは、 セキュア ・ シンプル ・ペア リ ング (SSP) 印刷のド ライバ ・サ
ポートが不十分であ り、 「Add Printer ( プリンターの追加 )」 ウ ィザードを
通常どおりに完了できない場合があ り ます。 「Control Panel ( コン ト ロール
パネル )」 の 「Bluetooth Devices ( デバイス )」 に移動するか、 Windows の
「Start ( スタート )」 バーのシステム ・ ト レイから、 「Devices ( デバイス )」
( インス トールしている  Bluetooth プリ ンタ ) に対して SPP を有効にするこ
とが必要になる場合があ り ます。 プ リ ンタをローカル ・ プ リ ンタ  (ZD500
Series™ プリ ンタの USB またはシ リ アル・ポート ) にインス トールし、 イ
ンス トールの完了後「Port ( ポート )」を SPP ( 仮想シ リ アル・ポート ) COM
ポートに変更します。

1. Windows スタート ・ メニュー ( ) から 「Devices and Printers ( デバイスとプリ
ンター )」 にアクセスします。 

2. 「Devices and Printers ( デバイスとプリンター)」ウ ィンド ウで Bluetooth デバイス
を確認します。 下の汎用 Windows Bluetooth アイコンに注意してください。
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3. マウスのポインタを Bluetooth アイコンの上に置く とアイコンが強調表示されま
す。 強調表示された Bluetooth アイコンを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メ
ニューから 「Settings ( 設定 )」 を選択します。 両方の接続チェ ッ クボッ クスが
チェッ ク されているこ とを確認します。「Turn off the Bluetooth adapter (Bluetooth
アダプターを無効にする )」 がチェッ ク されていないこ とを確認します。 「Apply 
( 適用 )」 ボタンをク リ ッ ク します。 「OK」 ボタンをク リ ッ ク し、 ウ ィンド ウを閉
じます。

4. 「Devices and Printers ( デバイスとプリンター)」ウ ィンド ウの最上部バーで 「Add
a Device ( デバイスの追加 )」 をク リ ッ ク します。しばら くする と、「Add a Device
(デバイスの追加 )」ウ ィンド ウに、近くにある  Bluetooth デバイスが表示されます。 
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5. Bluetooth 3.0 対応の Zebra プリ ンタの電源を入れます。 しばら くする と、
「Add a Device ( デバイスの追加 )」 ウ ィンド ウに、 新しいプリ ンタが表示されま
す。 プリ ンタ ・ アイコンをク リ ッ ク します。 右ク リ ッ ク して 「Add a Device ( デ
バイスの追加 )」 を選択します。 

6. 「Add a Device ( デバイスの追加 )」 ウ ィンド ウが、下の例に示すよ うに、 コード ・
ペア リ ング画面に変わり ます。 表示されるペア リ ング ・ コードは、 Windows オペ
レーティング ・ システムによってランダムに生成されます。 次の 2 つの手順をす
ばやく完了します。
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7. プリ ンタのディ スプレイを調べ、 次の画面になっているか確認します。 ペア リ ン
グ番号が一致しているこ とを確認します。
番号が一致している場合は、 「Add a Device ( デバイスの追加 )」 ウ ィ ン ド ウで
「Next ( 次へ )」 ボタンを押し、 プ リ ンタのコン ト ロール ・ パネルで 「OK/Check
Mark (OK/ チェ ック ・ マーク )」 ボタンを押します。
番号が一致していない場合は、 プリ ンタのコン ト ロール ・ パネルの矢印キーを使
用して、 強調表示された 「ACCEPT ( アセプ ト )」 を 「REJECT ( リジェク ト )」
に変更し、 続いてプ リ ン タのコ ン ト ロール ・ パネルで 「OK/Check Mark (OK/
チェ ック ・ マーク )」 ボタンを押します。

8. ペア リ ング ・ プロセスが成功した場合は、 次のメ ッセージが表示されます。

注 • タスク・バーのポップアップに表示された COM ポート番号に注意してください。
これは数秒間しか表示されません。
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プリンタ接続後の処理

プ リ ンタへの基本的な通信が可能になったら、 プ リ ンタの通信機能をテス ト し、 次
に、 プリ ンタ関係の他のアプリ ケーシ ョ ン、 ド ラ イバ、 またはユーティ リ ティ をイン
ス トールできます。

印刷で通信機能をテストする

印刷システムの動作の確認は、比較的簡単なプロセスです。Windows オペレーティン
グ ・ システムの場合は、 Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティか、 または Windows コ
ン ト ロール ・パネル の 「Printers and Faxes ( プリンタと FAX)」 でテス ト ・ ラベルに
アクセスして印刷します。非 Windows オペレーティング ・ システムの場合は、 1 つの
コマンド  (~WC) で 基本的な ASCII テキス ト ・ ファ イルをプリ ンタにコピーして、 設
定ステータス ・ ラベルを印刷します。

Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティによるテス ト印刷 :

1. Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティを起動します。

2. 新し く インス トールしたプ リ ンタのアイコンをク リ ッ ク してプ リ ンタを選択し、
ウ ィンド ウ内でそのプリ ンタの下にあるプリ ンタ設定ボタンをアクティブにしま
す。

3. 「Open Printer Tools ( プリンタ ・ ツールを開く )」 ボタンをク リ ッ ク します。 

4. 「Print ( 印刷 )」タブ・ウ ィンドウで、「Print configuration label ( 設定ラベルの印刷 )」
行をク リ ックし、 「Send ( 送信 )」 ボタンをク リ ックします。 プリンタが設定ステー
タス ・ ラベルを印刷します。

Windows の 「Printers and Faxes ( プリンタと FAX)」 メニューによるテス ト印刷 :

1. Windows の 「Start ( スタート )」 メニュー ・ ボタンをク リ ッ ク して 「Printers and
Faxes ( プリンタと FAX)」 メニューにアクセスするか、 「Control Panel ( コン ト
ロールパネル )」 から 「Printers and Faxes ( プリンタと FAX)」 メニューにアクセ
スします。 メニューを開きます。

2. 新し く インス トールしたプリ ンタのアイコンを選択してプリ ンタを選択し、 マウ
スの右ク リ ッ クでプリ ンタの 「Properties ( プロパティ )」 メニューにアクセスし
ます。 

3. プリ ンタの 「General ( 一般 )」 タブで、 「Print Test Page ( テスト  ページの印刷 )」
ボタンをク リ ッ ク します。 プリ ンタが Windows テス ト印刷ページを印刷します。

(MS-DOS) 「コマンド ・ プロンプ ト 」 ( または Windows XP のスタート ・ メニューか
ら 「実行」 ) から、 ネッ ト ワーク  (LAN または WAN) に接続したイーサネッ ト ・ プ リ
ンタでテス ト印刷 :

1. 次の 3 つの ASCII 文字を含むテキス ト ・ ファ イルを作成します :~WC

2. 次の名前でファイルを保存します :TEST.ZPL ( 任意のファイル名と拡張子 )

3. プリ ンタの設定ステータス ・ ラベルのネッ ト ワーク ・ ステータスのプリ ン ト アウ
トから  IP アドレスを読み取り ます。 プ リ ンタ と同じ  LAN または WAN に接続し
ているシステムで、Web ブラウザ・ ウ ィンド ウのアドレス ・バーに以下を入力し、
Enter を押します。

ftp (IP アドレス )
( たとえば、IP アドレスが 123.45.67.01 の場合 : ftp 123.45.67.01) 
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4. ワード 「put」 の後にファ イル名を入力して、 Enter を押します。 この 「テス ト印
刷」 ファ イルの場合は、 次のよ うになり ます。 put TEST.ZPL
プリ ンタが新しい印刷設定ステータス ・ ラベルを印刷します。

非 Windows オペレーティング ・ システムの場合、 コピーした ZPL コマンド ・ ファ
イルによるテス ト印刷 :

1. 次の 3 つの ASCII 文字を含むテキス ト ・ ファ イルを作成します :~WC

2. 次の名前でファイルを保存します :TEST.ZPL ( 任意のファイル名と拡張子 )

3. ファイルをプリ ンタにコピーします。 DOS の場合、 システムのパラレル ・ ポート
に接続されたプリ ンタへのファイル送信は、 次のよ うに簡単です : 

COPY TEST.ZPL LPT1
他のインターフェイス接続タイプやオペレーティング ・ システムの場合は、 コマ
ンド ・ ス ト リ ングが異なり ます。 このテス トの適切なプリ ンタ ・ インターフェイ
スにコピーする詳細については、 オペレーティング ・ システムのマニュアルを参
照してください。
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3
プリンタ設定

プリンタ設定の変更
このセクシ ョ ンでは、変更可能なプリ ンタ設定について説明する と共に、プリ ンタ設
定の変更に使用するツールも特定します。 これらのツールには、次のよ うなものがあ
り ます。

• コン ト ロール ・ パネル ・ メニュー

• ZPL コマンド と  Set/Get/Do (SGD) コマンド  ( 詳細については、『Zebra® プログ
ラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照 )

• プ リ ンタに有線またはワイヤレスのプ リ ンタ ・ サーバ接続が有効になってい
る と きのプリ ンタの Web ページ ( 詳細については、 『ZebraNet 有線プリ ン ト ・
サーバおよびワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照 )

お客様のプ リ ンタに付属の CD に、 これらのマニュアルのコピーが収録されていま
す。 また、 http://www.zebra.com/manuals からも利用できます。

このセクシ ョ ンには次のサブセクシ ョ ンがあ り ます。

• 56 ページの設定メニュー

• 61 ページのツール ・ メニュー

• 67 ページのネッ ト ワーク ・ メニュー

• 71 ページの RFID メニュー

• 75 ページの言語メニュー

• 78 ページのセンサー ・ メニュー

• 79 ページのポート ・ メニュー

• 81 ページの BLUETOOTH メニュー 

• 82 ページのマニュアル ・ キャ リブレート  - 用紙

• 83 ページの RFID キャ リブレート

http://www.zebra.com/manuals
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設定メニュー

表 7 • 設定メニュー

Print Darkness 
( 印字濃度 )

濃度は、 良好な印字品質が得られる最低値に設定してください。 濃度の設定が高
すぎる と、 ラベルの印字イ メージが不鮮明になったり、 バーコードが正し く読み
取れなくなったり、 リボンが焼け付いてしまったり、 印字ヘッ ドの磨耗を早めて
しま う場合があ り ます。

必要に応じて、 146 ページの印字品質レポート を使用して、 最適な濃度の設定を
判定できます。

有効値 : 0.0 ～ 30.0

関連の ZPL コマンド : ^MD、 ~SD 

使用する  SGD コマンド : print.tone 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「General Setup ( 基本設
定 )」 > 「Darkness ( 濃度 )」

Print Speed
( 印字速度 )

ラベル印刷の速度を選択します (1 秒あたりのインチ数 )。 通常、 印字速度を遅く
する と、 印字品質は向上します。

有効値 : 2、 3、 4、 5、 6

関連の ZPL コマンド : ^PR 

使用する  SGD コマンド : media.speed 

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

Media Type
( 用紙タイプ )

使用する用紙のタイプを選択します。 

• 「連続紙」 を選択した場合は、 ラベル ・ フォーマッ トでラベルの長さ  (ZPL を
使用する場合は ^LL) も指定する必要があ り ます。

• 各種の単票用紙に GAP/NOTCH ( ギャ ップ / 切れ込み ) または MARK ( マーク )
を選択する場合、 プ リ ンタは用紙をフ ィード してラベルの長さを算出します。

詳細については、 87 ページの用紙のタイプ を参照してください。

有効値 : • CONTINUOUS ( 連続紙 )
• GAP/NOTCH ( ギャ ップ / 切れ込み )
• MARK ( 反射式 )

関連の ZPL コマンド : ^MN 

使用する  SGD コマンド : ezpl.media_type 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Media Type ( 用紙タイプ )」
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Print Method 
( 印字方式 )

プリ ンタがダイレク ト ・サーマル・モード  ( リ ボン不要 ) または熱転写モード  ( 熱
転写用紙と リボンを使用 ) に設定されている場合に指定します。

有効値 : • THERMAL TRANS ( 熱転写 )
• DIRECT THERMAL ( 感熱 )

関連の ZPL コマンド : ^MT 

使用する  SGD コマンド : ezpl.print_method 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Print Method ( 印字方式 )」

Tear-Off 
Position

(切り取り位置 )

必要に応じて、 印刷後にプリ ンタからはみ出る用紙の位置を調整します。 

• 数値を大き くする と用紙が前に出ます (切り取り線が次のラベルのリーディン
グ ・ エッジに近くなる )。

• 数値を小さ くする と用紙が後ろに引っ込みます (切り取り線が印刷されたラベ
ルの端に近くなる )。

• 注 - 切り取りは RFID プログラ ミ ング位置に影響しません。

有効値 : -120 ～ 120

関連の ZPL コマンド : ~TA 

使用する  SGD コマンド : ezpl.tear_off 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「General Setup ( 基本設
定 )」 > 「Tear Off ( 切り取り )」

表 7 • 設定メニュー ( 続き )

1
2

1 用紙の方向

2 工場出荷時の切り取り位置 000
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Print Width 
( 印字幅 )

使用するラベルの幅を指定します。 デフォルト値は、 印字ヘッ ドの DPI 値に基づ
き、 プ リ ンタの最大幅です。

注 • 指定する幅が狭すぎる と、 ラベル ・ フォーマッ トの一部が用紙に印刷
されない場合があ り ます。 設定する幅が広すぎる と、 フォーマッ ト ・ メモ
リ を浪費し、 ラベル外のプラテン ・ ローラー上に印刷がはみ出る可能性が
あ り ます。 ^POI ZPL II コマンドを使用してイ メージが反転されている場
合、 この設定はラベル ・ フォーマッ トの縦位置に影響を及ぼす可能性があ
り ます。

有効値 : 0000 ～ 0832 ド ッ ト  (200 dpi プリ ンタ )

0000 ～ 1280 ド ッ ト  (300 dpi プリ ンタ )

関連の ZPL コマンド : ^PW 

使用する  SGD コマンド : ezpl.print_width 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Print Width ( 印字幅 )」

Print Mode 
( 印字モード )

プリ ンタ ・ オプシ ョ ンに適した印字モードを選択してください。

有効値 : • TEAR OFF ( 切り取り )
• PEEL OFF (剥離 ) ( ラベル・ディ スペンスにこの

値を使用します。
ラベルからライナーを剥離し、剥がされたラベ
ルをオペレータに提示します )

• REWIND ( 巻き取り )
• CUTTER ( カッ ター )
• DELAYED CUT ( 遅延カッ ト )
• LINERLESS PEEL ( 台紙なし剥離 )
• LINERLESS REWIND ( 台紙なし巻き取り )
• LINERLESS TEAR ( 台紙なし切り取り )

関連の ZPL コマンド : ^MM 

使用する  SGD コマンド : media.printmode 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「General Setup ( 基本設
定 )」 > 「Print Mode ( 印字モード )」

Label Top 
(Y 印字基点 )

必要に応じて、 ラベルの縦方向の印字位置をシフ ト します。 負の値はフォーマッ
ト をラベルの上端の方向に、 正の値は上端と反対の方向に移動します。

有効値 : -120 ～ 120

関連の ZPL コマンド : ^LT 

使用する  SGD コマンド : zpl.label_top

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Advanced Setup ( 応用
設定 )」 > 「Top Position (Y 印字基点 )」

表 7 • 設定メニュー ( 続き )
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Label Left 
Position 

( ラベルの 
X 印字基点 )

必要に応じて、ラベルの横方向の印字位置をシフ ト します。正の値を設定する と、
選択したド ッ ト数ごとに、 イ メージの左端がラベルの中央方向に移動し、 負の数
を設定する と、 イ メージの左端がラベルの左端に移動します。

有効値 : -9999 ～ 9999

関連の ZPL コマンド : ^LS 

使用する  SGD コマンド : zpl.left_position 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Advanced Setup ( 応用
設定 )」 > 「Left Position (X 印字基点 )」

再発行モード 再発行モードを有効にする と、 プ リ ンタのコン ト ロール ・パネルで 「PAUSE ( 一
時停止 )」 + 「CANCEL ( キャンセル )」 を押し続けるこ とによ り、 最後に発行し
たラベルを再発行するこ とができます。

有効値 : • オン

• オフ

関連の ZPL コマンド : ^JZ 

使用する  SGD コマンド : ezpl.reprint_mode 

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

表 7 • 設定メニュー ( 続き )
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Maximum 
Label Length 

(最大ラベル長 )

最大ラベル長は、 実際のラベルの長さ と ラベル間のギャップの長さを合わせた値
よ り少なく と も  25.4 mm (1.0 インチ ) 長い値に設定してください。 ラベル長よ り
小さい値を設定する と、 プ リ ンタは連続用紙がセッ ト されている とみなし、 プ リ
ンタはキャ リブレートできな くな り ます。

たとえば、 ラベル間ギャ ップも含めたラベル長が 152 mm (6.0 インチ ) である場
合、 このパラ メータは 178 mm (7.0 インチ ) 以上に設定します。 

有効値 : 0 ～このプリ ンタがサポートする最大ラベル長

関連の ZPL コマンド : ^ML 

使用する  SGD コマンド : ezpl.label_length_max 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

表 7 • 設定メニュー ( 続き )

2

1 ラベル長 ( ラベル間のギャ ップを含む )
2 ラベル間のギャ ップ

3 最大ラベル長を、 この長さに設定する

1 3
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ツール ・ メニュー

表 8 • ツール ・ メニュー 

Print Information 
（発行情報 )

用紙に指定された情報を印刷します。単票用紙の場合、情報は 1 枚以上のラベル
( タグ、 チケッ ト など ) に表示されます。

有効値 : • SETTINGS (設定 ) — プリ ンタ設定レポート を印
刷します。

• NETWORK (ネッ ト ワーク ) — インス トールされ
ているいずれかのプ リ ン ト ・ サーバの設定を印
刷します。

• FORMATS ( フォーマッ ト ) — プリ ンタの RAM、
フラ ッシュ ・ メモ リ、 またはオプシ ョ ンのメモ
リ ・ カードに格納されている使用可能なフォー
マッ ト を印刷します。

• IMAGES ( イ メージ ) — プリ ンタの RAM、フラ ッ
シュ ・ メモ リ、またはオプシ ョ ンのメモ リ ・カー
ドに格納されている使用可能なイ メージを印刷
します。

• FONTS ( フォン ト ) — プリ ンタで使用可能な
フォン ト  ( 標準のプリ ンタのフォン ト、およびす
べてのオプシ ョ ンのフォン ト を含む ) を印刷し
ます。 フォン トは、 RAM またはフラ ッシュ ・ メ
モ リに保存されています。

• BARCODES ( バーコード ) — プリンタで使用可能
なバーコードを印刷します。バーコードは、 RAM
またはフラッシュ ・ メモリに保存されています。

• ALL (すべて ) — 前の 6 枚のラベルを印刷します。
• SENSOR PROFILE ( センサー・プロフ ィール ) —

実際のセンサー値と比較したセンサー設定を表
示します。 センサー ・ プロフ ィールの結果を解
釈するには、 151 ページのセンサー・プロフ ィー
ル を参照してください。 

関連の ZPL コマンド : 設定 :~WC

ネッ ト ワーク :~WL

センサー ・ プロフ ィール :~JG

その他 :^WD

使用する  SGD コマンド : なし

コントロール・パネル・キー: 設定とネッ ト ワーク : 以下のいずれかを実行します。

• プリ ンタのパワーアップ時に、 「CANCEL 
( キャンセル )」 ボタンを押したままにする。

• プリ ンタがレディ状態のと きに、 「FEED 
( フ ィード )」 と  「CANCEL ( キャンセル )」
を 2 秒間押し続ける。

センサー ・ プロフ ィール : プリ ンタのパワーアップ
時に、 「FEED ( フ ィード )」 と  「CANCEL ( キャン
セル )」 を押したままにする。

プ リ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「Print Listings on Label ( ラ
ベルにリ ス ト を印刷 )」
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LCD Contrast 
(LCD 

コン ト ラス ト )

プリ ンタ ・ ディ スプレイのコン ト ラス ト を変更します。 

有効値 : 3 ～ 15

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : display.contrast 

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

Idle Display 
( アイ ドル表示 )

プ リ ンタのアイ ドル時にプ リ ンタ ・ ディ スプレイに表示される情報を選択しま
す。 

有効値 : • FW VERSION (FW バージ ョ ン )
• IP ADDRESS （IP アドレス )
• MM/DD/YY 24 HR
• M/DD/YY 12 HR
• DD/MM/YY 24 HR
• DD/MM/YY 12 HR

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : device.idle_display_format 

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

Power-Up Action 
（電源投入時の

動作 )

電源投入時の動作の設定

電源投入シーケンス時に行うプ リ ンタの動作を設定します。

• CALIBRATE ( キャ リブレート ) - センサー・レベルと しきい値を調整し、ラベ
ル長を判別し、 用紙を次のウェブにフ ィード します。

• FEED ( フ ィード ) - ラベルが最初の整合点にフ ィード されます。

• LENGTH ( ラベル長 ) - 現在のセンサー値を使用してラベル長を判定し、用紙
を次のウェブにフ ィード します。

• NO MOTION ( 動作しません ) - プリ ンタに用紙を送り ません。 ウェブが正確
な位置にあるこ とを手動で確認してください。または 「FEED ( フ ィード )」 ボ
タンを押して次のウェブを配置してください。

• SHORT CAL ( 短キャ リブレート ) - センサーのゲインを調整せずに用紙と
ウェブのしきい値を設定し、 長さを判定して用紙を次のウェブにフ ィード し
ます。

有効値 : • CALIBRATE ( キャ リブレート )
• FEED ( フ ィード )
• LENGTH ( ラベル長 )
• NO MOTION ( 動作しません )
• SHORT CAL ( 短キャ リブレート )

関連の ZPL コマンド : ^MF 

使用する  SGD コマンド : ezpl.power_up_action 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「Calibration ( キャ リブレー
ト )」

表 8 • ツール ・ メニュー  ( 続き )
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Head-Close Action 
( ヘッ ドを閉めた

と きの動作 )

印字ヘッ ドを閉めた時の動作の設定

印字ヘッ ドを閉めたと きのプリ ンタの動作を設定します。

• CALIBRATE ( キャ リブレート ) - センサー・レベルと しきい値を調整し、ラベ
ル長を判別し、 用紙を次のウェブにフ ィード します。

• FEED ( フ ィード ) - ラベルが最初の整合点にフ ィード されます。

• LENGTH ( ラベル長 ) - 現在のセンサー値を使用してラベル長を判定し、用紙
を次のウェブにフ ィード します。

• NO MOTION ( 動作しません ) - プリ ンタに用紙を送り ません。 ウェブが正確
な位置にあるこ とを手動で確認してください。または 「FEED ( フ ィード )」 ボ
タンを押して次のウェブを配置してください。

• SHORT CAL ( 短キャ リブレート ) - センサーのゲインを調整せずに用紙と
ウェブのしきい値を設定し、 長さを判定して用紙を次のウェブにフ ィード し
ます。

有効値 : • CALIBRATE ( キャ リブレート )
• FEED ( フ ィード )
• LENGTH ( ラベル長 )
• NO MOTION ( 動作しません )
• SHORT CAL ( 短キャ リブレート )

関連の ZPL コマンド : ^MF 

使用する  SGD コマンド : ezpl.head_close_action 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「Calibration ( キャ リブレー
ト )」

表 8 • ツール ・ メニュー  ( 続き )
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Load Defaults 
( 設定初期化 )

プリ ンタまたはプリ ン ト ・ サーバのデフォルト値を読み込む

• FACTORY ( 工場出荷時 ) — ネッ ト ワーク設定以外のすべてのプリ ンタ設定を
工場出荷時のデフォル ト値に戻します。 デフォル ト設定を読み込む場合は、
手動で変更したすべての設定を再読み込みする必要があるので、 注意して く
ださい。

• NETWORK ( ネッ ト ワーク ) — プリ ンタの有線またはワイヤレスのプリ ン ト ・
サーバを再初期化します。 ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバの場合、 プ リ ンタ
と ワイヤレス ・ ネッ ト ワーク との再関連付けも行われます。 

• LAST SAVED ( 最終保存 ) — 最後に保存した設定を読み込みます。

有効値 : • FACTORY ( 工場出荷時 )
• NETWORK ( ネッ ト ワーク ) 
• LAST SAVED ( 最終保存 )

関連の ZPL コマンド : 工場出荷時 :^JUF

ネッ ト ワーク :^JUN

最終保存 :^JUR

使用する  SGD コマンド : なし

コントロール・パネル・キー: 工場出荷時 : プリ ンタのパワーアップ時に 「FEED
( フ ィード )」 ボタンと 「PAUSE ( 一時停止 )」 ボタ
ンを押したままにして、プ リ ンタ ・パラ メータを工
場出荷時の値にリセッ ト します。

ネ ッ ト ワーク : プ リ ン タのパワーア ッ プ時に
「CANCEL ( キャンセル )」 ボタンと 「PAUSE ( 一
時停止 )」 ボタンを押したままにして、 ネッ ト ワー
ク ・ パラ メータを工場出荷時の値に リ セッ ト し ま
す。

最終保存 :N/A

プリ ンタの Web ページ : Factory ( 工場出荷時 ): 「View and Modify Printer
Settings ( プリ ンタの設定の表示＆変更をします )」 >
「Restore Default Configuration ( デフ ォル ト のコ ン
フ ィグに再定義してください )」

Factory ( ネッ ト ワーク ):「Print Server Settings ( プリ
ン ト ・サーバー設定 )」 > 「Reset Print Server ( プリ ン
ト ・ サーバのリセッ ト )」

Last saved (最終保存):「View and Modify Printer Settings
( プリンタの設定の表示＆変更をします )」 > 「Restore
Saved Configuration ( 保存された設定の復元 )」

表 8 • ツール ・ メニュー  ( 続き )
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Manual 
Calibration

( マニュアル ・
キャ リブレート )

用紙センサーと リ ボン ・ センサーの感度を調整するには、 プ リ ンタをキャ リブ
レート します。

キャ リブレート手順を実行する方法の詳細については、82 ページのマニュアル・
キャ リブレート  - 用紙 を参照してください。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ~JC 

使用する  SGD コマンド : ezpl.manual_calibration 

コントロール・パネル・キー: キャ リブレート を開始するには、 「PAUSE ( 一時停
止 )」 ボ タ ン + 「FEED ( フ ィ ー ド )」 ボ タ ン +
「CANCEL ( キャンセル )」ボタンを  2 秒間押したま
まにします。

プリ ンタの Web ページ : キャ リブレート手順は、Web ページからは開始でき
ません。 センサー・ キャ リブレート時に行われる設
定については、 次の Web ページを参照して くださ
い。

「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「Calibration ( キャ リブレー
ト )」

重要 • Zebra 技術サポー ト または Zebra 認定
技術者からの指示でない限り、これらの設定
は変更しないでください。

Communication 
Diagnostics Mode

( 通信診断モード )

プリ ンタが受信するすべてのデータの 16 進値をプリ ンタで出力するには、 この
診断ツールを使用します。

詳細については、 150 ページの通信診断テス ト  を参照してください。

有効値 : • DISABLED ( 無効 )
• ENABLED ( 有効 )

関連の ZPL コマンド : ~JD で有効、 ~JE で無効

使用する  SGD コマンド : device.diagnostic_print 

コントロール・パネル・キー: プリ ンタがレディ状態のと きに、 「PAUSE ( 一時停
止 )」 ボタンと 「FEED ( フ ィード )」 ボタンを 2 秒
間押したままにします。

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

表 8 • ツール ・ メニュー  ( 続き )
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Enable ZBI 
(ZBI の有効化 )

Zebra Basic Interpreter (ZBI 2.0™) は、 ご使用のプリ ンタ対応のプログラ ミ ング ・
オプシ ョ ンと してご購入いただけます。 このオプシ ョ ンをご購入される方は、詳
細について最寄の Zebra 販売代理店にお問い合わせください。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : zbi.key (ZBI 2.0 オプシ ョ ンがプ リ ンタで有効か無
効かを認識します )

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

Run a ZBI 
Program 

(ZBI プログラム
の実行 )

ZBI がインス トールされている場合は、 プリ ンタにダウンロード されている  ZBI
プログラムを実行するよ うに設定できます。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ^JI、 ~JI

使用する  SGD コマンド : zbi.control.run 

プリ ンタの Web ページ : ディレクトリ・リスト

Stop a ZBI 
Program (ZBI プ
ログラムの停止 )

プリ ンタで ZBI プログラムを実行している場合、そのプログラムを停止するこ と
ができます。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ~JQ

使用する  SGD コマンド : zbi.control.terminate 

プリ ンタの Web ページ : ディ レク ト リ ・ リ ス ト

表 8 • ツール ・ メニュー  ( 続き )
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ネッ トワーク ・ メニュー

表 9 • ネッ トワーク ・ メニュー 

WIRED or WLAN
IP Address 

( 有線または 
WLAN IP 
アドレス )

プリ ンタの IP アドレスの表示または設定

プリ ンタの IP アドレスを表示し、 必要に応じて変更します。

この設定で行った変更は、 IP プロ ト コルが 「確定」 に設定されている場合にの
み保存されます。 保存した変更内容を反映させるには、 プリ ン ト ・ サーバを リ
セッ ト します ( このセクシ ョ ンの 「RESET NETWORK ( ネッ ト ワークのリセッ
ト )」 を参照 )。

有効値 : 000 ～ 255 ( 各フ ィールド )

関連の ZPL コマンド : ^ND 

使用する  SGD コマンド : 有線 :internal_wired.ip.addr
ワイヤレス :ip.addr, wlan.ip.addr 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Network Communications Setup ( ネッ ト ワーク通
信設定 )」 > 「TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 )」

WIRED or WLAN
Subnet Mask 
( 有線または 

WLAN サブネッ
ト ・ マスク )

サブネッ ト ・ マスクの表示または設定

サブネッ ト ・ マスクを表示し、 必要に応じて変更します。

このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワイヤレスのプ リ ン ト ・
サーバがインス トールされている環境に限り表示されます。この設定に対する変
更を保存するには、 「IP PROTOCOL (IP プロ ト コル )」 を 「PERMANENT ( 確定 )」
に設定してから、プリ ン ト ・サーバを リセッ ト します ( このセクシ ョ ンの「RESET
NETWORK ( ネッ ト ワークのリセッ ト )」 を参照 )。

有効値 : 000 ～ 255 ( 各フ ィールド )

関連の ZPL コマンド : ^ND 

使用する  SGD コマンド : 有線 :internal_wired.ip.netmask
ワイヤレス :wlan.ip.netmask

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Network Communications Setup ( ネッ ト ワーク通
信設定 )」 > 「TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 )」
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WIRED or 
WLAN Gateway 

( 有線または 
WLAN ゲート

ウェイ )

デフォルト ・ ゲート ウェイの表示または設定

デフォルト ・ ゲート ウェイを表示し、 必要に応じて変更します。

このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワイヤレスのプ リ ン ト ・
サーバがインス トールされている環境に限り表示されます。この設定に対する変
更を保存するには、 「IP PROTOCOL (IP プロ ト コル )」 を 「PERMANENT ( 確定 )」
に設定してから、プリ ン ト ・サーバを リセッ ト します ( このセクシ ョ ンの「RESET
NETWORK ( ネッ ト ワークのリセッ ト )」 を参照 )。

有効値 : 000 ～ 255 ( 各フ ィールド )

関連の ZPL コマンド : ^ND 

使用する  SGD コマンド : 有線 :internal_wired.ip.gateway
ワイヤレス :wlan.ip.gateway

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Network Communications Setup ( ネッ ト ワーク通
信設定 )」 > 「TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 )」

WIRED or WLAN 
IP Protocol 

( 有線または 
WLAN IP プロ ト

コル )

IP レゾ リ ューシ ョ ン方法の設定

このパラ メータは、ユーザー ( 確定 ) またはサーバ ( ダイナミ ッ ク ) のどちらで
IP アドレスを選択できるかを示します。 ダイナミ ッ ク ・ オプシ ョ ンを選択した
場合、 このパラ メータは、 プ リ ン ト ・ サーバ ( 有線または無線 ) がサーバから
IP アドレスを受信する方法を指定します。

有効値 : • ALL ( 全て )
• GLEANING ONLY ( 収集のみ )
• RARP
• BOOTP
• DHCP
• DHCP & BOOTP

• PERMANENT ( 確定 )

関連の ZPL コマンド : ^ND 

使用する  SGD コマンド : 有線 :internal_wired.ip.protocol 
ワイヤレス :wlan.ip.protocol 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Network Communications Setup ( ネッ ト ワーク通
信設定 )」 > 「TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 )」

表 9 • ネッ トワーク ・ メニュー  ( 続き )
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WIRED or WLAN
MAC Address 
( 有線または 
WLAN MAC 
アドレス )

MAC アドレスの表示

プ リ ンタ  ( 有線または無線 ) にインス トールされているプ リ ン ト ・ サーバの
Media Access Control (MAC) アドレスを表示します。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : 有線 :internal_wired.mac_addr 
ワイヤレス :wlan.mac_addr 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

ESSID ESSID 値の表示

Extended Service Set Identification (ESSID) は、 ご使用のワイヤレス ・ ネッ ト ワー
クの ID です。 この設定は、 現在のワイヤレス設定の ESSID を表示しますが、
コン ト ロール ・ パネルからは変更できません。

有効値 : 32 文字の英数字文字列 ( デフォルトは 125)

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : wlan.essid

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

Channel 
( チャネル )

チャネル値の表示

このパラ メータは、 プ リ ンタが使用している現在の Wi-Fi チャネルを取得しま
す。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : wlan.essid

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

Signal ( 信号 ) 信号値の表示

このパラ メータは、 アクセス ・ ポイン トへの接続の信号強度を、 0 ( 接続なし )
から  100 ( 最高強度の信号 ) のパーセン ト値で返します。

  40% を下回る値は、 非常に強度が低い信号で無線通信が信頼できないこ とを

示します。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : wlan.signal_strength

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

表 9 • ネッ トワーク ・ メニュー  ( 続き )
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IP Port 
(IP ポート )

IP ポート値の表示

このプリ ンタ設定は、TCP プリ ン ト ・サービスがリ ッスンしているワイヤレス・

プ リ ン ト ・ サーバのポート番号を参照します。 ホス ト からの通常の TCP 通信

は、 このポートに送信されます。 

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : wlan.ip.port

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

IP Alternate Port 
(IP 代替ポート )

IP 代替ポート値の表示

このコマンドは、 代替 WLAN ポートのポート番号を設定します。

注 - このコマンドをサポートするプ リ ン ト ・ サーバは、 1 次ポート と代替ポー
トの両方の接続を同時に監視します。

有効値 : 32 文字の英数字文字列 ( デフォルトは 125)

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : wlan.ip.port_alternate

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」 > 「Maximum Length ( 最大長 )」

Reset Network 
( ネッ ト ワークの

リセッ ト )

このオプシ ョ ンで、 有線またはワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバを リセッ ト しま
す。 ネッ ト ワーク設定で行った設定内容を反映させるには、 プ リ ン ト ・ サーバ
を リセッ トする必要があ り ます。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ~WR 

使用する  SGD コマンド : device.reset 

プリ ンタの Web ページ : 「Print Server Settings ( プリ ン ト ・サーバー設定 )」 >
「Factory Print Server Settings ( プリ ン ト ・ サーバの
工場出荷時設定 )」

表 9 • ネッ トワーク ・ メニュー  ( 続き )
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RFID メニュー

このプリ ンタの RFID モジュールの使用に関する詳細については、最新版の 『RFID プ
ログラ ミ ング ・ ガイ ド  3』 を参照して ください。 次の Zebra Web サイ トにアクセスし
て ください。 www.zebra.com

表 10 • RFID メニュー 

RFID Status 
(RFID ステータス )

プリ ンタの RFID サブシステムのステータスを表示します。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ^HL または ~HL

使用する  SGD コマンド : rfid.error.response

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

RFID Calibrate 
(RFID キャ リブ

レート )

このコマンドを使用して、 RFID 用紙のタグ ・ キャ リブレート を開始します ( 用
紙のマニュアル・キャ リブレート と同じではあ り ません )。処理中、プリ ンタは
用紙を移動させ、 RFID タグ位置をキャ リブレート し、使用されている  RFID 用
紙に最適な設定を特定します。

重要 • このコマンドを使用する前に、 プ リ ンタに RFID 用紙をセッ ト し、 プ リ
ンタがこの用紙に対してキャ リブレート されているこ とを確認して、 印字ヘッ
ドを閉じて ください。 1 つのラベルをフ ィード します。
用紙をキャ リブレートするには、 82 ページのマニュアル ・ キャ リブレート  - 用
紙 を参照してください ( メニューからアクセス可能な、 このコマンドの代替方
法については、 83 ページの RFID キャ リブレート  を参照してください )。

プ リ ンタに応じて、 これらの設定には、 プログラ ミ ング位置、 使用するアンテ
ナ ・ エレ メン ト 、 使用する読み取り / 書き込みのパワー ・ レベル、 チップのタ
イプを判定するためのタグの TID が含まれます。

プ リ ンタのデフォル ト のプログラ ミ ング位置を任意の時点で再定義するには、
rfid.tag.calibrate SGD コマンドで 「restore」 オプシ ョ ンを使用します。

キャ リブレート されているタグの前後の ト ランスポンダーはすべてそのままに
します。 これによ り、 プ リ ンタは、 隣接するタグをエンコード しない RFID 設
定を特定できます。 タグ ・ キャ リブレート手順中にバッ クフ ィードできるよ う
に、 プ リ ンタの前面から前から用紙の一部がはみ出すこ とができるよ うにしま
す。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ^HR

使用する  SGD コマンド : rfid.tag.calibrate

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

http://www.zebra.com
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Read RFID Data 
(RFID データの

読み取り )

RFID アンテナ上の RFID タグから指定のタグ ・データを読み取って返します。
タグ ・データの読み取り中は、 プ リ ンタは動作しません。 印字ヘッ ドの開閉は
できます。

有効値 : EPC = EPC データの最初の 128 ビッ ト を読み取り
ます。

memory bank sizes = EPC、 TID、 および USER メ
モ リ ・バンクのサイズを読み取り ます。EPC、
TID、 および USER メモ リ ・ バンクのサイズ
を特定します。

protocol bits = EPC メモ リ ・ バンクからプロ ト コ
ル・ビッ ト を読み取り、その値を  EPC サイズ
に変換します。

TID information = TID ( タグ ID) の最初の 32 ビッ
ト を読み取り ます。

password status = タグのアクセス ・ パスワード と
キル ・ パスワードを読み取り ます。

関連の ZPL コマンド : ^RF

使用する  SGD コマンド : rfid.tag.read.content

および 
rfid.tag.read.execute

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

RFID Test (RFID 
テス ト )

RFID テス トでは、プリ ンタが ト ランスポンダーに対する読み取り と書き込みを
試行します。 このテス トではプリ ンタは動作しません。

注 - RFID タグの位置がプリ ンタの RFID アンテナ上にあるこ とを確認してくだ
さい。

有効値 : quick = EPC 読み取りテス ト と EPC 書き込みテス
ト  ( ランダム ・データ使用 ) を実行します。

read = EPC 読み取りテス ト を実行します。

write = EPC 書き込みテス ト  ( ランダム ・データ使
用 ) を実行します。

関連の ZPL コマンド : 該当なし

使用する  SGD コマンド : rfid.tag.test.content

および 
rfid.tag.test.execute

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

表 10 • RFID メニュー  ( 続き )
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Programming 
Position 

( プログラ ミ ング
位置 )

RFID タグ ・ キャ リブレーシ ョ ンで希望するプログラ ミ ング位置 ( 読み取り / 書
き込み位置 ) に達しない場合は、 値を指定できます。 詳細については、 『Zebra
RFID Programming Guide 3 』 を参照して ください。

有効値 : F0 ～ Fxxx (xxx はミ リ メートル単位でのラベル長
か、 999 のいずれか短い方 )
プリ ンタは、指定した分だけラベルを前方に
フ ィード してからプログラ ミ ングを開始し
ます。

B0 ～ B30
プリ ンタは、指定した分だけラベルをバッ ク
フ ィード してからプログラ ミ ングを開始し
ます。 バッ クフ ィードのため、 後方のプログ
ラ ミ ング位置を使用する場合に、空の用紙ラ
イナーがプ リ ンタの前面から出る よ う にし
ます。

関連の ZPL コマンド : ^RS

使用する  SGD コマンド :  rfid.position.program

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「RFID Setup (RFID 設
定 )」 > 「PROGRAM POSITION ( プログラム位置 )」

RFID Read 
Power 

(RFID 読み取り
パワー )

RFID タグ ・キャ リブレートで希望する読み取りパワーに達しない場合は、値を
指定できます。 

有効値 : 0 ～ 30

関連の ZPL コマンド : ^RW

使用する  SGD コマンド : rfid.reader_1.power.read

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「RFID Setup (RFID 設
定 )」 > 「RFID READ PWR (RFID 読み取りパワー)」

RFID 書き込み
パワー

RFID タグ ・キャ リブレートで希望する書き込みパワーに達しない場合は、値を
指定できます。 

有効値 : 0 ～ 30

関連の ZPL コマンド : ^RW

使用する  SGD コマンド : rfid.reader_1.power.write

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の表
示＆変更をします )」 > 「RFID Setup (RFID 設定 )」 >
「RFID WRITE PWR (RFID 書き込みパワー )」

RFID Valid 
Counter 

(RFID 有効
カウンタ )

RFID 有効ラベル ・ カウンタをゼロにリセッ ト します。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ~RO

使用する  SGD コマンド : odometer.rfid.valid_resettable

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

表 10 • RFID メニュー  ( 続き )
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RFID Void 
Counter 

(RFID 無効
カウンタ )

RFID 無効ラベル ・ カウンタをゼロにリセッ ト します。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ~RO

使用する  SGD コマンド : odometer.rfid.void_resettable

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

FID Tag 
Calibration 

(RFID タグ ・
キャ リブレート )

RFID 用紙のタグ ・ キャ リブレート を開始します。 ( 用紙のマニュアル ・ キャ リ
ブレート と同じではあ り ません )。

有効値 : 該当なし

関連の ZPL コマンド : ^HR

使用する  SGD コマンド : rfid.tag.calibrate

プリ ンタの Web ページ : 該当なし

表 10 • RFID メニュー  ( 続き )
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言語メニュー

表 11 • 言語メニュー 

Language 
( 言語 )

必要に応じて、 プ リ ンタの表示言語を変更します。

この変更内容は、 以下の表記に反映されます。

• ホーム ・ メニュー

• ユーザー ・ メニュー

• エラー ・ メ ッセージ

• プ リ ンタ設定ラベル、 ネッ ト ワーク設定ラベル、 およびユーザー ・ メニューか
らの印刷に設定できるその他のラベル

注 • このパラ メータの選択肢は、実際の当該言語で表示されるため、自分の
判読できる言語が見つけやすくなっています。

有効値 : ZPL プログラマーズ ・ ガイ ド を参照して ください。
ZPL と  SGD で別の値を入力します。

関連の ZPL コマンド : ^KL

使用する  SGD コマンド : display.language 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の表
示＆変更をします )」 > 「General Setup ( 基本設定 )」 >
「Language ( 言語 )」

ZPL 
Override 

(ZPL 無効 )

ZPL 無効の有効化

次の ZPL コマンドでプ リ ンタの現在の設定が変更されないよ うにするは、 このメ
ニュー項目を有効にします。

• ^MM ( 印字モード )
• ^MT ( ダイレク ト ・ サーマル印刷方式または熱転写印刷方式 )
• ^MN ( 単票用紙タイプまたは連続用紙タイプ )
このメニュー項目が無効になっている と、 これらのコマンドでプリ ンタの設定が無
効化されます。

有効値 : • DISABLED ( 無効 ) 
• ENABLED ( 有効 )

関連の ZPL コマンド : なし

使用する  SGD コマンド : zpl.zpl_override 

プリ ンタの Web ページ : 該当なし
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Command 
Character 

( コマンド文
字 )

フォーマッ ト ・ コマンド ・ プレフ ィ ッ クス値の設定

フォーマッ ト ・ コマンド ・プレフ ィ ッ クス とは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令内で
パラ メータのプレース ・ マーカーと して使用される  2 桁の 16 進値です。 プ リ ンタ
では、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令の開始を示す、 この 16 進文字が検索されます。

ラベル・ フォーマッ トで使用されている文字に一致するフォーマッ ト ・ コマンド文
字を設定します。

重要 • フォーマッ ト ・ コマンド ・ プレフ ィ ッ クス、 コン ト ロール文字、 デリ
ミ タ文字に対して、 同じ  16 進値を使用するこ とはできません。 プ リ ンタが
正し く機能するには、それぞれ別の文字を使用する必要があ り ます。 この値
をコン ト ロール・パネルから設定する場合、プリ ンタはすでに使用中の値を
すべてスキップします。

有効値 : 00 ～ FF

関連の ZPL コマンド : ^CC または ~CC

使用する  SGD コマンド : zpl.caret 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「ZPL Control (ZPL コン ト
ロール )」

Control 
Character 

( コン ト ロー
ル文字 )

コン ト ロール ・ プレフ ィ ッ クス文字値の設定

プリ ンタでは、ZPL/ZPL II コン ト ロール命令の開始を示す、2 桁の 16 進文字が検索
されます。

ラベル・ フォーマッ トで使用されている文字に一致するコン ト ロール・プレフ ィ ッ
クス文字を設定してください。

有効値 : 00 ～ FF

関連の ZPL コマンド : ^CT または ~CT

使用する  SGD コマンド : zpl.control_character 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「ZPL Control (ZPL コン ト
ロール )」

Delimiter 
Character 

( デリ ミ タ文
字 )

デリ ミ タ文字値の設定

デリ ミ タ文字とは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令内でパラ メータのプレース ・マー
カーと して使用される  2 桁の 16 進値です。

ラベル ・ フォーマッ ト で使用されている文字に一致するデリ ミ タ文字を設定しま
す。

有効値 : 00 ～ FF

関連の ZPL コマンド : ^CD または ~CD

使用する  SGD コマンド : zpl.delimiter 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「ZPL Control (ZPL コン ト
ロール )」

表 11 • 言語メニュー  ( 続き )
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ZPL Mode 
(ZPL モード )

ZPL モードの設定

ラベル ・ フォーマッ トで使用されているモードに一致するモードを選択します。

プ リ ンタは ZPL または ZPL II で記述されたラベル ・ フォーマッ ト を受け入れ、 既
存の ZPL フォーマッ ト を書き換える必要はあ り ません。 プ リ ンタは、 こ こに リ ス
ト されている方法のいずれかで変更されるまで、 選択されたモードのままです。 

有効値 : • ZPL II
• ZPL

関連の ZPL コマンド : ^SZ 

使用する  SGD コマンド : zpl.zpl_mode 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定の
表示＆変更をします )」 > 「ZPL Control (ZPL コン ト
ロール )」

表 11 • 言語メニュー  ( 続き )
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センサー ・ メニュー

表 12 • センサー ・ メニュー 

Sensor Type 
( センサー ・
タイプ )

用紙センサーの選択

使用する用紙に適切な用紙センサーを選択します。 反射式センサーは、 すべて
の用紙タイプで使用できます。 透過式センサーは、 シンプル ・ ギャ ップ用紙の
専用です。

有効値 : • TRANSMISSIVE ( 透過式 ) 
• REFLECTIVE ( 反射式 )

関連の ZPL コマンド : ^JS 

使用する  SGD コマンド : device.sensor_select 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Media Setup ( 用紙設
定 )」

Label Sensor 
( ラベル ・
センサー )

ラベル ・ センサーの感度の設定

重要 • この値は、センサー・ キャ リブレート時に設定されます。 Zebra 技
術サポート または Zebra 認定の保守技術者からの指示でないかぎり、 こ
の設定は変更しないでください。

有効値 : 0 ～ 255

関連の ZPL コマンド : なし  

使用する  SGD コマンド : ezpl.label_sensor 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Calibration ( キャ リブ
レート )」

Take Label 
( ラベル剥離 )

ラベル剥離 LED の感度の設定

重要 • この値は、センサー・ キャ リブレート時に設定されます。 Zebra 技
術サポート または Zebra 認定の保守技術者からの指示でないかぎり、 こ
の設定は変更しないでください。

有効値 : 0 ～ 255

関連の ZPL コマンド : なし  

使用する  SGD コマンド : ezpl.take_label 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリ ンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 「Calibration ( キャ リブ
レート )」
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ポート ・ メニュー

表 13 • ポート ・ メニュー 

Baud Rate 
( ボー ・ レート )

ボー ・ レートの設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するボー値を選択します。

有効値 : • 115200
• 57600
• 38400
• 28800
• 19200
• 14400
• 9600 
• 4800

関連の ZPL コマンド : ^SC 

使用する  SGD コマンド : comm.baud 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Serial Communications Setup ( シリアル通信設定 )」

Data Bits 
( データ ・
ビッ ト )

データ ・ ビッ ト値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するデータ ・ ビッ ト値を選択
します。

有効値 : • 7
• 8

関連の ZPL コマンド : ^SC 

使用する  SGD コマンド : comm.data_bits 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Serial Communications Setup ( シリアル通信設定 )」

Parity 
( パリティ )

パリティ値の設定

ホス ト ・コンピュータで使用されている値に一致するパリティ値を選択します。

有効値 : • NONE ( なし ) 
• EVEN ( 偶数 )
• ODD ( 奇数 )

関連の ZPL コマンド : ^SC 

使用する  SGD コマンド : comm.parity 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Serial Communications Setup ( シリアル通信設定 )」
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Host Handshake 
( ホス ト ・ ハンド

シェイ ク )

ホス ト ・ ハンドシェイ ク ・ プロ ト コル値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するハンドシェイ ク ・ プロ ト
コルを選択します。

有効値 : • XON/XOFF 
• RTS/CTS
• DSR/DTR

関連の ZPL コマンド : ^SC 

使用する  SGD コマンド : comm.handshake 

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Serial Communications Setup ( シリアル通信設定 )」

Parallel Mode 
( パラレル ・
モード )

2 方向または 1 方向のホス ト ・ プ リ ンタ間の通信を可能にするよ うにパラレ
ル ・ ポート を設定する。

プ リ ンタからのさまざまなエラーおよびステータス ・ メ ッセージにホス ト ・ コ
ンピュータで使用されている方式に一致する方式を選択します。

有効値 : • 「双方向」

• 「単方向」

関連の ZPL コマンド : ^SC 

使用する  SGD コマンド : parallel_port.mode

プリ ンタの Web ページ : 「View and Modify Printer Settings ( プリンタの設定
の表示＆変更をします )」 > 
「Serial Communications Setup ( シリアル通信設定 )」

表 13 • ポート ・ メニュー  ( 続き )
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BLUETOOTH メニュー

表 14 • BLUETOOTH メニュー 

Bluetooth
Address 

(Bluetooth 
アドレス )

プリ ンタの Bluetooth デバイス ・ アドレスを表示します。

有効値 : 該当なし

使用する  SGD コマンド : bluetooth.address

Mode 
( モード )

Bluetooth 接続ペア ・プ リ ンタのデバイス ・ タイプ ( スレーブ ( 通常 )、 またはマ
スター ) を表示します。

有効値 : 該当なし

使用する  SGD コマンド : 該当なし

Discovery 
( 検出 )

Bluetooth デバイス ・ペア リ ングに関して、プリ ンタを 「Discoverable ( 検出可能 )」
にするかど うかを設定し表示します。

有効値 : 「オン」 = Bluetooth 検出可能モード を有効にす
る。 「オフ」 = Bluetooth 検出可能モードを無効に
する。

使用する  SGD コマンド : bluetooth.discoverable

Connected 
( 接続 )

ペア リ ング先のデバイスに対する  Bluetooth 接続ステータスを表示します 
( はい / いいえ )。

有効値 : 該当なし

使用する  SGD コマンド : 該当なし

BT Spec Version 
(BT 仕様

バージ ョ ン )

Bluetooth 動作仕様レベルを表示し ます。 このプ リ ン タの Bluetooth 無線は
Bluetooth 3.0 仕様に従って動作しています。  

有効値 : 該当なし

使用する  SGD コマンド : bluetooth.radio_version

Min. Security 
Mode 

( 最小セキュ リ
ティ ・ モード )

プ リ ンタに適用されるセキュ リ テ ィの Bluetooth 最小レベル ( セキュ リ テ ィ ・
モード  1) を表示します。

有効値 : 該当なし

使用する  SGD コマンド : 該当なし
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マニュアル ・ キャリブレート  - 用紙
プリ ンタのセンサーと ラベル長を新しい用紙に合わせて調整する必要が生じるこ とが
あ り ます。 メーカーごと、 さ らには用紙の束ごとのわずかな違いのために、 使用する
用紙に合わせてプリンタを再キャ リブレートするこ とが必要になる場合があり ます。

使用してきた同じ束の用紙でないかぎり、用紙を変える と きにマニュアル・キャ リブ
レート手順を使用します。 

使用する用紙に合わせてプ リ ン タ を設定する には、 コ ン ト ロール ・ パネルの
「SENSORS ( センサー )」 メニューから 「MANUAL CALIBRATION ( マニュアル・キャ
リブレート )」 手順にアクセスする方法が一般的です。 プリ ンタの電源がオンになり、
「レディ」状態になったら、以下の手順を使用してプリ ンタの言語を設定してください。

ライナーと ラベル間の 「ギャ ップ」 があるラベル用紙のキャ リブレート手順

1. 選択したラベル用紙をプリンタにセッ ト します。 下のよ うに、 ラベル ・ ギャップ
(透過式 ) 検知を行えるよ うに用紙センサーが中央の位置にあるこ とを確認します。

2. ラベルの最初の 80 mm (3 インチ ) をライナーから引き出します。 プラテン ( ド ラ
イバ ・ ローラー ) の上にラベルのないライナーを、 用紙ガイ ドの下に最初のラベ
ルの先端をセッ ト します。 

3. プリ ンタを閉じます。プ リ ンタの電源を入れます。 メニューの 「Home ( ホーム )」
( ) ボタンを押します。

4. 「SENSORS ( センサー )」 ( ) メニュー・ボタンにナビゲート し、「Select ( 選択 )」
(✔) ボタンを押します。

5. 「Left ( 左 )」 () および 「Right ( 右 )」 () のナビゲーシ ョ ン矢印を使用して、
「MANUAL CALIBRATION ( マニュアル ・ キャリブレート )」 手順を参照します。

6. ディスプレイの右下にある「START (スタート )」の下の選択ボタン (—) を押します。

7. ディ スプレイに次のメ ッセージが表示されます。
「LOAD BACKING ( 台紙をセッ ト して ください )」
「PRINTER PAUSED ( プリ ンタ ・ ポーズ )」

8. 「Pause ( 一時停止 )」 ボタンを一度押すと、 キャ リブレート手順が始ま り ます。

9. キャ リブレートの最初の部分が完了する と、 ディ スプレイに次のよ うに表示され
ます。
「RELOAD ALL ( 元に戻して ください )」
「CONTINUE ( 次へ )」

10. 「Pause ( 一時停止 )」 ボタンをも う一度押すと、 キャ リブレート手順が続行しま
す。 プリ ンタは数枚のラベルのフ ィードを開始し、 その後停止して、 次のよ うな
ディ スプレイ ・ メ ッセージを表示します。
「READY ( 準備完了 )」

余分な用紙を取り出します。 用紙キャ リブレートが完了し、 印刷の準備が整いま
した。

中央
位置

用紙
ガイ ド
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RFID キャリブレート
RFID キャ リブレートは、 タグ ・ タ イプに応じた通信パラ メータを設定します。 この
手順は、 プリ ンタを用紙 ( 長さおよびギャ ップ設定 ) に合わせてキャ リブレート  ( 通
常は 「Manual Media Calibration ( マニュアル用紙キャ リブレート )」 ) した後に行う必
要があ り ます。 RFID キャ リブレート処理中、 プ リ ンタは用紙を移動させ、 RFID タグ
位置をキャ リブレート し、 使用されている  RFID 用紙に最適な設定を特定します。

これらの設定には、 プログラ ミ ング位置、 使用する読み取り / 書き込みパワー ・ レベ
ル、チップのタイプを判定するためのタグの TID が含まれます ( または前面パネルの
RFID メニューから  F0 を選択 )。

プ リ ン タのデフ ォル ト のプロ グ ラ ミ ング位置を任意の時点で再定義するには、
rfid.tag.calibrate SGD コマンドで 「restore」 オプシ ョ ンを使用します。

ライナー ( ラベルの台紙または 「ウェブ」 ) からラベルやタグを取り除かないでくだ
さい。 これによ り、 プ リ ンタは、 隣接するタグをエンコード しない RFID 設定を特定
するこ とが可能になり ます。 タグ ・ キャ リブレート手順中にバッ クフ ィードできるよ
うに、 プ リ ンタの前面から前から用紙の一部がはみ出すこ とができるよ うにします。

用紙タイプを変更したら、 必ずマニュアル用紙キャ リブレート と  RFID キャ リブレー
ト を行ってください。同じ用紙の空のロールを交換するだけの場合は、必要あ り ませ
ん。

始める前に、 RFID 用紙をプリ ンタにセッ ト し、 マニュアル用紙キャ リブレート を実
行します。

1. 「Feed ( フ ィード )」ボタンを 1 回押してラベルを 1 枚フ ィード  ( 前送り ) します。

2. メニューの 「Home ( ホーム )」 ( ) ボタンを押します。 「RFID」 ( ) メニュー ・
ボタンにナビゲート し、 「Select ( 選択 )」 (✔) ボタンを押します。

3. 「Left ( 左 )」() および「Right ( 右 )」() のナビゲーシ ョ ン矢印を使用して、「RFID
CALIBRATE (RFID キャリブレート )」 手順を参照します。ディ スプレイの右下に
ある 「START ( スタート )」 の下の選択ボタン (—) を押します。

4. プリ ンタはゆっ く り と ラベルをフ ィード しながら、選択した RFID タグ / ラベルに
応じて位置と  RFID 読み取り / 書き込み通信設定を調整します。

キャ リブレートが正常に完了する と、 プ リ ンタは場合によっては追加のラベルを
フ ィード し、 次のよ うなディ スプレイ ・ メ ッセージを表示します。 READY ( 準
備完了 )

5. 余分な用紙を取り出します。 用紙キャ リブレートが完了し、 印刷の準備が整いま
した。
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4
印刷操作

このセクシ ョ ンでは、用紙と印刷の処理、 フォン ト と言語のサポート、 あま り一般的
ではないプリ ンタ設定のセッ ト アップについて説明します。 
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プリンタ設定の特定
ZD500 Series™ プリ ンタは設定レポート を使用して、 ZPL に関するプリ ンタのステー
タスを提供します。 ステータス ・ ラベルには、 操作ステータス  ( 濃度、 速度、 用紙タ
イプなど )、インス トールされているプリ ンタのオプシ ョ ン ( ネッ ト ワーク、インター
フェイス設定、 カッ ターなど )、 およびプ リ ンタの説明 ( シ リ アル番号、 モデル名、
ファームウェア ・バージ ョ ンなど ) がすべて記載されます。 このラベルの印刷につい
ては、 30 ページの設定レポートのプリ ン ト アウ ト を使用したテス ト印刷 を参照して
ください。 

サーマル印刷

印刷モード

このプリ ンタは、 次のさまざまなモード と用紙設定で操作するこ とができます。

• ダイレク トサーマル印刷 ( 感熱紙を使用した印刷 )

• 熱転写印刷 ( リ ボンを使用して用紙に熱転写印刷 )

• 標準切り取りモード : 印刷後ユーザーが各ラベルを切り取る  ( つま り、ラベル・ス
ト リ ップをバッチ印刷する ) こ とができます。

• ラベル ・ディ スペンス ・ モード : オプシ ョ ンのディ スペンサがインス トールされ
ている場合、印刷中に台紙をラベルから剥がすこ とができます。このラベルを取っ
た後に、 次のラベルが印刷されます。

• 用紙のカッ ト : オプシ ョ ンの用紙カッ ターがインス トールされている場合は、 購
入したカッ ターのオプシ ョ ンに応じて、 プ リ ンタはラベルの間のラ イナーやレ
シート用紙、 またはタグ ・ ス ト ッ クをカッ トできます。

• スタンドアロン : プリ ンタは、 コンピュータに接続されなくても、 その自動実行
ラベル・ フォーム機能 ( プログラ ミ ング ・ベース ) か、プリ ンタのシ リ アル・ポー
トに接続されたデータ入力装置を使用して、印刷を行う こ とができます。このモー
ドは、 スキャナ、 重量スケール、 Zebra キーボード ・デ ィ スプレ イ ・ ユニ ッ ト
(ZKDU) などのデータ入力デバイスに対応します。

• 共有ネッ ト ワーク印刷 : 「イーサネッ ト 」 インターフェイス ・オプシ ョ ンが設定さ
れたプリ ンタには、 ZebraLink™ プリ ンタ設定 Web ページ をもつ内部プリ ン ト ・
サーバと、ネッ ト ワーク上の Zebra® プリ ンタのステータスを管理および監視する
ZebraNet™ Bridge ソフ ト ウェアが含まれます。

注意 • 印字ヘッ ドは印刷中、 高温になります。 印字ヘッ ドの破損や作業者のケガの危険を
避けるため、 印字ヘッ ドには触れないようにして く ださい。 印字ヘッ ドのメンテナンスを
行う ときは、 清浄ペンのみを使用して ください。

注意 • 人体の表面や他の表面に蓄積する静電エネルギーの放電により、 この装置で使用さ
れる印字ヘッ ドや電子部品が破損、 または破壊されることがあります。 ト ップカバーの下
の印字ヘッ ドや電子部品を取り扱う際には、 静電気安全手順を守る必要があります。
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サーマル印刷方式の設定

ZD500 Series™ プリンタは、 ダイレク ト ・サーマル ・モード と熱転写モードで印刷する
よ うに設計されています。 メニューの 「Home ( ホーム )」 ( ) ボタンを押します。
「SENSORS ( センサー )」 ( ) メニュー ・ ボタンにナビゲート し、 「Select ( 選択 )」
(✔) ボタンを押します。 「Left ( 左 )」 () および 「Right ( 右 )」 () のナビゲーショ ン
矢印を使用して、 「PRINT METHOD ( 印字方式 )」 を参照します。 「Up ( 上 )」 () お
よび 「Down ( 下 )」 () 矢印を使用して、 「DIRECT THERMAL ( ダイレク ト ・サーマ
ル )」 または 「THERMAL TRANS ( 熱転写 )」 用紙を選択します。

用紙のタイプ

このプリ ンタでは、 以下に示す各種の用紙を使用できます。

• 標準の用紙 - 大半の標準 ( 単票 ) 用紙では、裏面粘着式で個々のラベルまたは一連
のラベルがライナーに貼り付いています。

• 連続ロール用紙 - 連続ロール用紙のほとんどは感熱用紙 (FAX 用紙と同様 ) であ
り、 レシートやチケッ ト形式の印刷に使用されます。

• タグ ・ ス ト ッ ク  - タグは通常、 厚手用紙 ( 厚みは最大 0.19mm つま り  0.0075 イン
チ ) で作られています。 タグ ・ ス ト ッ クには粘着剤やライナーは付いていません。
通常、 タグ間にミシン目が入っています。

基本的な用紙タイプの詳細については、 表 15 を参照してください。

プ リ ンタには、通常、 ロール紙を使用しますが、折り畳み用紙などの連続紙を使用す
るこ と も可能です。必要な印刷タイプに応じて正しい用紙を使用してください。 リボ
ンなしで印刷する場合は、感熱用紙を使います。 リボンを使う場合は、熱転写用紙を
使います。

感熱用紙のタイプの特定

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。特定の用紙について リボンを使用する必要があるかど うかを判別するには、用紙
のスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

用紙スクラッチ ・ テスト を行うには、 以下の手順に従います。

1. 用紙の印字面を指の爪でまたはペンのキャ ップでこすり ます。 強く素早く押し付
けて、 用紙の印字面上を引っ掻きます。 感熱用紙は熱を加えられる と、 化学的に
印刷 ( 感光 ) されます。 このテス ト方法では、 用紙を感光させるのに摩擦熱を使
用しています。

重要 • Zebra では、 高品質の印刷を継続できるよ うに、 Zebra ブランドの純正品の使
用を強くお勧めしています。 プ リ ンタの印刷能力を向上させ、 印字ヘッ ドを長持ち
させるために、特別設計の紙製、ポ リプロピレン製、ポ リエステル製、およびビニー
ル製の用紙が広範に用意 さ れ て い ま す。 サ プ ラ イ 品の購入につい て は、
http://www.zebra.com/howtobuy をご覧ください。

注 - Zebra では現時点で、 RFID 用紙の販売は行っていません。

http://www.zebra.com/howtobuy


印刷操作
用紙のタイプ

88

P1062653-072 改訂 A ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/3/3

2. 用紙に黒いスジが現れましたか ?

黒いスジの状態 用紙のタイプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リボンは不要です。

表 15 • 用紙ロールと折り畳み用紙のタイプ

用紙タイプ 外観 説明

単票ロール用紙 ロール用紙は直径 12.7 ～ 38.1 mm ( 0.5 ～ 1.5 インチ ) の芯
に巻かれています。 ラベルは、 裏面粘着式でライナーに貼
り付けられており、ギャ ップ、穴、切れ込み、または黒マー
クで区切られています。 タグは、 ミ シン目で区切られてい
ます。 個々のラベルは、 次の 1 つまたは複数の方法で区切
られています。

• ウェブ用紙には、 ラベルを区切るギャ ップ、 穴、 または
切れ込みがあ り ます。 

• 黒マーク用紙には、用紙裏面にあらかじめ黒マークが印
刷され、 ラベルの分離位置を示しています。 

• ミ シン目入り用紙には、 ミ シン目があ り、 ラベルやタグ
を簡単に切り離せます。黒マークなど、 ラベルやタグの
分離位置を示すマークなども付いている こ とがあ り ま
す。
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単票折り畳み
用紙

折り畳み用紙は、 ジグザクに折られた用紙です。 折り畳み
用紙は、 単票ロール用紙と同様、 ラベル分離位置があ り ま
す。 ラベルの分離位置は折り目または折り目付近になり ま
す。

連続ロール用紙 ロール用紙は直径 12.7 ～ 38.1 mm ( 0.5 ～ 1.5 インチ ) の芯
に巻かれています。 連続ロール用紙には、 ラベル分離位置
を示すギャ ップ、 穴、 切れ込み、 黒マークはあ り ません。
このため、 イ メージをラベル上の任意の場所に印刷できま
す。 ラベルの切り離しには、 カッ ターを使用できます。 連
続用紙の場合、 透過式 ( ギャップ ) センサーで用紙切れを
検出します。

表 15 • 用紙ロールと折り畳み用紙のタイプ ( 続き )

用紙タイプ 外観 説明
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用紙のセッ ト
3 インチ ID ( 内径 ) ロールに巻き付けられた用紙には、 3 インチ巻芯アダプタを使用
します。 ロールの最大外径は 5 インチです。 

3 インチ巻芯アダプタの取り付け

1. プリ ンタを開きます。 

2. 用紙ロール ・ ホルダーを開きます。 用紙ガイ ド停止位置調整をプリ ンタの手前に
回して、 用紙ロール ・ ホルダーのロッ クを開く と、 これらのロール ・ ホルダーに
簡単にアクセスできます。

3. 用紙ロール・ホルダーに巻芯アダプタをはめ込みます。アダプタの穴は、ロール・
ホルダーのロール・マウン トに対応します。アダプタの伸びた部分は用紙ロール・
ホルダーの前にある用紙ガイ ドの下に入り ます。
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3 インチ I.D. 用紙ロールのセッ ト

1. プリ ンタを開き、3 インチ用紙巻芯アダプタを取り付けて、用紙ロール・ホルダー
を開きます。

2. 巻芯アダプタの上部にあるハンガーに用紙ロールをセッ トする と、 用紙ガイ ドが
閉じてロールが保持されます。 用紙ロール ・ ホルダーが用紙ロール上で完全に閉
じるには、 用紙ガイ ド停止位置調整をプリ ンタの後部方向に回す必要があるこ と
に注意してください。
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3 インチ巻芯アダプタの取り外し

1. プリ ンタを開けて用紙をすべてプリ ンタから取り出します。

2. 巻芯アダプタの裏側にあるロ ッ ク ・ タブを押します。 プリ ンタの中央に向かって
ロ ッ ク ・ タブを押し上げます。 巻芯アダプタが、 用紙ロール ・ ホルダーから外れ
ます。 

3. も う一方の巻芯アダプタも同様に取り外します。
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リボンの概要
リ ボン とは、 熱転写処理の際に用紙に転写されるワ ッ ク ス、 レジン、 またはワ ッ ク
ス ・ レジンで片面がコーティングされた薄いフ ィルムです。 リボンを使用する必要が
あるかど うか、および使用する リボンの幅はどのく らいかは、用紙によって決ま り ま
す。 リボンを使用する場合、使用する用紙の幅よ り広いリボンを使用する必要があ り
ます。 リ ボンの幅が用紙の幅よ り も狭いと、 印刷ヘッ ドの領域が保護されず、 印刷
ヘッ ドの寿命を縮めるおそれがあ り ます。

リボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。 感熱用紙はリ ボン と組み合わせて使用しないでください。 バー ・ コードやグラ
フ ィ ッ クスがゆがむこ とがあ り ます。特定の用紙について リボンを使用する必要があ
るかど うかを判別するには、 用紙のスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

リボンのコーテ ィング面

リ ボンのコーティング面は、 ロールの内側の場合と外側の場合があ り ます。 このプリ
ンタでは、 外側がコーティ ングされた リ ボンしか使用できません。 特定の リ ボンで
コーティング面が内側か外側か明確でない場合は、粘着性テス ト またはリボンのスク
ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーティング側を確認してください。

リボンのコーテ ィング面は、 この手順で判別します。

リボンの粘着性テスト

ラベルを使用できる場合、粘着性のテス ト を実行して、 リボンのコーティング面を判
別します。 この方法は、 すでに装着されている リボンに対して非常に有効です。

粘着性テストは、 以下の手順に従います。

1. ラベルをライナーから剥がします。

2. ラベルの粘着面の端を リボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リボンから剥がします。

4. 結果を観察します。 リボンのインクが少しでもラベルに付いていますか ?

外側 内側

リボンからのインクの状態 結果

ラベルに付いている リ ボンの外側がコーテ ィ ングされています。
プ リ ンタで使用できます。 

ラベルにインクが付かなかった リ ボンの内側がコーテ ィ ングされています。
プ リ ンタには使用できません。 
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リボンのスクラッチ ・ テスト

ラベルを使用できない場合、 リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

リボンのスクラッチ ・ テストは、 以下の手順に従います。

1. リ ボンをロールから少し引き出します。

2. リ ボンの引き出した部分を、リボンの外側が用紙と接するよ うに用紙に置きます。

3. リ ボンの引き出した部分の内側を指の爪でこすり ます。

4. リ ボンを用紙から外します。

5. 結果を観察します。 用紙にリボンの跡が付きましたか ?

リボンの跡 結果

用紙にリボンの跡が付いている リ ボンの外側がコーテ ィ ングされていま
す。 プリ ンタで使用できます。 

用紙にリボンの跡が付いていない リ ボンの内側がコーテ ィ ングされていま
す。 プリ ンタには使用できません。 
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消耗品の取替え
印刷中にラベルやリボンがなくなった場合、プリ ンタの電源はオンのままにして装着
してください ( オフにする とデータロスが発生します )。 新規のラベルまたはリボン
のロールを装着したら、 フ ィードボタンを押して印刷を再開してください。

常に高品質で認証済みのラベル、 タグ、 リボンを使ってください。裏面が台紙に平ら
に粘着していないラベルを使用する と、台紙から離れたラベルの端がプリ ンタ内でラ
ベルガイ ド と ローラーにく っついて、 ラベルが台紙から剥がれ、プリ ンタの紙詰ま り
を引き起こすおそれがあ り ます。非認定のリボンを使用する と、誤って巻き込まれた
り、印字ヘッ ドを腐食する化学薬品が含まれている恐れがあ り、印字ヘッ ドが恒久的
な損傷を受ける可能性があ り ます。

新たに熱転写リボンを装着

リ ボンが印刷ジ ョブの最中になくなった場合は、 インジケータが赤色に変わり、新し
いロールが追加されるまでプリ ンタは待機します。

1. リ ボンを交換する と き、 プ リ ンタはオンのままにしてください。

2. ト ップカバーを開いて、 使用済みのリボンを切り取り、 巻芯を取り外します。

3. 新しいリボン ・ ロールおよび空になった巻芯を装着します。必要に応じて、 リボン
の取り付け手順を参照してください。注 : 切れ込みの損傷したリボン巻芯は絶対に
使用しないでください。 切れ込みのかどは、 垂直な四角でなければなり ません。

4. ト ップカバーを閉じます。

5. フ ィード ・ ボタンを押して、 印刷を再開します。

途中まで使用した熱転写リボンの取り替え

使用済み転写リボンを取り除くには、 次の手順を実行してください。

1. 巻取ロールから リボンを切り離します。

2. 巻取ロールを取り外し、 リボンの使用済み部分を捨てます。

3. 供給ロールを取り外して、 リボンの未使用部分の端をテープで止め、 リボンが解
けないよ うにします。 部分的に使用した リボンを再装着する場合は、 その切られ
た先端を空の巻取ロールにテープで貼り付けます。
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印字幅の調整
次の場合には印字幅の設定が必要です。 

• プリ ンタを初めて使用する と き。

• 用紙の幅が変更されたと き。

印字幅は、 次のいずれかで設定できます。

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバ、 または Zebra Designer™ などのアプリ ケーシ ョ
ン ・ ソフ ト ウェア

• コン ト ロール ・ パネルの使用次のよ うにナビゲート します。

• メニューの 「Home ( ホーム )」 ( ) ボタンを押します。 「SETTINGS ( 設
定 )」 ( ) メニュー ・ ボタンにナビゲート し、 「Select ( 選択 )」 (✔) ボタ
ンを押します。 「Right ( 右 )」 () ナビゲーシ ョ ン矢印を使用して、 「PRINT
WIDTH ( 印字幅 )」 を参照します。 「Up ( 上 )」 () および 「Down ( 下 )」 ()
ナビゲーシ ョ ン矢印を使用して印字幅を変更します。印字幅はド ッ ト / ピク
セルで示されます。

• ZPL プログラ ミ ングによるプリ ンタ操作の制御。 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』
で、 印字幅 コマンド  (^PW) を参照してください 。

印刷品質の調整
印刷品質は、 印字ヘッ ドの温度 ( 濃度 ) 設定、 印刷速度、 および使用する用紙によっ
て影響を受けます。 これらの設定をいろいろ試して、使用するアプリ ケーシ ョ ンに最
も適した組み合わせを見つけます。印刷品質は、Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ
の ‘Configure Print Quality ( 印刷品質の設定 )’ ルーチンで設定できます。 

相対濃度 ( または密度 ) の設定は、 次のいずれかで制御できます。

• コン ト ロール ・ パネルの使用次のよ うにナビゲート します。

• メニューの 「Home ( ホーム )」 ( ) ボタンを押します。 「SETTINGS ( 設
定 )」 ( ) メニュー ・ ボタンにナビゲート し、 「Select ( 選択 )」 (✔) ボタ
ン を押し ます。 「Right ( 右 )」 () ナビゲーシ ョ ン矢印を使用し て、
「DARKNESS ( 濃度 )」 を参照します。 「Up ( 上 )」 () および 「Down ( 下 )」
() のナビゲーシ ョ ン矢印を使用して濃度設定をを参照します。 

• 濃度の設定 (~SD) ZPL コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 参照 )。

印刷速度の調整が必要な場合は、 以下を使用します。

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバ、 または Zebra Designer™ などのアプリ ケーシ ョ
ン ・ ソフ ト ウェア

• 印字レート  (^PR) コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 参照 ) 

プ リ ンタの 「印字品質レポート 」 (FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト と も呼ばれま
す ) を使用して、 使用する さまざまなラベルを印刷します。 この結果から、 一般的
な印刷およびバー ・ コード品質を最適化する印字の 「DARKNESS ( 濃度 )」 および
「SPEED ( 速度 )」 設定の変更を特定できます。 詳細については、 146 ページの印字
品質レポート  を参照して ください。

 

注 • プリ ンタ と用紙の印刷速度の設定について、用紙メーカーによる推奨事項が提
供されている場合があ り ます。一部の用紙タイプの最大速度は、プリ ンタの最大速
度よ り も遅い場合があ り ます。
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用紙の検知
ZD500 Series™ プリ ンタ用紙コン ト ロールは、 コン ト ロール ・ パネル設定から、 また
はプリ ンタにコマンドを送信するこ とによって設定されます。

プリ ンタの用紙設定は、プリ ンタ設定ラベルを印刷するこ とで確認できます。詳細に
ついては、 30 ページの設定レポートのプリ ン ト アウ ト を使用したテス ト印刷 を参照
してください。

自動用紙タイプ検出および検知機能でチェッ クできる最大長は、ZPL 最大ラベル長コ
マンド  (^ML) で短縮できます。 この長さは印刷する最大長ラベルの 2 倍以上に設定
するこ とをお勧めします。印刷する最大ラベルが 4 x 6 インチの場合、最大ラベル ( 用
紙 ) 長検出距離は 39 インチのデフォル ト距離から  12 インチに減らすこ とができま
す。

表 16 • 用紙設定 

メニュー項目 設定

MEDIA TYPE ( 用紙タイプ ) 用紙検知方法に関する 56 ページの設定メニュー。

TEAR OFF ( 切り取り ) 印刷またはフィード・アクション後の用紙位置の設
定に関する 56 ページの設定メニュー。

PRINT MODE ( 印字モード ) 印刷またはフィード・アクション後の用紙処理を設
定するための 56 ページの設定メニュー。

LABEL LENGTH MAX 
( ラベル長最大 )

56 ページの設定メニュー ( 説明については下記を
参照してください )。

POWER UP ACTION 
( 電源投入時の動作 )

電源投入時に用紙が行う動作を設定するための 61
ページのツール・メニュー。

HEAD CLOSE ACTION 
(印字ヘッ ドを閉めた時の動
作 )

プリンタを閉じたときに用紙が行う動作を設定する
ための 61 ページのツール・メニュー。

MANUAL CALIBRATION 
(マニュアル キャ リブレート )

通常のラベル用紙に合わせてプリンタを自動的に調
整する手順に関する 82 ページのマニュアル・キャリ
ブレート - 用紙。マニュアル・キャリブレート処理
を開始するための 61 ページのツール・メニュー。

SENSOR PROFILE 
( センサー ・ プロフ ィール )

マニュアル ・ キャ リブレート を妨げる可能性のある
「ラ イナー上の印刷」 や 「事前印刷された用紙」 など、
キャ リブレートの困難な用紙を確認し、 場合によっ
ては用紙検知を変更するための 151 ページのセン
サー ・ プロフ ィール。
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可動式黒マーク ・ センサーの使用
可動式黒線センサーを使用する と、用紙 (または用紙ライナー) の裏側にある黒いマー
クや切れ込み ( 穴 ) などが用紙の中央に位置していない場合も、 これを使用するこ と
が可能になり ます。

可動式センサーの 2 番目の機能が、従来の Zebra® デスク ト ップ ・プリ ンタ ・センサー
の場所に一致した位置と、それらの間の位置に対して調整可能な透過式ウェブ (ギャッ
プ ) 検知機能です。 これによ り、 標準外の一部の用紙や形が不規則な用紙を使用でき
るよ うになり ます。

可動式黒マーク ・ センサーは、 ウェブ ( ギャ ップ ) 検知でデフォルトの検知領域にな
い場合、 連続用紙やラベル ( ラベル間ギャ ップの感知 ) を正確に検知するこ とができ
ません。 100 ページのウェブ ( ギャ ップ ) 検知用の可動式センサーの調整 参照。

可動式
黒マーク ・ センサー

中心からずれた
黒マーク検知のみ

デフォルト  - ウェブ 
( ギャップ ) 検知

整合キー
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黒マークまたは切れ込みに合わせた可動式センサーの調整

黒マーク ・ センサーは、 センサーの検出器に戻るセンサーのビームを反射しない黒
マーク、 黒線、 切れ込み、 または穴などの無反射表面を用紙内で検索します。 セン
サーとその黒マーク検出器は、 センサー・ カバーの下に並んでいます ( 暗色のプラス
チッ ク ・ カバーはセンサーの不可視光線に対して透光性があ り ます )。 

センサーは次の 2 つの方法で調整できます。
1) 優先 - 可動式センサーの整合矢印を、プリ ンタの中央または左側に位置した黒マーク
または切れ込みの右側に揃える。 または、
2) センサー ・ カバーの中央を、 楕円切れ込みまたは右側の黒マーク  ( または切れ込み )
の下に揃える。

センサーは、用紙の端からできるだけ遠くに設定する必要があ り ます。用紙が左右に
移動して、 用紙の左右に入れられた切れ込みが損傷を受ける可能性があ り ます。

用紙をセッ ト します。 プリ ンタを閉じる前に、次の手順で可動式黒マーク ・センサー
を調整してください。

1. 用紙をロールの上にひっ く り返し、用紙の裏側 ( 印刷面ではない側 ) の黒マークま
たは切れ込みが見えるよ うにします。

黒マーク
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2. 可動式センサーを中央のデフォルト位置からスライ ド させ、黒マークに揃えます。
可動式センサー上の矢印を、 黒マークの右端と合わせます。 これは、 用紙の左右
どちらの側に位置したマークまたは切れ込みにも当てはま り ます ( 図は左側 )。

ウェブ ( ギャップ ) 検知用の可動式センサーの調整

可動式センサーでは、 従来の Zebra® デスク ト ップ ・ プ リ ンタ ・ モデルで使用される
ウェブ / ギャ ップ位置と標準外の一部の用紙設定をサポート しています。 固定された
中央位置に一般的なウェブ ( ギャ ップ ) 検知機能を備えたプリ ンタや、 デフォルト位
置に可動式センサーがセッ ト されたプ リ ンタは、 ロール上に並べられたラベルの
ギャ ップ検知を可能にするために、プリ ンタの中央からオフセッ ト されています。以
下を参照してください。

C
L

デフォルトのギャップ検知位置
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可動式センサーでのウェブ ( ギャ ップ ) 検知は、 センサーの整合矢印が整合キーのい
ずれかの位置をポイン トする と きにのみ機能します。ラベル間のギャップを検知する
には、センサーをラベル ( または他の用紙 ) と整列させる必要があ り ます。上の例は、
中央揃えの位置が使用されている場合にセンサーがセッ ト される場所を示していま
す。 2 つ上げたラベル設定ではラベルの検知に失敗し、「デフォルト 」 位置のセンサー
で、 ラベルとそれらの間のギャ ップを検出できます。

• デフォルト  - Zebra モデル : G-Series™ 固定位置センサー、 LP/TLP 2842™、
LP/TLP 2844™、 LP/TLP 2042™

• 中央揃え - Zebra モデル : LP/TLP 2742™

調整範囲 - 左から右

デフォルト中央揃え
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折り畳み用紙の印刷
折り畳み用紙に印刷するには、 用紙ガイ ドの停止位置を調整する必要があ り ます。

1. ト ップ ・ カバーを開きます。

2. 用紙ガイ ドの停止位置を緑色のつまみを使って調整します。 折り畳み用紙を 1 枚
使って停止位置を設定してください。 用紙ガイ ドの幅を広げるにはつまみを手前
に回します。 用紙ガイ ドの幅を狭くするにはつまみを向こ う側に回します。

折り畳み
用紙の通し方
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3. プリ ンタ後部のスロ ッ トに用紙を差し込みます。 

4. 用紙を用紙ガイ ド と ロール ・ ホルダーの間に通します。

5. ト ップカバーを閉じます。 

ラベル数枚の印刷またはフ ィード後 : 用紙の中心がずれたり  ( 左右に動いたり )、 プ
リ ンタから出てく る と きに用紙 ( 台紙、 タグ、紙など ) のサイ ド  が擦れたり損傷する
場合は、用紙ガイ ドをさ らに調節する必要があ り ます。 これでも問題が修正されない
場合は、用紙ガイ ド上の 2 本のロール保持ピンの上に用紙を通すこ とができます。折
り畳み用紙の束と同じ幅の空のロール芯を、 ロール・ ホルダー間に配置して、薄い用
紙をさ らに支えられるよ うにするこ とができます。 
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外付けロール紙の印刷
プリ ンタは、折り畳み用紙のサポート と同様に、外付けのロール用紙もサポート しま
す。 このプリ ンタでは、 ロールから低い初期慣性で用紙が引き出されるよ うに、用紙
ロールとスタンドを組み合わせる必要があ り ます。 

現在の時点で、 Zebra は ZD500 Series™ プリ ンタには外部用紙オプシ ョ ンを提供して
いません。

外付けロール用紙に関する考慮事項

• 用紙はプリ ンタ後部の折り畳み用紙スロ ッ ト を通して、 プ リ ンタの背後から直接
挿入される必要があ り ます。 用紙の装着については 102 ページの折り畳み用紙の
印刷 を参照してください。 

• モーターの失速を避けるため、 印刷速度は遅めにして ください。 ロールは通常、
ロールを動かし始める と きに最大の慣性を有します。 用紙ロールの直径が大きい
場合、 プリ ンタはロールを回すためによ り多くの トルクを必要と します。

• 用紙はスムーズに抵抗なく移動する必要があ り ます。 用紙は用紙スタンドに取り
付けられている と き、 滑ったり、 スキップしたり、 ガタガタしたり、 巻きついた
り して動く こ とがあってはなり ません。

• プリ ンタ と用紙ロールが接触しないよ うにします。

• プリ ンタが滑ったり作業面から持ち上がらないよ うにします。

プリンタへのファイル送信
グラフ ィ ッ クス、 フォン ト、 およびプログラ ミ ング ・ ファ イルは、 ユーザーの CD ま
たは www.zebra.com. で入手できる  Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティ  ( およびド ラ
イバ )、ZebraNet™ Bridge、または Zebra® ZDownloader を使用して、Microsoft Windows
オペレーティング ・ システムからプリ ンタに送信するこ とができます。 

http://www.zebra.com
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フォン ト とプリンタ
ZD500 Series™ プリ ンタは、 多様な内部フォン ト、 オンボード ・ フォン ト ・ スケーリ
ング、 国際フォン ト ・ セッ ト 、 文字コード ・ページのサポート、 Unicode サポート、
フォン トのダウンロードなどによって、 言語とフォン トの要件に対応しています。 

 プ リ ンタのフォン ト機能はプログラ ミ ング言語に依存しています。 ZPL™ プログラ
ミ ング言語は、高度なフォン ト ・ マッピングとスケーリ ング技術によ り、 アウ ト ラ イ
ン ・ フォン ト  (TrueTypeaª または OpenTypeaª) と  ユニコード文字マッピング、 および
基本的なビッ ト マップ ・ フォン トや文字コード ・ページに対応しています。 ZPL と
EPL のプログラ ミ ング ・ ガイ ドでは、 フォン ト、 コード ・ ページ、 文字アクセス、
フォン ト ・ リ ス ト 、 各プ リ ンタのプログラ ミ ング言語の制限について説明していま
す。 テキス ト、 フォン ト、 および文字のサポートについては、 プリ ンタのプログラ ミ
ング ・ ガイ ドを参照してください。

プ リ ンタには、ZPL および EPL の両方のプログラ ミ ング言語と も、プ リ ンタへのフォ
ン トのダウンロードをサポートするユーティ リ ティやアプリ ケーシ ョ ン・ ソフ ト ウェ
アが含まれています。 

ご使用のプリンタのフォン トの識別

プリ ンタではフォン ト と メモ リはプログラ ミ ング言語に共有されています。プリ ンタ
では、多数のメモ リ領域にフォン ト をロードできます。ZPL プログラ ミ ングでは EPL
と  ZPL のフォン ト を認識できます。 EPL プログラ ミ ングでは EPL フォン トのみを認
識できます。 フォン ト とプ リ ンタ ・ メモ リの詳細については、 各プログラマーズ ・ ガ
イ ドを参照してください。

ZPL フォン ト :

• ZPL 印刷操作用のフォン ト を管理しダウンロードするには、Zebra セッ ト アップ・
ユーティ リ ティ または ZebraNet™ Bridge を使用します。

• プリ ンタにロード されたすべてのフォン ト を表示するには、プ リ ンタに ZPL コマ
ンド  ^WD を送信します。 詳細については、 『ZPL プログラマーズ ・ ガイ ド』 を参
照して ください。

• さまざまなプリ ンタのメモ リ領域のビッ トマップ ・ フォン トは、 ZPL の .FNT
ファイル拡張子によって識別されます。 

• スケーラブル・ フォン トは、ZPL の .TTF、 .TTE または .OTF ファ イル拡張子
で識別されます。 EPL では、 これらのフォン トはサポート されません。

コード ・ ページを使用したプリンタのローカライズ

ZD500 Series™ プリ ンタは、ZPL および EPL プリ ンタ ・プログラ ミ ング言語のそれぞ
れに対して、 プ リ ンタにロード された常駐フォン トに関して 2 セッ トの言語、 地域、
および文字セッ ト をサポート しています。 このプ リ ンタは、 一般的な国際文字マッ
プ ・ コードページによるローカライズをサポート しています。

• ユニコードを含む ZPL コード ・ページのサポートについては、ZPL プログラマー
ズ ・ ガイ ドで ^CI コマンドを参照してください。
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アジア系フォン ト とその他の大型のフォン ト

アジア系言語の表意文字などのフォン トには、単一の言語コード ・ページをサポート
する数千文字からなる大型の文字のセッ トがあ り ます。大型のアジア系文字のセッ ト
をサポートするために、業界はラテン語を基礎と した言語文字で使用しているシング
ルバイ ト文字 ( 最大 256) ではなく、 ダブルバイ ト  ( 最大 67840) 文字システムを採用
し、大型の文字のセッ トに対応しています。単一のフォン ト ・ セッ ト を使用する複数
の言語に対応するために、 Unicode が開発されました。 Unicode フォン トは、 1 つまた
は複数のコード ・ ポイン ト  ( これらをコード ・ ページ文字マップに関連させる ) をサ
ポート し、文字マッピングの矛盾点を解決する標準方式でアクセスできます。Unicode
は、 ZPL プログラ ミ ング言語でサポート されています。 いずれのプリ ンタ･プログラ
ミ ング言語でも、 大型のダブルバイ ト文字を使用するアジア系フォン ト ･セッ トがサ
ポート されています。 

ダウンロードできるフォン ト数は、常には使用されおらず使用可能なフラ ッシュ ・ メ
モ リの量と、 ダウンロードするフォン トのサイズに依存しています。

Unicode フ ォ ン ト の中には、 Microsoft から入手可能な MS (Microsoft) Arial Unicode
フォン ト  (23 MB) や Zebra が提供している  Andale フォン ト  (22 MB) のよ うに大型の
ものもあ り ます。 これらの大型フォン トのセッ トは通常、多数の言語でもサポート さ
れています。

アジア系フォン トの取得

アジア系ビッ トマップ・ フォン ト ・セッ トはユーザーまたはインテグレーターによっ
てプ リ ンタにダウンロード されます。 ZPL フォン トはプ リ ンタ とは別に購入できま
す。 EPL アジア系フォン トは、 Zebra Web サイ トから無料でダウンロードできます。 

• 中国語 ( 簡体字 ) および中国語 ( 繁体字 )

• 日本語 - JIS および Shift-JIS マッピング 

• 韓国語 (Johab を含む ) 

• タイ語 
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5
プリンタ ・ オプシ ョ ン

このセクシ ョ ンでは、一般的なプリ ンタ ・オプシ ョ ンやアクセサリに関する簡単な説
明と、 その使用方法や設定方法について説明します。
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ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン
工場出荷時にインス トールされたラベル ・ディ スペンサ ・ オプシ ョ ンを使用する と、
印刷時にラベルの裏 ( ライナー / 透過式用紙 ) が剥がされるので、 印刷後すぐに貼り
付けるこ とができます。 複数のラベルを印刷する場合は、 排出された ( 剥離された )
ラベルを取り除く と、 プ リ ンタに次のラベルの印刷と排出を指示する こ とができま
す。

ディ スペンサ ・ モードを正し く使用するには、 プ リ ンタ ・ ド ラ イバを使用して、 長
さ、単票 ( ギャ ップ )、および透過式 ( ライナー ) を含む典型的なラベル設定でラベル
( 剥離 ) ・ センサーを起動します。 それ以外の場合は、 プリ ンタに ZPL プログラ ミ ン
グ ・ コマンドを送信しなければなり ません。

ZPL でプログラ ミ ングする場合は、 以下のコマン ド ・ シーケンスを使用できます。
ZPL プログラ ミ ングの詳細は、 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照して ください。

^XA ^MMP ^XZ
^XA ^JUS ^XZ

1. プ リ ンタにラベルをロード します。 プ リ ンタを閉じて、 ラベルがプ リ ンタから
100 mm (4 インチ ) 排出されるまで、 フ ィード ・ ボタンを押します。 排出された
ラベルをラ イナーから取り去って ください。
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2. ライナーをプリ ンタの上部に持ち上げ、 ディ スペンサ ・ ドアを開きます。

3. ディ スペンサ ・ ドアとプ リ ンタ本体の間にラベル ・ ラ イナーを挿入します。
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4. ディ スペンサ ・ ドアを閉じます。

 

5. フ ィード ・ ボタンを押して用紙を前送り します。

6. 印刷ジ ョブ中、 ラベルは台紙から剥がされて、単独で送り出されます。 プリ ンタか
らラベルを取り除いて、プリ ンタに次のラベルを印刷させます。注 : ソフ ト ウェア・
コマンドで、 ラベル剥離センサーを有効にして、 送り出された ( 剥離された ) ラベ
ルの除去を検出しないと、 プリ ンタがスタッ クし、 剥がれたラベルを排出します。
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カッ ター ・ オプシ ョ ン
プリ ンタには、 ラベル ・ ラ イナー、 タグ、 レシート用紙などの全幅でカッ トできる、
工場出荷時設定の用紙カッ ター ・ オプシ ョ ンがあ り ます。 これらのカッ ター ・ オプ
シ ョ ンは、すべて、単一のカッター筐体設計でサポート されています。 プリ ンタにイ
ンス トールされているカッ ター ・ オプシ ョ ンのタイプは、 プリ ンタ設定ステータス ・
ラベルを印刷する と確認できます。 カッ ター ・ オプシ ョ ンには次のものがあ り ます。

• 普通のカッ ター: ラベル・ラ イナーと軽量タグ用紙のカッ ト  ( ライナー/ タグ )
紙の最大重量 ( 厚み ): 最大 180 g/m2 (0.0077 インチ .)
寿命 *:200 万回カッ ト :0.5 ミルから  5 ミル ・ ス ト ッ ク  (10 ～ 120 g/m2)

100 万回カッ ト :5 ミルから  7.5 ミル ・ ス ト ッ ク  (120 ～ 180 g/m2)
75 万回カッ ト :7.5 ミルから  10 ミル (180 ～ 200 g/m2)

* - 最大用紙重量 ( 密度 / 硬さ ) および厚みを超える と、カッ ターの耐用期間が
短くな り、 カッ ターが正常に作動しないこ とがあ り ます ( ジャムなどのエ
ラー )。

• カッ ト幅 : 最大 108 mm (4.25 インチ ) ～ 最短 19 mm (0.75 インチ )

• カッ ト間の最短距離 ( ラベル長 ):25.4 mm (1 インチ ) カッ ト間の長さがこれよ
り短い用紙をカッ トする と、 カッ ターがジャムした り、 エラーになるこ とが
あ り ます。

• カッ ター操作にはデフォルトで、 25 回カッ トするたびにカッ ターのセルフク
リーニングを行う予防メンテナンス ・ ク リーニング ・ カッ トが含まれていま
す。 この機能は、 ZPL または SGD (Set/Get/DO) プログラ ミ ング ・ コマン ド
(cutter.clean_cutter) で無効にできますが、 これはお勧めできません。

警告 • カッ ター・ユニッ トにはオペレータによる修理が可能なパーツはありません。 カッ
ター ・ カバー ( ベゼル ) は絶対に取り外さないで ください。 カッ ター装置に物や指を挿入
しないで ください。

重要 • ツール、 綿棒、 溶剤 ( アルコールを含む ) などはすべて、 使用する と損傷を引
き起こした り、 カッ ターの耐用期間が短くなったり、 カッ ターのジャムを引き起こす
恐れがあ り ます。
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カッ ター ・ オプシ ョ ンでの用紙の装着

1. プリ ンタを開きます。 解除ラ ッチ ・ レバーをプリ ンタの前面方向に引く こ とを忘
れないでください。

2. ラベルまたは連続用紙に対し用紙センサーの位置を中央位置に調整します。 用紙
に黒マーク  ( 全幅の黒線ではない ) または切れ込みがある場合は、 99 ページの黒
マークまたは切れ込みに合わせた可動式センサーの調整 を参照してください。
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3. 用紙ロール・ホルダーを開きます。用紙ガイ ドを空いている方の手で引いて開き、
用紙ロールをロール ・ ホルダーに載せたらガイ ドから手を離します。 ロール紙が
プラテン ( ド ラ イブ ) ・ ローラーを通る と き、 印刷される面が上向きになるよ う
に用紙ロールの向きを定めます。

4. カッ ター内部のスロ ッ トに用紙を通し、 プ リ ンタの前面から用紙が出るよ うにし
ます。 ロールがスムーズに回転するこ とを確認します。 ロールが用紙セッ ト部の
底で動かない状態になっていてはなり ません。 用紙の印刷面が上に向いているこ
とを確認してください。
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5. 用紙を両側の用紙ガイ ドの下に押し込みます。

6. プリ ンタを閉じます。 カバーがカチッ と閉まるまで押し下げます。

用紙ガイドの
下
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ZebraNet® 内部ワイヤレス ・ プリン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ン
ZebraNet® 内部ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ (PS) は、 ネッ ト ワーク上の Wi-Fi ネッ
ト ワーク ・アクセス ・ポイン ト と、ご使用の ZebraLinkTM 対応のプリ ンタを接続する、
工場出荷時インス トール済みのオプシ ョ ン ・ デバイスです。 このプ リ ン ト ・ サーバ
は、 プリ ンタ設定とプリ ン ト ・サーバ設定用のブラウザ ・ インターフェイスを提供し
ます。 ZebraNetTM Bridge Zebra® ネッ ト ワーク ・ プ リ ンタ管理ソフ ト ウェアを使用し
ている場合は、 ZebraLinkTM 対応プリ ンタの特殊な機能を簡単に利用できます。

内部ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバを備えたプリ ンタには、 以下の機能があ り ます。

• アラー ト、 設定、 およびネッ ト ワーク設定に関するプ リ ンタ ・ ステータス ・
ディ スプレイ。

• ブラウザを使用したプリ ン ト ・ サーバおよびプリ ンタの設定。

• ブラウザを使用した内部ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバのリモート監視およ
び設定機能。

• アラート。

• 非送信請求プリ ンタ ・ ステータス ・ メ ッセージを電子メール対応デバイスで
送信する機能。

ZebraNetTM Bridge -- ZebraNetTM Bridge は、
10/100 内部 PS と共に作動するソフ ト ウェア･プログラムで、ZPL ベースのプリ ンタに
常駐する  ZebraLink の機能を向上させます。 次の機能があ り ます。

• ZebraNetTM Bridge を使用する と、 プ リ ンタを自動的に検出できます。
ZebraNetTM Bridge は IP ア ド レス、 サブネッ ト、 プ リ ンタ ・ モデル、 プ リ ン
タ ・ ステータス、 その他多数のユーザー定義特性などのパラ メータを検索し
ます。 

• リモート設定 -- リモート ・ サイ トに移動したり、 物理的なプリ ンタ処理をし
な くても、社内のすべての Zebra ラベル・プ リ ンタを管理できます。エンター
プラ イズ ・ ネッ ト ワークに接続された Zebra プ リ ンタは、 ZebraNetTM Bridge
インターフェイスからアクセスでき、 使いやすいグラフ ィ カル ・ ユーザー ・
インターフェイスで リモートから設定できます。

• プリ ンタ ・ アラート、 ステータス、 ハート ビート ・ モニタ リ ング、 イベン ト
通知 -- ZebraNetTM Bridge によって、 デバイスごとに複数のイベン ト ・ アラー
ト を設定し、 各種のアラート を様々な人々に転送するこ とができます。 電子
メール、携帯電話 / ポケベル、または ZebraNetTM Bridge イベン ト ・タブを使っ
てアラートや通知を受信します。 プ リ ンタまたはグループごとにアラート を
表示し、 日付 / 時刻、 重要度、 ト リガでフ ィルタします。

• プリ ンタ ・ プロファイルの設定と コピー -- 1 台のプリ ンタから別なプリ ンタ
に設定をコピー / ペース ト、またはグループ全体に設定をブロードキャス ト し
ます。 ZebraNet Bridge では、 プ リ ンタ設定、 プ リ ンタ常駐ファ イル ( フォー
マッ ト 、 フォン ト、 グラフ ィ ッ ク ) およびアラート を 1 回ク リ ッ クするだけ
でコピーできます。 プ リ ンタ ・ プロファ イルの作成 -- 好みの設定、 オブジェ
ク ト 、 およびアラート を設定した仮想の 「ゴールデン ・ プ リ ンタ」 を作成し、
それらが実際のプ リ ンタであるかのよ うに複製またはロードキャス ト して、
セッ ト アップ時間を大幅に短縮します。 プ リ ンタ ・ プロファ イルは、 災害時
のリ カバリ用に、 プ リ ンタの設定をバッ クアップする優れた方法でもあ り ま
す。
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Bluetooth オプシ ョ ン
Bluetooth は、 工場出荷時インス トール済みの ( 内部ワイヤレス ) オプシ ョ ン ・デバイ
スであ り、 他の Bluetooth 対応デバイスおよびコンピュータに接続できます。 ZD500
Series™ プリ ンタ内部の Bluetooth 無線は、Bluetooth 仕様 3.0 に準拠し、Windows 仮想
シ リ アル ・ ポートであるシ リ アル ・ ポート ・ プロファ イル (SPP) をサポート します。
プ リ ンタに送信される  Windows PC でのすべての印刷ジ ョ ブは SPP を通じて行われ
ますが、 SPP は基本的に、 RS-232 シ リ アル通信の Bluetooth エ ミ ュレーシ ョ ンです。
このプリ ンタ ・ オプシ ョ ンには LCD ディ スプレイが含まれ、 接続ステータス と設定
情報が表示されるので、 インス トールや、Bluetooth 対応ホス ト ・システムへの接続に
役立ちます。 

Microsoft では、 Windows XP サービス ・ パッ ク  2 (SP2) 以降で、 ほとんどの Bluetooth
デバイ スをサポー ト し ています。 それまでは、 以前のバージ ョ ンの Windows で
Bluetooth デバイスを使用するには、ド ライバがデバイスに付属している必要があ り ま
した。 Windows XP SP2 以上には、 「プ リ ンタの追加」 ウ ィザードによるプリ ンタのサ
ポート も含まれています。 ZD500 Series™ プリ ンタは、 Bluetooth 仮想シ リアル ・ ポー
ト接続 (SPP) からアクセスされます。プ リ ンタが Windows PC の Bluetooth デバイス と
通信するために必要なものは、 SPP をサポートする  Bluetooth 2.0 ド ラ イバだけです。

Windows 環境で、 Bluetooth 通信が確立し た後に印刷を有効にするには、
ZebraDesigner™ ド ラ イバを コ ン ピ ュータにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。
Bluetooth 接続の設定には、 Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティのプ リ ンタ ・ インス
トール ・ ウ ィザードが役立ちます。



117プリンタ ・ オプシ ョ ン

Bluetooth オプシ ョ ン

2014/3/3 ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1062653-072 改訂 A

プリンタ ・ ネッ トワーク設定ステータス ・ ラベル

ZebraNet® 内部ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ンを搭載した ZE500 シ リー
ズ ™ プリ ンタは、 ネッ ト ワーク ・ プ リ ン トの確立と ト ラブルシューティングに必要
な情報用に、追加のプリ ンタ設定ステータス ・ ラベルを印刷します。以下のプリ ン ト
アウ トは ZPL ~WL コマンドで印刷されています。

設定ステータス ・ ラベルの通常のプリ ン ト アウ トには、 IP アドレスなどのプリ ンタの
ネッ ト ワーク設定がその下半分に印刷されます。

プ リ ンタの IP アドレスは、 ネッ ト ワーク上で稼働するプ リ ンタの識別や設定に必要
です。 詳細は、 『ZebraNet® 内部ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ マニュアル』 を参照
して ください。
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6
メンテナンス

このセクシ ョ ンでは、定期的なク リーニングおよびメンテナンスの手順について説明
します。
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クリーニング
プリ ンタをク リーニングする場合は、必要に応じて次の用品の 1 つを使用してくださ
い。

清浄用消耗品は、 www.zipzebra.com で注文できます。

ク リーニング作業は、 次の手順に従う と  2、 3 分で終わり ます。

クリーニング用品 発注数 用途

清浄ペン (105950-035) 12 本ずつのセッ ト 印字ヘッ ドのク リーニング

綿棒 (105909-057) 25 本ずつのセッ ト 用紙の経路、 ガイ ド、 センサーを
ク リーニングします。

プリンタ部品 方法 頻度

印字ヘッ ド 印字ヘッ ドを  1 分間冷却させてから、新しい
清浄ペンで印字ヘッ ドの中央から外側まで
印字ヘッ ド上の濃い色のラ インを拭いて く
ださい。
121 ページの印字ヘッ ドのク リーニング 参
照。

リ ボン使用時 : 用
紙を 1 ロール使用
後。 感熱紙使用時 :
用紙を  1 ロール使
用後。

プラテン ・
ローラー

ク リーニングするプラテンローラーを取り
外します。 綿棒や糸くずの出ない布に 90%
の医療用アルコールをつけてローラーを十
分にク リーニングして ください。 124 ページ
のプラテンのク リーニングと交換 参照。

随時。

剥離バー ファイバーのない綿棒に 90% の医療用アル
コールをつけて十分にク リーニングして く
ださい。

アルコールを蒸発させて、プリ ンタを完全に
乾かしてください。

用紙経路

カッター ・
オプシ ョ ン

カッ ターの刃のメ カニズムにはメ ンテナン
スは不要です。 溶剤または WD-40 で、 刃ま
たはメ カニズムをク リーニングしないで く
ださい。この刃には特殊なコーティングが施
され、 接着剤や水に対する耐性があ り ます。

外部 水に浸した布。 随時。

内部 プリ ンタ内部のゴ ミ をそっと払います。

注意 • ラベルの粘着物や用紙の素材は、 用紙経路にあるプラテンや印字ヘッ ドなどに堆積
してゆきます。 この堆積にほこりや破砕が蓄積します。 印字ヘッ ド、 用紙経路、 プラテン
ローラーなどを清潔にしないと、 不測のラベル ・ ロスやラベル ・ ジャムが発生し、 プリン
タにも損傷を与える可能性があります。

重要 • アルコールの量を多く しすぎる と、電子部品に不純物が付着する原因とな り、
乾燥時間を長く しないとプリ ンタが正し く機能しなくな り ます。

http://www.zebra.com
http://www.zebra.com
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印字ヘッ ドのクリーニング

印字ヘッ ドには、 常に新しい清浄ペンを使って ください （古いペンには、 前に使用
したと きの汚れが残っていて、 印字ヘッ ドを破損する恐れがあ り ます）。

新しい用紙を取り付ける と きに、 印字ヘッ ドをク リーニングするこ と もできます。

1. 印字ヘッ ドの色が濃い部分を清浄ペンでこすり ます。 中央から外に向かってク
リーニングします。 これによって、 用紙の端から用紙経路の外側の印字ヘッ ドに
付着した粘着物が取り除かれます。

2. 1 分間待ってからプリ ンタを閉じます。

注意 • 印字ヘッ ドは印刷中、 高温になります。 印字ヘッ ドの破損や作業者のケガの危険を
避けるため、 印字ヘッ ドには触れないようにして く ださい。 メンテナンスを行う ときは、
清浄ペンのみを使用して ください。
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用紙経路のクリーニング

綿棒を使って、 ホルダー、 ガイ ド、 用紙経路の表面に蓄積した破片、 ほこ り、 殻など
を除去してください。 

1. 綿棒に含ませたアルコールで、 破片を濡らして粘着物を溶解してください。

2. 突起部を拭いて、 溜まった破片を取り除きます。

3. 両方のエッジ ・ ガイ ドの内側エッジを拭いて、 蓄積した残留物を取り除きます。

4. 1 分間待ってからプリ ンタを閉じます。

使用後の綿棒は破棄してください。

用紙
ガイド

突起部

プラテン

剥離バー

ピンチ ・ ローラー

突起部
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センサーのクリーニング

用紙センサーにほこ りが溜まるこ とがあ り ます。 

1. ホコ リ をそっとブラシで払います。 必要な場合は、 乾いた綿棒を使ってホコ リ を
はらって ください。 接着剤などの不純物が残っている場合は、 アルコールで湿ら
せた綿棒を使って分離します。

2. 乾いた綿棒を使って、 手順 1 のク リーニングの残留物を取り除きます。

3. センサーに残留物や筋がなくなるまで、 必要に応じて 1 と  2 の手順を繰り返しま
す。

.

黒線センサー

リボン ・ ト レーラ ・ センサー

ラベル剥離
センサー

ギャップ ・
センサー
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プラテンのクリーニングと交換

通常、 標準プラテン （ド ラ イブ ・ ローラー） はク リーニングが不要です。 紙と ラ イ
ナーからのほこ りは、溜まっても印刷工程には影響しません。 プラテン ・ ローラーの
汚れは、印字ヘッ ドの破損や、印刷時の用紙の滑りや詰ま りの原因になるこ とがあ り
ます。 粘着物、 ゴ ミ  ( 紙、 ライナー以外からのもの )、 ホコ リ、 油、 その他の汚れな
どは、 直ちにプラテンから取り除いてください。

プ リ ンタのパフォーマンス、印字品質、用紙処理が著し く悪化した場合は、 プラテン
( および用紙経路 ) をク リーニングしてください。 プラテンは、 印刷面であ り、 用紙
のド ライブ ・ ローラーです。 ク リーニングした後も粘着やジャムが続く場合は、 プラ
テンを取り替えなければなり ません。

ファイバーのない綿棒 （Texpad 布など） か、 リ ン ト フ リーの清潔な湿らせた布に医療
用アルコール (純度90%以上 ) を軽く含ませて、プラテンをク リーニングしてください。

1. カバー ( ディ スペンサ・ ドア ) を開いてください。プラテン部分から用紙を取り除
きます。

2. 左右のプラテンのベア リ ング ・ ラ ッチ解除タブをプ リ ンタ前面に向かって引き、
回転させます。

プラテン ・ ベアリング
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3. プリ ンタの底のフレームからプラテンを持ち上げます。

4. アルコールで湿らせた綿棒でプラテンをク リーニングします。 中央から外側に向
かって拭きます。 ローラーの表面がすっかり きれいになるまで、 このプロセスを
繰り返します。 粘着物の蓄積やラベルのジャムがひどい場合は、 新しい綿棒でク
リーニングを繰り返して残った汚れを除去してください。たとえば、1 回のク リー
ニングでは粘着物や油が薄くなっても、 完全には取り除けないこ とがあ り ます。

5. プラテンをプリ ンタに装着します。 使用した綿棒は破棄し、 再利用しないでくだ
さい。

6. ベア リ ングと ド ライブ ・ ギアをプラテンのシャフ トに合わせます。
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7. プラテンを左側のギアに合わせて、 プリ ンタの底のフレームに下ろします。

8. 左右のプラテンのベア リ ング ・ ラ ッチ解除タブをプリ ンタ背面に向かって下に回
転し、 定位置に固定します。

ディ スペンサ ・ ドアや用紙カバーを閉じる前、 またはラベルを挿入する前に、 1 分間
プリ ンタを乾かして ください。

プリンタのその他のメンテナンス

このセクシ ョ ンで説明する手順以外に、ユーザー・ レベルで行う メンテナンス手順は
あ り ません。 プ リ ンタや印刷の問題の診断に関する詳細は、 133 ページの ト ラブル
シューティング を参照してください。

RTC バッテリ
RTC ( リ アル ・ タイム ・ ク ロ ッ ク ) バッテ リはオペレータが交換するこ とはできませ
ん。 バッテ リの交換は、 Zebra 認定サービス技師にお任せください。

ヒューズ
ZD500 Series™ プリ ンタや電源のヒ ューズは交換可能ではあ り ません。

注意 • プリンタでは 3 ボルトのリチウム・バッテリを使用します。プリンタの日
付スタンプが一貫して遅延している場合は、バッテリの残存量が少ないか完全にあ
がってしまっていることが識別できます。バッテリの交換は、資格のあるサービス
技師が行う必要があります。Zebra 認定の交換用バッテリのみを使用してください。

重要 • その地域のガイ ド ラインと規則に従って、バッテ リ を リサイクルしてくださ
い。短絡を避けるため、バッテ リ を破棄 ( または保管 ) する際にはバッテ リ をカバー
してください。

絶対にバッテ リ を短絡させないでください。 バッテ リ を短絡させる と、 発熱や発
火、 爆発が起きる恐れがあり ます。

バッテ リ を加熱や分解したり、 火の中に投げ込むこ とは絶対にしないでください。 
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印字ヘッ ドの取替え
印字ヘッ ドを交換する必要が生じた場合は、 実際に交換する前に、 その手順を読み、
取り外し と取り付けのステップを確認してください。

この手順を開始する前に、 ラ ッチ解除ラ ッチを前方に引き、 ト ップカバーを上げて、
プリ ンタを開けてください。

印字ヘッ ドの取り外し

1. プリ ンタを開きます。 プリ ンタから熱転写リボンを取り出します。

2. 小型のマイナス ・ ド ラ イバを使って、 リボン ・ ガイ ドを取り外します。 リボン ・
フレームからガイ ドの右側のタブをそっと外します。 リボン ・ ガイ ドの左側を引
き出します。

注意 • 作業エリアは静電気から保護するように準備して ください。 作業エリアを静電気か
ら保護するため、 プリンタを適切にアースされた伝導性の緩衝マッ トの上に置いたり、 作
業者に伝導性のリスト ・ ス ト ラ ップを付けさせる必要があります。

注意 • 印字ヘッ ドを取り替える前に、プリンタの電源を切って電源コードを抜いて ください。

リボン ・ ガイ ド
( および印字ヘッ ド ・ カバー )
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3. とがっていないツールで印字ヘッ ドの右側の解除タブを押し、 続いて左側の解除
タブを押します。 直径が 2.5 ～ 3.8 mm (0.10 ～ 0.15 インチ ) のツールを使用する
こ とができます。

リボン ・ フレームの印字ヘッ ドの解除タブの ( 丸い ) 開口部にツールを挿入しま
す。 解除タブを押して、 印字ヘッ ドのブラケッ ト をそっと押し下げます。
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4. 印字ヘッ ドから、 2 束の印字ヘッ ド ・ ケーブルのコネクタをそっと、 しかし確実
に引き抜きます。 

5. 印字ヘッ ドから緑のアース線をそっと、 しかし確実に引き抜きます。
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印字ヘッ ドの取り替え

1. 左側の印字ヘッ ド ・ コネク タを印字ヘッ ドに押し込みます。 コネクタは一方向に
しか挿入するこ とができません。 

2. 印字ヘッ ドに緑のアース線を挿入します。 

3. 右側の印字ヘッ ド ・ コネク タを印字ヘッ ドに押し込みます。

4. アース線の束が印字ヘッ ドに接続されたままであるこ とを確認します。
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5. 印字ヘッ ドのブラケッ トのタブを、 リボン ・ フレーム ・ アセンブリのスロ ッ トに
押し込みます。 印字ヘッ ド ・ スプ リ ング ・ スロ ッ ト を  5 つのポス トに合わせて、
印字ヘッ ドを リボン ・ フレームに固定します。

スロッ ト

ポス ト

スプリング ・
スロッ ト

タブ

スプリング ・
スロッ ト

スプリング ・
ポス ト



メ ンテナンス
印字ヘッ ドの取替え

132

P1062653-072 改訂 A ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/3/3

6. リ ボン ・ ガイ ドの左側を、 リボン ・ フレーム内に配置します。 リボン ・ ガイ ドの
右側を回転させてスロ ッ トに挿入し、 所定の位置に固定します。 

7. 圧力をかける と、 印字ヘッ ドが上下に自由に移動し、 圧力を解除する と ロ ッ ク さ
れたままになるこ とを確認します。

8. 印字ヘッ ドをク リーニングします。 新しいペンを使用して、 印字ヘッ ドから皮脂
( 指紋など ) や破片を拭き取り ます。印字ヘッ ドの中央から外に向かってク リーニ
ングします。 121 ページの印字ヘッ ドのク リーニング を参照してください。

9. 用紙を再装着します。電源コードを差し込み、プリ ンタをオンにし、ステータス ・
レポー ト を印刷して、 プ リ ンタが正常に作動しているかど う か確認します。 30
ページの設定レポート のプ リ ン ト アウ ト を使用したテス ト印刷 を参照して くだ
さい。
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7
ト ラブルシューテ ィング

このセクシ ョ ンでは、 ト ラブルシューティング手順について説明します。
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エラー ・ メ ッセージ
エラーが発生する と、 コン ト ロール ・ パネルにメ ッセージが表示されます。 エラー、
考えられる原因、 奨励される解決策については、 表 1 を参照してください。

表 1 • エラー ・ メ ッセージ

ディスプレイ / インジケータ ・ ランプ 考えられる原因 奨励される解決策

「STATUS ( ステータス )」 ランプが赤
色点灯

印字ヘッ ドが完全に閉じて
いません。

印字ヘッ ド を完全に閉じま
す。

印字ヘッ ド ・ オープン ・ セ
ンサーが正常に動作してい
ません。

センサーの交換について
は、 サービス技師にお問い
合わせください。

「STATUS ( ステータス )」 ランプが赤
色点灯

用紙がセッ ト されていない
か、 正し く セッ ト されてい
ません。

用紙を正 し く セ ッ ト し ま
す。

用紙センサーの調整不良で
す。

用紙センサーの位置を確認
します。

プ リ ンタは単票用紙を使用
する よ う設定されています
が、 連続用紙がセッ ト され
ています。

1. 適切な用紙タイプをセッ
トするか、 プ リ ンタを現
在の用紙タイプにリセッ
ト します。

2. プリ ンタをキャ リブレー
ト します。 82 ページの
マニュアル ・ キャ リブ
レート  - 用紙 を参照して
ください。

「STATUS ( ステータス )」 ランプが赤
色点灯

熱転写モードで :

• リ ボン ・ ロールの端が検
出されました。

空の リ ボンを新しいロール
に交換してください。

「STATUS ( ステータス )」 ランプが赤
色点滅

印字ヘッ ドが損傷を受けて
いるか、 間違って交換され
たか、 純正の Zebra™ 印字
ヘッ ドではない他のヘッ ド
と交換されています。

Zebra™ 純正印字ヘッ ド を
取り付けます。

HEAD OPEN ( ヘ ッ ド ・ オープ ン )
CLOSE HEAD ( ヘ ッ ド を閉めます )

MEDIA OUT ( 用紙切れ )
LOAD MEDIA ( 用紙のセ ッ ト )

ALERT ( ア ラ ー ト )
RIBBON OUT ( リ ボン切れ )

PH NOT AUTHENTICATED 
( 印字ヘ ッ ドが認証されていない )

REPLACE PRINTHEAD 
( 印字ヘ ッ ド の交換 )
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「STATUS ( ステータス )」 ランプが黄
色点灯

注意 • 印字ヘッ ドは高温になっているため、 重度の火
傷を引き起こす危険があります。 印字ヘッ ドが冷却す
るまで時間をおいて ください。

印字ヘッ ドの温度が高すぎ
ます。

プ リ ンタが冷却するまで時
間をおいて ください。 印字
ヘッ ド ・ エレ メ ン ト の温度
が許容範囲の動作温度まで
低下する と、 印刷が自動的
に再開されます。

このエラーが続 く 場合は、
プ リ ンタの設置場所を変更
する こ とや印字速度を遅め
にする こ と を考慮して くだ
さい。

「STATUS ( ステータス )」 ランプが黄
色点灯

プリ ンタに、 これらのメ ッセージまた
はメ ッセージの循環のいずれかが示
されます。

注意 • 印字ヘッ ドのデータ・ケーブルまたは電源ケーブ
ルが正し く接続されていないと、このエラー・ メ ッセー
ジが示されることがあります。印字ヘッ ドは高温になっ
ているため、 重度の火傷を引き起こす危険があります。
印字ヘッ ドが冷却するまで時間をおいて ください。

印字ヘッ ドのデータ ・ ケー
ブルが正し く接続されてい
ません。

印字ヘッ ドの接続について
は、 サービス技師にお問い
合わせください。

印字ヘッ ドのサーミ スタに
エラーがあ り ます。

印字ヘッ ドの交換について
は、 サービス技師にお問い
合わせください。

印字ヘッ ドの温度が、 動作
温度の下限に近づいていま
す。

印字ヘッ ドが適切な動作温
度に達するまで印刷を続行
します。 エラーが消えない
場合には、 動作環境の温度
が低すぎて適切な印刷がで
き ない場合が考え ら れま
す。 プ リ ンタを暖かい場所
に移動してください。

表 1 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

ディスプレイ / インジケータ ・ ランプ 考えられる原因 奨励される解決策

PRINT HEAD OVERTEMP 
( 印字ヘ ッ ド過剰高温 )

PRINTING HALTED ( 印刷停止 )

HEAD COLD ( ヘ ッ ド低温 )
PRINTING HALTED ( 印刷停止 )

THERMISTOR ( サー ミ ス タ )
REPLACE PRINTHEAD 

( 印字ヘ ッ ド の交換 )
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「STATUS ( ステータス )」 ランプが赤
色点灯

注意 • カッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃を
なでたり、 刃に触れたり しないように注意して く ださ
い。

カッ ターの刃が用紙経路に
入っ て い ま す。 おそ ら く
カ ッ ターが妨げられていま
す ( 紙詰ま り )。

カ ッ ターの刃が停止してい
ます。電源をオン / オフした
り、SGD cutter.clean_cutter コ
マン ドで切り取りサイ クル
を実行しても障害物を取り
除けない場合は、 修理が必
要です。 詳細については、
『ZPL プログラ ミ ング ・ガイ
ド』 を参照して ください。 

メ モ リ が不足 し てい る た
め、エラー・ メ ッセージの 2
行目に示されている機能を
実行できません。

ラベル ・ フォーマッ ト また
はプ リ ンタのパラ メータを
調整して、 プ リ ンタの メモ
リ の一部を解放します。 メ
モ リ を解放するには、 印字
幅をデフォル ト設定のまま
にせず、 実際のラベルの幅
に調整します。 56 ページの
設定 メ ニ ュー の 「PRINT
WIDTH ( 印字幅 )」 を参照し
て ください。 

取り付けられていないデバ
イスや使用できないデバイ
スにデータが送られていな
いかど うか確認します。

問題が解決し ない場合は、
サービス技師にお問い合わ
せください。

表 1 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

ディスプレイ / インジケータ ・ ランプ 考えられる原因 奨励される解決策

CUT ERROR 
( 切り取り エ ラ ー )

OUT OF MEMORY 
( メ モ リ がい っ ぱいです )

STORING GRAPHIC 
( グ ラ フ ィ ッ ク保存中 )

OUT OF MEMORY 
( メ モ リ がい っ ぱいです )

STORING FORMAT 
( フ ォ ーマ ッ ト保存中 )

OUT OF MEMORY 
( メ モ リ がい っ ぱいです )

STORING BITMAP 
( ビ ッ ト マ ッ プ保存中 )

OUT OF MEMORY 
( メ モ リ がい っ ぱいです )

STORING FONT0
( フ ォ ン ト保存中 )
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印刷の問題

このセクシ ョ ンでは、印刷または印字品質の考えられる問題、考えられる原因、およ
び奨励される解決策が示されています。

表 2 • 印刷の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

一般的な印字品質の
問題 - 印字イ メージ
が正常ではあ り ませ
ん。

印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。 121 ペー
ジの印字ヘッ ドのク リーニング および 124
ページのプラテンのク リーニングと交換 を
参照してください。

プ リ ン タが不適切な濃度レ
ベルまたは印字速度に設定
されています。

最適な印字品質を得るには、バー・ コードに
設定できる最低の濃度に設定し、アプリ ケー
シ ョ ンでその濃度をグラフ ィ ッ クおよびテ
キス ト品質と調整します。 

印字速度を、メディアまたはリボンに適した
メーカーの最大定格速度以上に設定しない
でください。

146 ページの印字品質レポー ト  を実行する
と、ご使用のアプリ ケーシ ョ ンに最適な濃度
と速度の設定を確認できます。 

濃度設定の変更方法については、 56 ページ
の設定メニュー の 「DARKNESS ( 濃度 )」 を
参照して ください。

印字速度の変更方法については、 56 ページ
の設定メニュー の 「PRINT SPEED ( 印字速
度 )」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンに適して
いないラベルと リ ボンの組
み合わせを使用しています。

1. 互換性のある組み合わせを見出すため、
別のタイプの用紙またはリボンに切り
替えてください。

1. 必要に応じて、 公認の Zebra 再販業者ま

たは流通業者にお問い合わせください。

正し く ない電源供給装置を
使用している可能性があ り
ます。

こ のプ リ ン タに付属し ていた正しい 100
ワ ッ ト電源供給装置が使用されているか確
認してください。 

印字ヘッ ドが磨耗しました。 印字ヘッ ドを交換してください。印字ヘッ ド
は消耗品で、用紙と印字ヘッ ドの摩擦によっ
て磨耗します。承認されていない用紙を使用
する と、 印字ヘッ ドの寿命が短くなった り、
損傷するこ とがあ り ます。 

プラテンのク リ ーニングま
たは交換が必要な可能性が
あ り ます。 

プラテン ( ド ラ イブ ) ローラーをク リーニン

グまたは交換してください。
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ラベルに印字されま
せん。

リボン ( 熱転写 ) を使用しな
い印刷の用紙が、感熱紙でな
い可能性があ り ます。

  

87 ページの感熱用紙のタイプの特定 のテス
ト手順を参照してください。

「インク」 が リ ボンの外側に
付いていないか、このプリ ン
タに認定されたものではな
い可能性があ り ます。

次のリボン・テス ト手順を参照してください :
93 ページのリボンの粘着性テス ト  および 94
ページのリボンのスク ラ ッチ ・ テス ト

用紙または リ ボンが正し く
セッ ト されていません。

用紙の印刷面が印刷ヘッ ドの方向を向いて
いる必要があ り ます。 「設定」 セクシ ョ ンの
「ロール紙のセッ ト 」 (20 ページ ) の説明に
従って く だ さい。 23 ページのロール紙の
セッ ト

  転写リボンを使用する印刷については、 26
ページの転写リ ボンの装着 を参照して くだ
さい。

ラベルでの印刷整合
性のロス。 フォーム
上部の位置が過剰に
縦方向にずれる

プラテン・ ローラーが汚れて
います。

印字ヘッ ド とプラテン・ローラーをク リーニ
ングし ます。 121 ページの印字ヘッ ドのク
リーニング および 124 ページのプラテンの
ク リーニングと交換

用紙タ イプの設定が不適切
です。

正しい用紙のタイプ ( ギャップ / 切れ込み、
連続またはマーク ) 用にプリ ンタを設定しま
す。 56 ページの設定メ ニュー の 「MEDIA
TYPE ( 用紙タイプ )」 を参照してください。

用紙が正し く装着されてい
ません。

用紙を正し く セ ッ ト し ます。 23 ページの
ロール紙のセッ ト  を参照してください。

複数のラベルに長い
印刷ヌケの跡がある

印刷エレ メ ン ト が損傷して
います。

サービス技師にお問い合わせください。

ラベル全体の印刷が
薄すぎるか、 濃すぎ
る

用紙または リ ボンが高速処
理に適していません。

高速処理用に推奨されているサプラ イ製品
と交換します。

アプ リ ケーシ ョ ンに適して
いない用紙と リ ボンの組み
合わせを使用しています。

1. 互換性のある組み合わせを見出すため、
別のタイプの用紙またはリボンに切り替
えてください。

2. 必要に応じて、 公認の Zebra 再販業者ま
たは流通業者にお問い合わせください。

感熱用紙と リ ボンの組み合
わせを使用しています。

感熱用紙では、 リボンは必要あ り ません。感
熱用紙を使用しているかど う かを確認する
には、 93 ページの リ ボンを使用するケース
に記載されているラベルのスク ラ ッチ・テス
ト を実行して ください。

ラベルに染みが付い
ている

用紙または リ ボンが高速処
理に適していません。

高速処理用に推奨されているサプラ イ製品
と交換します。

表 2 • 印刷の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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ラベルが位置ずれか
飛ばされる

プ リ ン タがキャ リ ブレー ト
されていません。

プ リ ンタをキャ リブレー ト します。 82 ペー
ジのマニュアル・キャ リブレート  - 用紙 を参
照してください。

ラベル・フォーマッ トが不適
切です。

ラベル・フォーマッ ト を確認し、必要に応じ
て訂正します。

フォーム上部の位置
が縦方向にずれる

プ リ ン タ の キ ャ リ ブ レ ー
シ ョ ンがずれています。

プ リ ンタをキャ リブレー ト します。 82 ペー
ジのマニュアル・キャ リブレート  - 用紙 を参
照してください。

プラテン・ ローラーが汚れて
います。

印字ヘッ ド とプラテン・ローラーをク リーニ
ングし ます。 121 ページの印字ヘッ ドのク
リーニング および 124 ページのプラテンの
ク リーニングと交換 を参照してください。

画像またはラベルが
縦方向にずれる

プ リ ン タでは単票ラベルが
使用されていますが、設定は
連続モードになっています。

プ リ ンタを正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ /
切れ込み、連続、またはマーク  - 56 ページの
設定メニュー の「MEDIA TYPE ( 用紙タイプ
)」 を参照 ) に設定し、 必要に応じて、 プ リ
ンタをキャ リ ブレー ト し ます (82 ページの
マニュアル・キャ リブレート  - 用紙 を参照し
てください )。

用紙センサーが正し く キャ
リブレート されていません。

プ リ ンタで用紙をキャ リブレート します。82
ページのマニュアル・キャ リブレート  - 用紙
を参照してください。

プラテン・ ローラーが汚れて
います。

印字ヘッ ド とプラテン・ローラーをク リーニ
ングし ます。 121 ページの印字ヘッ ドのク
リーニング および 124 ページのプラテンの
ク リーニングと交換 を参照してください。

用紙または リ ボンが正し く
ロード されていません。

用紙と リ ボンが正し く ロード されている こ
と を確認し ます。 23 ページのロール紙の
セッ ト  および 26 ページの転写リボンの装着
を参照してください。

用紙に互換性があ り ません。 プ リ ンタ仕様に合った用紙を使用して くだ
さい。 ラベル間の切れ目または切れ込みが 2
～ 4 mm であ り、等間隔であるこ とを確認し
ます。

ラベルに印刷された
バーコードをスキャ
ンできない

印刷が薄すぎるか濃すぎる
ため、バーコードが仕様を満
たしていません。

146 ページの印字品質レポー ト を実行し ま
す。必要に応じて印刷濃度または印刷速度を
調整します。

バーコードの周囲に十分な
空白があ り ません。

ラベル上のバーコード とその他の印刷領域
の間、およびバーコード と ラベルの端の間に
は、 最低 3.2 mm (1/8 インチ ) の空白を残し
ておきます。

表 2 • 印刷の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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リボンの問題
表 3 は、 リ ボンに関して発生する可能性のある問題、 考えられる原因、 および奨励
される解決策を示したものです。

表 3 • リボンの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

リ ボンが損傷または
溶解している

濃度の設定が高すぎます。 1. 濃度の設定を下げます。 濃度設定の変
更方法については、 56 ページの設定メ
ニュー の 「DARKNESS ( 濃度 )」 を参照
して ください。

2. 印字ヘッ ドを完全にク リーニングしま
す。 121 ページの印字ヘッ ドのク リーニ
ング および 124 ページのプラテンのク
リーニングと交換 を参照してください。

リ ボンのコーテ ィ ング面が
適切であ り ません。このプリ
ンタには使用できません。

適切な面がコーテ ィ ングされている リ ボン
と交換して く ださい。 詳細については、 93
ページの リ ボンのコーティ ング面 を参照し
てください。

リボンにシワがある リ ボンが正し く設定されま
せんでした。

リ ボンを正し くセッ ト します。 26 ページの
転写リボンの装着 を参照してください。

印字ヘッ ドまたはプラテン ・
ローラーが正し く装着され
ていない可能性があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。 

リ ボンがなくなって
もプ リ ンタが検知し
ない

認定されていない リ ボンを
使用している可能性があ り
ます。

反射式リボン ・ ト レーラで Zebra 認定リボン
を装着します。
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通信の問題
表 4 は、 通信の問題、 考えられる原因、 および奨励される解決策を示したものです。

表 4 • 通信の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルのフォーマッ トが
プ リ ンタに送信されたが
認識されない。
「DATA ( データ )」 ラ イ
トが点滅しない

通信パラ メータが不適切
です。

プ リ ンタのド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェア
の通信設定を確認します ( 必要な場合 )。

シ リ アル通信を使用している場合は、 シ リ
アル・ポート設定を確認します。 79 ページ
のポート ・ メニュー を参照してください。

シ リ アル通信を使用している場合は、 ヌ
ル・モデム・ケーブルまたはヌル・モデム・
アダプタを使用している こ と を確認して
ください。

プ リ ンタのハンドシェイ ク ・ プロ ト コル設
定を確認します。 ホス ト ・ コンピュータが
使用している設定に一致するハン ドシェ
イ ク ・ プロ ト コルを選択してください。 ホ
ス ト ・ ハンドシェイ ク ・ メニュー項目につ
いては、 79 ページのポー ト ・ メニュー を
参照してください。

ド ライバを使用している場合は、 ド ライバ
の通信設定が接続に適したものであるか
ど うかを確認します。

ラベルのフォーマッ トが
プ リ ンタに送信されまし
た。 ラベルが何枚か印刷
されるが、 その後、 プ リ
ンタでラベル上の画像が
飛ぶか、 誤った位置に配
置されるか、 印刷されな
いか、 歪んで印刷される

シ リ アル通信設定が不適
切です。

フロー制御設定がホス ト ・ システムに一致
するこ とを確認します。

通信ケーブルの長さを確認します。 

プ リ ンタのド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェア
の通信設定を確認します ( 必要な場合 )。

ラベルのフォーマッ トが
プ リ ンタに送信されたが
認識されない。
「DATA ( データ )」 ラ イ
トが点滅するが、 印刷が
行われない

プ リ ンタに設定されてい
るプレフ ィ ッ ク ス文字と
デ リ ミ タ文字がラベル ・
フォーマッ ト の文字と一
致していません。

プレフ ィ ッ ク ス文字とデ リ ミ タ文字を確
認し ます。 75 ページの言語 メ ニュー の
「COMMAND CHAR ( コマンド文字 )」およ
び 「DELIMITER CHAR ( デリ ミ タ文字 )」
を参照して ください。

誤ったデータがプ リ ンタ
に送信されています。

コンピュータの通信設定を確認します。 設
定がプ リ ンタの設定に一致している こ と
を確認します。

それでも問題が解決しない場合は、 ラベ
ル ・ フォーマッ ト を確認します。
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その他の問題
表 3 は、 プ リ ンタに関するその他の問題、 考えられる原因、 および奨励される解決
策を示したものです。 

表 5 • その他のプリンタの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

コン ト ロール ・ パネルに
判読できない言語が
表示される

コン ト ロール・パネルまたは
ファームウェア・ コマンドに
よって言語パラ メータが変
更されました。

1. コン ト ロール ・ パネル ・
ディ スプレイで、 言語メ
ニューまでスクロールし
ます。

2. このメニューのアイテムにアク
セスするには、 「OK」 を押して
ください。

3. 上方向または下方向ボタンを押
して言語の選択肢をスクロール
します。 このパラ メータの選択
肢は、 実際の当該言語で表示さ
れるため、 自分の判読できる言
語が見つけやすくなっています。

4. 表示する言語を選択します。

ディ スプレイの文字または
文字の一部が欠けている

ディ スプレ イの交換が必要
な可能性があ り ます。

サービス技師にお問い合わせくださ
い。

パラ メータの設定変更が
反映されていない

一部のパラ メータの設定が
不適切です。

1. パラ メータをチェッ ク し、 必要
に応じて変更またはリセッ ト し
て ください。 

2. プリ ンタの電源をオフ  (O) にし
てからオン (I) にします。

ファームウェア・ コマンドに
よ り、パラ メータの変更機能
がオフになっています。

『Programming Guide for ZPL, ZBI,
Set-Get-Do, Mirror, and WML』を参照す
るか、 サービス技師にお問い合わせ
ください。ファームウェア・ コマンドに

よ り、パラ メータが以前の設
定に戻されています。

問題が解決しない場合は、 メ
イン ・ ロジッ ク ・ボードに問
題がある可能性があ り ます。

サービス技師にお問い合わせくださ
い。

単票ラベルが連続ラベルと
して扱われる

プリ ンタが、使用している用
紙に合わせてキャ リ ブレー
ト されていません。

プ リ ン タをキャ リ ブレー ト し ます。
82 ページのマニュアル ・ キ ャ リ ブ
レート  - 用紙 を参照してください。

プ リ ン タが連続用紙用に設
定されています。

正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ / 切
れ込み、 連続またはマーク ) 用にプ
リ ンタを設定します。 56 ページの設
定メニューの 「MEDIA TYPE ( 用紙
タイプ )」 を参照して ください。
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RFID のト ラブルシューテ ィ ング
RFID ハード ウェアの問題の多くは、 プ リ ンタで 「マニュアル ・ キャ リブレート  - 用
紙」 (82 ページのマニュアル ・ キャ リブレート  - 用紙 ) を実行した後、 選択した RFID
用紙で 「RFID キャ リブレート 」 (83 ページの RFID キャ リブレート ) を実行するこ と
によ り修正または診断できます。 これら  2 つの操作が、 RFID 操作に関する問題を ト
ラブルシューティングするための出発点となり ます。プリ ンタは用紙の基本特性 ( 長
さ、 ギャ ップなど ) を検知し、 RFID モジュールは選択した RFID 用紙に対する認識、
読み取り、 書き込みをエラーなく行えていますか。 

他の問題の多くは、プ リ ンタの場所 ( 他の UHF 無線ソースや他の RFID リーダー、プ
リ ンタ、 タグ、 およびデバイスの近く ) によって生じていたり、 用紙がプリ ンタ と互
換性がないこ とが考えられます。 

RFID 操作と関連する用紙の問題を ト ラブルシューテ ィ ングするための情報は、
『RFID Programming Guide 3 (RFID プログラ ミ ング ・ ガイ ド  3』 に記されています。 こ
のガイ ドを閲覧するには、 次の Zebra Web サイ トにアクセスして ください。

www.zebra.com/support

ZD500R または ZD500 シ リーズ ・ プ リ ンタを検索します。 「Manuals」 タブを表示し、
「RFID Programming Guide 3」 を参照します。 

プリ ンタ ・ ファームウェアの更新によ り、 一部の RFID 用紙のプリ ンタ操作および他
の一般的な操作が改善または拡張する こ とがあ り ます。 ファームウェアは、 プ リ ン
タ ・ サポート  Web ページでも入手できます。

すべてのインジケータ ・ ラ
イ トが点灯しているが、
ディ スプレイに何も表示さ
れず、 プ リ ンタがロ ッ ク さ
れて動かない。 または

パワーオン ・ セルフ ・ テス
トの実行中、 プ リ ンタが
ロ ッ ク されて動かなくなる。

内部の電子的傷害 ま たは
ファームウェアの故障です。

サービス技師にお問い合わせくださ
い。

表 5 • その他のプリンタの問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策

http://www.zebra.com/support
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プリンタの診断
診断レポート、 キャ リブレート手順、工場デフォルトの復元、および他の診断によっ
て、プ リ ンタの状態に関する具体的な情報が得られます。 この手順ではプリ ン ト アウ
ト をサンプ リ ングし、 プ リ ンタの動作状態の判断に役立つ具体的な情報を提供しま
す。

各セルフ ・ テス ト を実行するには、 プ リ ンタの電源をオン (I) にする と きに特定のコ
ン ト ロール・パネル・ キーまたはキーの組み合わせを押します。 キーは最初のインジ
ケータ ・ ランプがオフになるまで押し続けます。 パワーオン ・ セルフ ・ テス トが終了
する と、 選択したセルフ ・ テス トが自動的に開始されます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト

パワーオン ・セルフ ・ テス ト  (POST) は、 プ リ ンタの電源をオン (l) にするたびに実行
されます。 このテス トでは、 コン ト ロール ・パネル ・ ランプ (LED) のオン / オフを切
り替え、 正し く動作する こ と を確認します。 このセルフ ・ テス ト の終了時には、 ス
テータス  LED のみが点灯しています。パワーオン ・セルフ ・テス トが終了する と、用
紙は正しい位置に送られます。

パワーオン ・ セルフ ・ テスト を開始するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをオン (I) にします。

電源 LED が点灯します。 それ以外のコン ト ロール ・ パネルの LED および LCD 
は、 テス トの進行状況を監視し、 各テス トの結果を表示します。 POST では、 す
べてのメ ッセージは英語で表示されますが、 テス トが失敗した場合はその他の言
語でも順次表示されます。

重要 • セルフ ・ テス ト を実施する場合は、 用紙全幅を使用します。 用紙に十分な幅
がないと、 テス ト ・ ラベルがプラテン ・ ローラーに印刷される場合があ り ます。 こ
れを防止するには、 印刷幅を点検し、 使用している用紙に印字幅が適しているこ と
を確認します。

注 • 

• セルフ ・テス ト を実行する と きは、 ホス トからプリ ンタにデータを送信しないで
ください。

• 使用している用紙が印刷するラベルよ り も短い場合、 テス ト ・ ラベルは次のラベ
ルに続けて印刷されます。

• 完了する前にセルフ ・ テス ト を取り消す場合は、 電源をオフ  (O) にしてからオン
(l) にし、 プ リ ンタを リセッ ト して ください。

• プリ ンタがディ スペンス ・モードに設定され、台紙がアプリ ケータによって使用
されている場合は、 ラベルが使用可能になった時点で、操作者がラベルを手動で
取り除く必要があ り ます。
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設定レポート

設定レポート  (CANCEL ( キャンセル ) セルフ・テス ト ) は一連のプリ ンタおよびネッ
ト ワーク設定レポート を出力します。 

設定を実行するには、 次の手順を実行します。

1. 用紙が正常にセッ ト されて、 プ リ ンタの ト ップ ・ カバーが閉じているこ とを確か
めてください。

2. 「CANCEL ( キャンセル )」 ボタンを押しながら、 プ リ ンタの電源スイ ッチをオン
(I) にします。

3. 「CANCEL ( キャンセル )」 ボタンを押し続け、 プ リ ンタのステータス ・ ランプが
初めて緑色に変わったら離します。

4. プリ ンタのディ スプレイに「PRINTER READY (ﾌﾟﾘﾝﾀ_ﾚﾃﾞｨ)」と表示されてから  2、
3 秒後に、プ リ ンタおよびネッ ト ワーク設定レポート  (下記参照) が印刷されます。 
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印字品質レポート

用紙のタイプが異なる と、 別の濃度設定が必要になる場合があ り ます。 この項では、
仕様の範囲内のバーコードを印刷するための最適な濃度を判断できる、簡単で効果的
な方法を説明します。

印刷品質レポート  (FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト ) では、 一連のラベルが異なる
濃度設定と  2 種類の印字速度で印刷されます。各ラベルには、相対濃度と印刷速度が
印刷されます。 これらのラベルのバーコードについては、 ANSI の判定を利用してそ
の印刷品質を確認できます。

このテス トでは、 1 組のラベルが 2 ips で、 別の 1 組が 6 ips で印刷されます。 濃度値
はプリ ンタの現在の濃度値 ( 相対濃度 -3) よ り低い 3 種類の設定で開始され、 徐々に
濃度を増し、 最後に現在の濃度値 ( 相対濃度 +3) よ り も高い 3 種類の設定で印刷され
ます。

この印刷品質テス トにおけるラベルの印刷速度は、印字ヘッ ドのド ッ ト密度によ り異
なり ます。

• 300 dpi のプリ ンタ :7 枚のラベルが 2 ips および 6 ips の速度で印刷されます。

• 203 dpi のプリ ンタ :7 枚のラベルが 2 ips および 6 ips の速度で印刷されます。

印刷品質レポート を実行するには、 以下の手順に従います。

1. 設定ラベルを印刷し、 プ リ ンタの現在の設定を確認します。

2. プリ ンタをオフ  (O) にします。

3. 「FEED ( フ ィード )」 ボタンを押しながら、 プ リ ンタをオン (I) にします。 コン ト
ロール ・ パネルの最初のランプが消えるまで、 「FEED ( フ ィード )」 ボタンを押
し続けます。

プリ ンタが、 さまざまな速度と濃度設定 ( 図 1) で一連のラベルを印刷します。
濃度の設定には、 設定ラベルに示されている値よ り も高いものと低いものが含ま
れます。

図 1 • 印字品質レポート
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4. 図 2 および表 6 を参照してください。テス ト ・ ラベルを検査して、 どのラベルが
アプリ ケーシ ョ ンに最適な印刷品質であるか判断します。 バーコード検証器があ
る場合は、 バーコード検証器を使用してバー / 空白部分を測定し、 印刷のコン ト
ラス ト を計算します。 バーコード検証器がない場合は、 目視およびシステム ・ ス
キャナを使用して、 このセルフ ・ テス トで印刷されるラベルに基づいて最適の濃
度設定を選択するこ とをお勧めします。

図 2 • バーコードの印字濃度の比較

表 6 • バーコードの品質判定

印字品質 説明

濃すぎる 明らかにラベルが濃すぎます。 判読可能ですが、 「仕様範囲
内」 とは認めにくいレベルです。 

• 標準バーコードのバーのサイズが大き くなっています。

• 小さい英数字の文字の開いた部分にインクがたまる場合
があ り ます。 

• 回転バーコードのバーと空白部分が混じっています。
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5. 相対濃度の値と印刷速度は、 最適なテス ト ・ ラベルに印刷されます。

6. 相対濃度の値を加えるか差し引いて、 設定ラベルで指定された濃度の値を調整し
ます。 結果の数値が、 そのラベルと リボンの組み合わせおよび印刷速度に最適な
濃度の値とな り ます。

7. 必要に応じて、 濃度の値を最適テス ト ・ ラベルの濃度の値に変更します。

8. 必要に応じて、 印刷速度を最適なテス ト ・ ラベルの印刷速度と同じにします。 

やや濃い やや濃いラベルは、 一目瞭然には判別できません。 

• 標準バーコードは、 「仕様範囲内」 です。 
• 小さい英数字の文字が太く、 つぶれている場合もあ り ま

す。 
• 回転バーコードの空白部分が、「仕様範囲内」 のものに比

べて小さいため、コードを判読できない場合があ り ます。

「仕様範囲内」 「仕様範囲内」 のバーコードは検証器でのみ確認可能です
が、 見た目で判断できる特徴がいくつかあ り ます。

• 標準バーコードのバーは、 完全でムラがなく、 空白部分
は鮮明ではっき り と見分けられます。 

• 回転バーコードのバーが完全で色ムラがなく、 空白部分
は鮮明ではっき り と見分けられます。 やや濃いバーコー
ド よ り不鮮明な場合もあ り ますが、このバーコードは「仕
様範囲内」 です。 

• 標準モード と回転モードのいずれにおいても、 小さい英
数字がはっき り しています。

やや薄い 「仕様範囲内」 のバーコードには、 場合によっては濃いめの
ラベルよ り も薄めのラベルのほうが好まれます。 

• 標準バーコードおよび回転バーコードはどちら も仕様範
囲内ですが、 小さい英数字が不鮮明な場合があ り ます。

薄すぎる 明らかにラベルが薄すぎます。 

• 標準バーコードおよび回転バーコードのバーと空白部分
が不完全です。 

• 小さい英数字を判読できません。

表 6 • バーコードの品質判定 ( 続き )

印字品質 説明
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プリンタの工場デフォルトへのリセッ ト

これを実行する と、 プ リ ンタ設定が、 ネッ ト ワーク未接続プ リ ンタ設定用の工場デ
フォル ト値に リ セッ ト されます。 この手順の後でセンサーのキャ リブレーシ ョ ンを
行ってください (82 ページのマニュアル ・ キャ リブレート  - 用紙 参照 )。

プリンタの工場デフォルトへのリセッ ト手順 (FEED ( フ ィード ) + PAUSE (一時停止
) セルフ ・ テス ト ) を実行するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 「FEED ( フ ィード )」ボタンと 「PAUSE ( 一時停止 )」ボタンを押しながら、プ リ ン
タの電源をオン (I) にします。

3. コン ト ロール・パネルの最初のランプが消えるまで、「FEED ( フ ィード )」 ボタン
と 「PAUSE ( 一時停止 )」 ボタンを押し続けます。

プリ ンタの設定が、 工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト されます。 このテス ト
の最後にラベルが印刷されるこ とはあ り ません。

ネッ トワークの工場デフォルトへのリセッ ト

この手順を実行する と、ネッ ト ワークの設定だけが工場デフォルト値にリセッ ト され
ます。

ネッ トワークの工場デフォルトへのリセッ ト手順 (CANCEL ( キャンセル ) + PAUSE
( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト ) を実行するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 「CANCEL ( キャンセル )」 ボタンと 「PAUSE ( 一時停止 )」 ボタンを押しながら、
プ リ ンタの電源をオン (I) にします。

3. コン ト ロール・パネルの最初のランプが消えるまで、「CANCEL ( キャンセル )」ボ
タンと 「PAUSE ( 一時停止 )」 ボタンを押し続けます。

プリ ンタの設定が、 工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト されます。 このテス ト
の最後にラベルが印刷されるこ とはあ り ません。



ト ラブルシューテ ィ ング
プリンタの診断

150

P1062653-072 改訂 A ZD500 Series™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/3/3

通信診断テスト

通信診断テス トは、プ リ ンタ とホス ト ・ コンピュータの相互接続を確認するためのト
ラブルシューティング・ツールです。プ リ ンタが診断モード中は、ホス ト ・コンピュー
タから送信されたデータがすべて ASCII 文字と して印刷されます。ASCII テキス トの
下には、 16 進値が表示されます。 プ リ ンタは、 CR ( 改行 ) などの制御コードを含め、
受信したすべての文字を印刷します。図 3 は、 このテス トによる一般的なテス ト ・ ラ
ベルを示したものです。

図 3 • 通信診断テスト ・ ラベル

通信診断モードを終了するには、 次の手順を実行します。

1. 印刷幅を、 テス トに使用するラベルの幅以下に設定します。 

2. 「DIAGNOSTICS MODE ( 診断モード )」 オプシ ョ ンを 「ENABLED ( 有効 )」 に設定し
ます。 この設定を変更する方法については、 『ユーザー・ガイ ド』 を参照してくだ
さい。

プ リ ンタは診断モードになり、 ホス ト ・ コンピータから受信したすべてのデータ
がテス ト ・ ラベルに印刷されます。

3. テス ト ・ ラベルのエラー ・ コードを確認します。 エラーがある場合は、 通信パラ
メータが正しいこ とを確認します。 

テス ト ・ ラベルのエラーは、 以下のとおりです。

• FE はフレーミ ング ・ エラーを示します。

• OE はオーバーラン ・ エラーを示します。

• PE はパリティ ・ エラーを示します。

• NE はノ イズを示します。

4. このセルフ・テス ト を終了して通常の操作に戻るには、プリ ンタの電源をオフ  (O)
にしてからオン (I) にします。

注 • テス ト ・ ラベルは上下が逆になって印刷されます。
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センサー ・ プロフ ィール

センサー ・ プロフ ィール ・ イ メージ ( 実際には複数のラベルやタグに展開される ) を
使用して以下の状況のト ラブルシューティングを行います。

• プリ ンタでラベル間のギャ ップ ( ウェブ ) を判定できない

• プリ ンタが、 ラベルの事前印刷の領域をギャ ップ ( ウェブ ) と誤って認識する

• プリ ンタがリボンを検出できない

プリ ンタをレディ状態に設定して、次の方法のいずれかでセンサー・プロフ ィールを
印刷します。

印刷結果と このセクシ ョ ンで示す例を比べてください。センサーの感度を調整するに
は、 プリ ンタをキャ リブレート します (82 ページのマニュアル ・ キャ リブレート  - 用
紙 を参照してください )。

コ ン ト ロール ・ パネ
ル上のボタンの使用

a. プリ ンタをオフ  (O) にします。

b. 「FEED ( フ ィード )」ボタンと「CANCEL ( キャンセ
ル )」 ボタンを押しながら、 プ リ ンタの電源をオン
(I) にします。

c. コン ト ロール ・ パネルの最初のランプが消えるま
で、「FEED ( フ ィード )」ボタンと 「CANCEL ( キャ
ンセル )」 ボタンを押し続けます。

ZPL の使用 a. ~JG コマンドをプ リ ンタに送信します。 このコマ
ンドの詳細については、『Zebra プログラ ミ ング・ガ
イ ド』 を参照してください。

プ リ ン タ の コ ン ト
ロール ・ パネルの使
用

61 ページのツール ・
メ ニュー の 「PRINT
INFORMATION ( 印
刷情報 )」 を参照して
ください。 

a. コン ト ロール・パネル・ディスプレイで、「SENSORS
( センサー )」 メニューの以下の項目までナビゲート
します。 コン ト ロール・パネルの使用と メニューへの
アクセスについては、 『ユーザー・ガイド』 を参照し
てください。

a. 右選択ボタンを押して「PRINT ( 発行 )」を選択しま
す。

q
発行情報

センサー ・ プロフ ィール p

発行
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用紙センサー ・ プロフ ィール ( 図 4)  センサー・プロフ ィールの 「MEDIA ( 用紙 )」 と
いう語の付いたライン (1) は、 用紙センサーの読み取り値を示します。 用紙センサーの
しきい値設定は、「WEB ( ウェブ )」 (2) で示されます。用紙切れしきい値は、「OUT ( あ
りません )」 (3) で示されます。 上向きの突起 (4) はラベル間のギャップ ( ウェブ ) を示
します。 突起間のライン (5) はラベルのある位置を示します。 上部の番号の付けられた
ライン (6) は、 印刷の先頭からのド ッ ト数を示します。 

センサー・プロフ ィールの印刷サンプルを用紙の長さ と比較する と、印刷サンプルの
突起間の距離と用紙のギャ ップ間の距離が同じ長さになるはずです。距離が同じでな
い場合は、 プリ ンタによるギャ ップの位置の判定が難し くな り ます。

図 4 • センサー ・ プロフ ィール ( 用紙のセクシ ョ ン )
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A
付録 : インターフェイスの配線

このセクシ ョ ンでは、標準化された単一の設定がない通常のインターフェイス ・ ケー
ブルの配線図を示します。
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シリアル ・ ポート ・ インターフェイス

シ リ アル / パラレル・ポートから利用できる最大電流が合計 0.75 アンペア

を超えるこ とはあ り ません。

XON/XOFF 接続手順が選択される と、データ・フローは ASCII コン ト ロー

ル・コードの DC1 (XON) と  DC3 (XOFF) で制御されます。DTR コン ト ロー

ル ・ リード線は無効になり ます。

DTE デバイスへの相互接続 - プリ ンタは、データ端末装置 (DTE) と して構

成されています。 プ リ ンタを他の DTE デバイス  ( パソコンのシ リ アル ・

ポート など ) に接続するには、 RS-232 ヌル ・ モデム ( ク ロスオーバー )
ケーブルを使います。 図 31 は、 必要なケーブル接続を示します。

KDU ( キーボード ・ディ スプレイ ・ ユニッ ト ) への接続 -- 元の KDU は
DCE プリ ンタ接続用に設計されており、 Zebra カスタム ・ シ リ アル ・ ポー

ト ・オス / メ ス変換アダプタを必要と します。現在 KDU には KDU アダプ

タが含まれており、KDU アダプタの Zebra キッ トのパーツ番号は、105934-
088 です。 ZKDU および KDU Plus はどちらも インターフェイスを自動的

に検出します。 

プリンタを DTE デバイスに接続 

ピン 説明
1 未使用
2 RXD ( データ受信 )、 プ リ ンタへ入力
3 TXD ( データ送信 )、 プ リ ンタから出力
4 DTR ( データ端末準備完了 )、 プ リ ンタから出力 -- ホス ト

からのデータ送信を可能にする信号
5 シャーシの接地
6 DSR ( データ設定準備完了 )、 プ リ ンタへ入力
7 RTS （送信要求） 、 プ リ ンタから出力 -- プリ ンタがオンの

場合は常に有効状態
8 CTS ( 送信準備完了 ) - このプリ ンタでは不使用
9 +5 V で 0.75 A - ヒ ューズ

DB-25S 
コネク タで

DTE デバイス  (PC) へ 

DB-9P
コネク タで

プ リ ンタへ

DB-9P
コネクタで

プリ ンタへ

DB-9S 

コネク タで

DTE デバイス  (PC) へ 
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このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの外寸を示します。
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ZD500 Series™ プリンタの外寸
7.90 in

200.7 mm

7.48 in
190 mm

2.46 in
62.5 mm

10.05 in
255.1 mm

4.05 in
103 mm

0.52 in
13.2 mm

9.53
in

242
m

m

13.6 in
345 mm

10.05 in
255.1 mm

14.02 in
356 mm
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ラベル ・ ディスペンサ

カッ ター

1.84 in
46.8 mm

3.27 in
83 mm

3.82 in
97 mm

7.48 in
190 mm

10.96 in
278.3 mm

7.90 in
200.7 mm

7.48 in
190 mm

3.1 in
78.5 mm

10.35 in
262.5 mm

11.20 in
284.6 mm

7.90 in
200.7 mm

7.48 in
190 mm

2.91 in
74 mm
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